

[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]





[image: ]






口絵・本文イラスト／ゆーげん




デザイン／塚原麻衣子（ムシカゴグラフィクス）







第一章　おはよう異世界







　妹は上目遣づかいに僕を見つめながら問うてきた。

「一緒に寝て……いい？」

　一瞬だけど脳がまっ白になった。

　媚こびと恥じらいが混じり合う、潤んだ眼まな差ざし。

　躊躇ためらいを示して震える、薄紅色の唇と白い頰ほお。

　それは穢けがれを知らぬ乙女にのみ、使うことを許された技──究極奥義とも言うべきものだ。一撃必殺の即死技。これに抗あらがえる男はいない。というか抗えるようでは男じゃない。そんなことは百も承知していたが──僕はそれでも半ば反射的に抵抗を試みていた。

「ば…………」

　馬ば鹿か。何言ってんだ。

　ただそれだけの言葉が、どうしても声にならない。

　まるで魔法に掛けられたかのように、僕の舌は強こわ張ばって動かなかった。

　しかも──

「……眠れないの……駄目……？」

　右の小こ脇わきに枕まくらを抱え重ねてそう問うてくる妹。

　完かん璧ぺきだった。

　兄の部屋に真夜中にやってくるのに……他に何を抱えるというのか。

　手堅い。手堅すぎる。はね除のけるための隙すきがまるで見当たらない。

　僕はただただ驚きよう愕がくしていた。

　妹よ。いつの間にこんな成長を……!?

「お兄ちゃん……」

　何かを訴えかけるような……ひどく切なげな声で妹は言う。

『拒まなければ』──そんな理性は一瞬にして蒸発していた。

　ただその一声で、僕はもう逃げ場のない罠わなの中に、がっちりとはまり込んでいたのだ。『お兄ちゃん』……もちろん『兄貴』や『にぃに』といった変化球も悪くはない。だが基本とはすなわち王道だ。呆あきれるほどにまっすぐ繰り出された必殺技を前に、僕はまったく為なす術すべもなかった。

　壁際に向けて寝返りを打つのが、精一杯だ。

「……えへへ」

　僕が無言であることを、了承と受け止めたのだろう。

　背中を向けた僕には、妹の姿は見えない。けれど声と気配から、妹が照れ隠しのように笑いながら、ごそごそと僕のベッドに潜り込んでくるのが、分かった。

「おにいちゃん……」

　囁ささやく声が僕の背中に触れる。

　しまった。僕は気付く。

　自ら罠にはまり込んでしまったということに。

　このような状況シチユエーシヨン──たとえ同どう衾きんしたとしても、最初から向かい合って抱き合うような、はしたない真ま似ねは断じて許されない。抱きつくにしてもまず背中だ。最初は狭いベッドの中、背中越しに相手の体温を感じていたりするのだけれど、何かのタイミングでつい寝返りを打って──互いの息がかかるくらいの距離で見つめ合うことになってしまう……！　この偶然性と必然性。これこそが重要だ。ぎこちなさが少女の純潔をこれ以上ないというくらいに証明してくれる。

　僕は妹に背中を向けるということで……むしろ彼女により完璧な手順を踏ませてしまったということなのだった。

「…………」

「…………」

　そして二人の間にわだかまる沈黙。

　だが僕には続く展開が読めていた。しばしの逡しゆん巡じゆんの後、意を決したかのように妹は口にするだろう──『本当は駄目なんだよね』『でも私お兄ちゃんのことが……』的な告白カミングアウトを！　それこそが王道──それこそが正統。僕は妹に背中を向けながらも『ついうっかり』彼女と見つめ合うその瞬間が来るのを待った。待つしかなかった。

　そして……

「あのね……あのね……お兄ちゃん？」

「……なんだよ」

　僕は努めてぶっきらぼうに応じる。

　心臓は頼んでもいないのに全力運転中。どきどきと血液が全身を駆け巡る音がうるさいほどに耳に響く。なんとか僕は自分の心臓をなだめて──そして。

「お兄ちゃんにね、私ね、お願いがあるんだ」

「お……お願い？」

　震えるな俺おれの声。燃え尽きるほどにヒート（意味不明）。

「な……なんだよ？」

「あのね」

　耳じ朶だに触れる妹の吐息。

　近い。甘い。ああああ。

　そして──




「縛っていい？」




　………………はひ？

　思わず振り返る僕。

　そこで僕は正気に戻っていた。

「──というか」

　僕は呻うめくように叫んだ。

「そもそも誰だれだお前っ!?」

　確かに僕には妹がいる。

　二つ年下の、クソ生意気で、兄を蛇だ蝎かつのよーに嫌いまくる感じの奴が。

　両親がオタク産業に従事していたりすると──父がラノベ作家で母が元エロゲの原画師だ──当然、子供は、どっぷり洗脳されて濃縮二倍の百パーセントなオタクになるか、逆に親に反発してオタクに拒否反応を示すようになるかの、二者択一だ。

　我が家の場合は、僕が前者で妹が後者だった。

　妹は、とにかくうちの家族とは折り合いが悪い。特に僕とは最悪だ。どうあっても経済的にも法律的にも依存せざるを得ない両親に比べると、僕の機嫌を損ねても彼女にはなんのデメリットもないからだ。その辺の計算高さがまた憎たらしい。両親にぶつけられない拒否反応を、彼女は全部まとめて僕にぶつけて憂さを晴らしている感じだった。

　いずれにせよ──目の前の少女は僕の妹とは別人だ。

　そもそも僕の妹は銀髪じゃない。目も碧みどり色じゃない。むしろその少女は明らかに日本人ではなかった。

　もっと早くに気付けよ──僕!?

　だけど、あり得ないほどに完かん璧ぺきな妹もの同どう衾きんイベントのおかげで……その途方もない衝撃を前に、そんな初歩的なことにも気付けない僕なのだった。

　馬ば鹿かすぎだ加か納のう慎しん一いちッ！

　我ながらがっかりだよ！

　いやそれはさておきッ！

「お兄ちゃん、ひどいよ」

　自称・妹は、台詞せりふとは裏腹に、にまぁ……と笑う。

　その顔は何な故ぜか下側から煽あおるようにして照らし出されている。どこに光源があるのかイマイチ謎なぞだけど──おかげで彫りの深い、でも愛らしいその容よう貌ぼうに、まるで魔王の如き凶悪な陰影が貼はり付ついていた。

「妹のこと、忘れちゃったの？」

　僕の妹を自称する少女は、いつの間にかベッドの上に仁王立ちして、両手に荒縄だか鞭むちだかを持ってこちらを嬉うれしそうに見下ろしている。目鼻立ちは整っているが、そこかしこに幼い丸みが残っていて──綺き麗れい、と言うよりもまだ、可か愛わいい、といった方が遙はるかにしっくりくる姿だった。

　ＳＭグッズを手に迫る自称・妹の、でも妹ではあり得ない感じの幼女。

　何このエロゲ!?

　ヤンデレか？　バッドエンド一直線なのか!?

　ここは慎重に選択肢を選ばないと大変なことになるのではッ!?

　などと心の片隅では思いつつも、動揺する僕はついつい反射的に叫んでいた。

「忘れるも何もお前みたいな妹はいないッ！」

「ひどいよ……」

　と言いつつ、むしろ自称・妹はぱしーん、ぱしーん、と荒縄を実にイイ音でしごきながら僕の上にのしかかってくる。なんなのでしょうか、その、手慣れた仕草は。恐怖のあまり思わず丁寧語で考えてしまう僕だった。

「じゃあ私はお兄ちゃんにとってのなんなの？」

「いや、なんなのと言われても……あの、ちょ、やめて」

「じゃあもういいよ」

　自称・妹は膨れっ面で言った。

　あ。ちょっと可か愛わいい。

　…………いやいやいやいや！　そんな萌もえてる場合じゃなくて!!

「今日から妾わらわは貴様の女王様ってことで良いわ」

「ちょっ!?　……ええええええ!?」

　どこをどう捻ひねったらそうなるのか。

　というか、なんか喋しやべり方かたまで一変してませんか、君？

「自動的に貴様はお兄ちゃんから『豚』に昇格じゃな！」

「ちょ──それってどうなのっていうか昇格なの？　いや、待って、荒縄は、荒縄は、お肌にちくちくするのー！」

「ええいうるさい豚じゃな。豚なら豚らしくトントンと鳴くが良いわ！」

「豚はブヒブヒだよ！」

「常に自己紹介ができると同時に、自らの立場を確認できる良い鳴き声じゃろうに」

「そんな人間の都合で自然の摂理をねじ曲げちゃらめええー！　地球に優しくー！　僕にも優しくー！」
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「ええい黙れこの豚骨野郎めが！」

　……もう何がなんだか。

　僕はいつの間にか荒縄で縛られ、ベッドの上に転がされていた。

　手早い。ものすごく手早い。というか僕自身がどうして抵抗できないのかよく分からない。

「さあ。濃厚豚骨一・五倍野郎め。ありがたい妾わらわの足の裏を食らって目覚めるが良いわ！」

　そう言って自称・妹──ではすでにない銀髪の女王様は、『ドドドドドドドド』とか音源不明の轟ごう音おんぽいものを背負いながら、僕の顔にそのおみ足を、振り下ろし──




「とんんんんんんんんんんんんん──ッ！」




　と思わず叫んでしまったところで──僕は目覚めた。

　いや、変な趣味にじゃなくて、単純に、辞書的な意味で、眠りから覚かく醒せいした。

「…………はぁはぁ……」

　僕はベッドの上で身を起こしながら荒い息をつく。

　いろいろな意味で恐ろしい夢だった。

　そもそも『眠れないの。一緒に寝ていい？』とか言って兄の部屋にやってくる妹──なんて生物は空想の中にしか存在し得ない。そんなものは物理的にあり得ない。それはすべて妄想の産物であり青春の日の幻だ。僕達はそんな幻と現の狭はざ間までたゆたい、傷つきながら、大人になっていくんだ……（動揺のあまり意味不明）

「……あの」

「だいたい、紫し月づきは『お兄ちゃん』とか呼ばないよな。というかなんて呼ばれてたっけ。あれ？　ひょっとして僕、紫月とこの三年ほど、まともに会話してないような──」

「あの。旦だん那な様？」

「……って、べ、別に、紫月と三年ぐらい会話してなくても、全然平気なんだからねっ！　とかツンデレっぽくごまかしてみたりして。いやしかし、そういえば昔は紫月もわりと僕の後ろついて歩いてたりとか、僕が小学校へ行こうとすると泣いて嫌がったりとか、してたよなあ──って何年前だよマジで」

「旦那様──あの。朝食のご用意がっ」

「そうそう。最近じゃ朝飯一緒に食うこともなくなって……」

　と──そこまで呟つぶやいて。

　僕は寝室にいるのが自分一人ではないことにようやく気付いた。

「…………」

「旦だん那な様？」

　振り返ると、そこには一人のメイドさんが立っていた。

　亜麻色の髪に、藍あい色の目の、見るからに『外国の人』って感じの美少女である。

　メイド服っていうのは実際には日本人が着るとコスプレの印象がどうしても抜けないけど……この子が身にまとっていると、なんの違和感もない。白い肩が出ていたり、スカートの丈も裾すそが膝ひざ上うえのやや短いデザインだったりと、厳密に言えば本物の──ヴィクトリア朝時代のメイド服とは微妙に異なるデザインなのだけど、それがあざとく見えないのはある意味ですごいことだと想おもう。

　容姿だけを見ても、実によく似合っていて綺き麗れいなのだけど……それ以上に、どこか困惑しているというか、途方に暮れた表情が、なんというか絶妙に可か愛わいらしい。

　ミュセル・フォアラン。

　それがこの子の名前。

　彼女は僕専属のメイドさんだ。

　引きこもりのオタクに、専属のメイドさんがつく──それなんてエロゲ？　と聞きたくなって当然のこの状況。僕も最初しばらくは夢見心地というか、朝起きるたびに頰ほおをつねって痛いのを確かめていたぐらいである。

　ミュセルはミュセルで僕の動揺っぷりに驚いていたみたいで、腫はれ物ものに触るかのような態度だったけれど……彼女が僕の身の周りの世話をしてくれるようになってすでに四ヵ月近く。ずいぶんとお互いに慣れてきたと想おもう。

　ちなみに。

　僕が眠っていたのも、もちろん、夢の中の自室とはまったく異なる豪ごう奢しやな洋室だ。

　家具はランプだのなんだのと最小限で、もったいなくも堂々と天てん蓋がい付きのベッドが部屋の真ん中に置かれている。当然……机や書棚なんてない。要するにここはただ寝るためだけの部屋で──だからこそベッドが主役としてここに鎮座ましましていたりするのである。なんて無駄な、とは思ってはいけない。この屋敷にはたくさんの部屋が備わっていて、こうでもしなければ使い切れないのである。

　まあそれはさておき──

「えっと。ミュセル？」

「はい。旦那様」

「どこから、聞いてた？」

「えっと……」

　小鳥のように首を傾かしげてミュセルは呟つぶやく。

　ああもうこの子は本当に、いちいちこーゆー仕草が可愛いな！

「『そもそも誰だれだお前っ!?』……という辺りからで」

「うわ!?　声に出てた？」

　夢の内容が寝言を介して外に漏れていたらしい。

「なので『ミュセルです』とお答えしたのですが……」

「いや。ミュセルも気付こうよ。寝言だよ」

「あ。そうなのですね」

　とミュセルはほっとした表情を浮かべる。

　──って何!?　僕に、未いまだに自分の顔と名前を覚えてもらってないんじゃないかとか、そんな心配してたのか、この子は!?

「僕がミュセルに『誰だれだお前』とか聞くわけないでしょ。同じ屋敷に何ヵ月も一緒に住んでて、相手の顔が分からないとか、どんだけ僕の記憶力は残念なんだよ」

「あ、いえそういう意味では……！」

　慌ててぷるぷると左右に首を振るミュセル。

　彼女の長い髪が後頭部で、その動きに合わせて左右に揺れた。

　出会った当初──彼女は、髪を頭の左右でくくる、ツインテール状態だった。だけど今はポニーテール状態になっている。なので、彼女の少しだけ尖とがった耳が露あらわになっている。

　ミュセルは純粋な『人間』ではない。
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　いわゆる混ハ血ー児フだ。そして彼女の耳はその証拠だった。

　自分の出生についてある種の劣等感を持っていたミュセルは、その証拠とも言うべき耳を人前で晒さらすのを嫌がる。今までもずっと隠して生きてきたらしい。そうせざるを得ないような環境で彼女は暮らしてきたということだ。

　けれどそれも、僕のところに来るまでの話。

　僕が彼女の出生を気にしないと分かってからは、屋敷の中ではポニーテールにすることが多くなったみたいだった。ツインテールよりは、ポニーテールの方が、俯うつむいても髪が顔の前に落ちてきにくいので、料理とか洗濯のときに便利なんだとか。

　実利的なことはさておき……彼女のポニーテールは、つまり、それだけ僕達に彼女が気を許してくれているという証拠だ。それを思うと、僕は少し誇らしい気分になれた。

　ともあれ──

「『僕にも優しく』とおっしゃったので……どうお声を掛ければ良いのかと迷ってしまいまして……」

「いやそれも寝言だってば」

　と言いつつ僕はベッドから下りた。前述の通り見るからに豪ごう奢しやな天てん蓋がい付きの代物──俗に言う『お姫様ベッド』、あの『貴族』とか『金持ち』の記号みたいなアレだ。もちろん、通販で一台一万九千八百円のパイプベッドとは寝心地から何からまったく違う。いったいこの高級家具一つで、日本円に換算したらどれだけの価値があるのか……恐ろしくて眠れなくなるので僕は考えないようにしていた。

「それで──えっと。朝食？」

「はい。できております」

「分かった、すぐ行くよ」

「はい」

　ミュセルは深々と一礼すると、そのまま回れ右して僕の寝室から出ていった。

　出会った当初は、当然のように僕の着替えを手伝おうとしていたミュセルだけど──なんでも彼女からすればそれは仕事の内なんだそうで──辛抱強く僕が『朝の着替えだけは手伝ってくれなくていい』と伝えた結果、彼女も僕が着替えようとすると、その様子を察してすんなり出て言ってくれるようになった。

　この屋敷には、僕のために用意されているけれど、僕一人では着ることができないような衣装もあって……そういう場合にはミュセルに手伝ってもらうわけだけど、さすがに朝の元気な証拠を主張しまくっている下半身を、たとえ下着越しとはいえ彼女に見られちゃうのは抵抗がある。

「……ふう」

　僕は窓にかかっていたカーテンを開いた。

　とたん──朝の白い光が室内に雪な崩だれ込こんでくる。

　窓の外はこの四ヵ月ほどで見慣れた風景。

　緑深い森と、あり得ない程に高く澄んだ、空。そこに飛んでいる小さな影は、鳥ではなく、騎士達が乗れるようにと、品種改良と訓練を施された、小型の飛竜ワイバーンだ。

　そう。ここは現代社会のニッポンではない。

　僕がいるのは、本来ならばアニメや漫画や小説の中でのみ触れることができる、正真正銘の異世界──神聖エルダント帝国なのだった。
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　西暦二〇一×年。

　日本政府はおそらく人類史上初とも言える大発見を行った。

　厳密に言えばこれを見つけたのは、富士の裾すそ野のの大森林──青あお木きヶが原はら樹海の中をパトロールしていたボランティアと、地元の警察官だったそうなのだけど、それはさておき。

　世紀の大発見。

　それは異世界への扉……超空間通路。

　青木ヶ原樹海の中にそれは見いだされたのだ。

　それがいつから、何な故ぜに、どういう原理で、存在していたのかは未いまだに分かっていないのだとか。その大発見の世間に与える影響の大きさを懸念した日本政府は、この存在を極秘事項とし──おかげで大々的な調査や研究を行うこともできず、厳重に箝かん口こう令れいを敷いた一部関係者の間でのみ、細々と調査と研究が行われているから、らしい。

　ともあれ。

　その超空間通路の向こう側に、広大な空間と、そして独自の文化を持った人類国家が存在していることを知った日本政府は、『極東文化交流推進局』という偽装名を冠した組織を設立し、異世界との交流を開始した。

　ところが。

　これが……どうにも上う手まくいかない。

　相手の国家、神聖エルダント帝国には魔法があるため、意志疎通に関してはわりとすんなりといったのだ。だけど、大変なのはそこから先。政治形態は帝国制──つまりは絶対君主による独裁制であり、倫理観や文化水準は中世並み、自由？　平等？　平和？　ナニソレ美お味いしいの？　といわんばかりのこの国家を相手に、現代日本人が仲良く交流するのにはいろいろと無理があった。

　元より機密保持のために関係者を増やすのも難しく、折しも政権交代やら何やらで本国の政府そのものが大忙しだった状態──日本政府は遅々として進まない神聖エルダント帝国との交流について、次第に、ヤケになるというか、やることが大胆になっていく。

　結果……日本政府は、それまでの交流の中で、最もエルダントの人々が顕著な反応を示した文化産物、すなわち『アニメ』や『漫画』といったオタク商品を主軸に置いて、交流を強化していこうと考える。

　結果として、神聖エルダント帝国内には、双方の政府の肝きも煎いりで異世界初の総合エンタメ商社『アミュテック社』が創立される。

　そして日本政府は、その〈アミュテック〉の運営──というより舵かじ取とりを『オタク文化に精通する者』に任せることにした。〈アミュテック〉社はオタクの聖地とも言うべき東京・アキハバラにて面接試験を実施、そこで引っかかった就活中のオタクを、あろうことか、総支配人に据えるべく、異世界まで拉ら致ちってきたのである。

　そう。

　その拉致られたオタクこそが何を隠そう僕──加か納のう慎しん一いちだ。

　でもって……
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　僕は二階にある寝室から一階の食堂へと向かうべく階段を降りていく。

　踊り場に設けられた大きな窓から、陽よう光こうが燦さん々さんと降り注ぎ、屋敷の中にくっきりとした白黒の陰影を描き出していた。

　陽ひの光の当たる場所はほんのりと暖かく、陰になっている部分はなんとなく涼しい。現代日本の、断熱性能の高い家屋と違って、煉れん瓦が造づくりのこういう建物は、同じ屋内でもけっこうあちこちに大きな温度差が生じるらしい。

「今日は何かなー♪」

　僕は歩きながら鼻歌混じりにそんなことを呟つぶやいていた。

　ミュセルは料理が上う手まい。

『朝食は断然、ご飯』党の僕なのだけれど……このエルダントに来てからは宗旨替えしてもイイかなと思うくらいに彼女の作る食事は美お味いしい。たまに現代日本の常識だとびっくりするようなものが出てくることもあるけど──ゆで卵の蜂はち蜜みつ漬けとか──それすらも偏見を取っ払って食べてみると実に美味しいのだ。

　しかも僕の反応を見ながらミュセルは微妙に味付けを変えてくれているようで……最近はますます料理が美味しくなってきた。注意して味わうと、同じ料理でも微妙に味付けが僕好みに変化しているのだ。

　そういうわけで、ついつい僕は、食堂に行く際には浮かれてしまう。

　だから──




　──ぐにょ。




　僕はつい足元への注意がおろそかになって、それを踏んづけてしまった。

「……？」

　明らかに床とは異なる感触に──僕は視線を足元へと下げる。

　するとそこには、長い長い触手のようなものが横たわっていて……その先には床に這はい蹲つくばる異形の何かがいた。

　全長は優に二メートルを超える。あるいは端から端までで三メートルはあるかも。

　ごつい。なんというか……ごろりと『塊』が転がっている感じだ。

　その異形の本体は陰になっている部分にあるせいか、はっきりとその詳細は見えないけれど──明らかに人間のそれとは異なる首回りが、ひどく不気味で。口などは開けば赤ん坊ぐらい、丸まる呑のみできそうだった。

「ば、ばけもの!?」

　ほとんど反射的に頰ほおを引ひき攣つらせて僕は足を引っ込める。

　しかし……

「──って。あれ？」

　そういえば前にも似たようなことがあったような。

　床の上の異形は動かない。

　僕はとりあえず三歩ばかり下がって鼓動を落ち着けると、その場にしゃがんで──改めて床の上に四よつん這ばいになっているソレを眺めた。

「ブルーク!?」

「……あー……旦だん那な……様……？」

　巨大な、爬は虫ちゆう類るいそのものの頭を億おつ劫くうそうに上げて屋敷の下男は言った。

　ブルーク・ダーウェン。

　ミュセル同様、神聖エルダント帝国がこの屋敷を〈アミュテック〉社に貸す際に、手配してくれた使用人だ。

「……おはよう……ごぜえやす……」

　ひどく気け怠だるそうに──いや実際には単に眠いのだろうけど──低い声でそう応じてきた。

　ブルークは蜥蜴人リザードマンだ。

　普段、二足歩行こそしているものの、その肌は鱗うろこに覆われて青く、頭部は前に突き出て細長く、目には瞼まぶたもない。二本の脚の間には長々と尻しつ尾ぽが引きずられており──その迫力は蜥蜴とかげというより恐竜のそれだ。

　まあ今は床にべっちゃりと寝そべっているのであんまり迫力は感じられないけれど、その分だけ不気味さが三割増しといった感じである。

「……どうなさいやした……？」

「それはこっちの台詞せりふだよ！」

　僕は未いまだ少しどきどきしている胸を押さえて言った。

　敵でもなければ化け物でもないと分かっているのだけど、やっぱり、見るからに『爬は虫ちゆう類るいです』と言わんばかりの顔を薄暗いところで見ると、ちょっと怖い。

　どうも僕が踏んじゃったのは、彼の尻しつ尾ぽらしいのだけど。

「どうしたの、床に寝そべったりして。どこか調子でも悪い？」

「あー……いえ」

　のそのそと立ち上がると、ブルークはなんだか申し訳なさそうに背中を丸めた。

「……あっしは……爬は虫ちゆう類るいですから……」

「いやまあそれは見れば分かるけど」

「夜とか……朝方は……体温が下がって……眠くてしょーがないんで……」

「あ？　そういうもんなの？」

　そういえば、あまり朝は彼の姿を見かけなかったけど。

　基本的にブルークの仕事は屋敷の庭掃除や外装の手入れで、屋内にいることが少なく、彼が普段どうしているのか──その仕事ぶりから起床や就寝までの生活スタイルも、知らない部分が多い。僕もこの四ヵ月はいろいろと忙しかったので、気にしている余裕もなかったのだけれど──

「へぇ……だもんで……夜になると屋敷の裏とかで……焚たき火びに三時間ほど……当たってますが……それでも……気を緩めると……つい……窓の近くの床は……早くから……陽よう光こうで暖まってたりするもんで……気が付けば……四よつん這ばいに……」

　温ぬくもりを全身で舐なめて摂取しているようなものか。

　二足歩行まで進化はしても、変温動物の宿命には逆らえないらしい。

　しかし──

「そうなのか。ごめん。尻尾踏んじゃった」

「ああいえ……どうぞご存分に……踏んでくださいやし……」

　と再び寝そべりながら言うブルーク。

「いやいやいやいや。そういう趣味は僕ないから！」

　見た目はとことん怖いが、穏やかで真ま面じ目めな働き者、それがブルークだ。

　でもってブルークに言わせると、主人の──たいていは貴族やそれに準じた裕福層だ──理不尽な暴力に甘んじて耐えるのも、亜人種の使用人の仕事なんだとか。なので彼は殴られたりすることに抵抗がないみたいなのだ。もともと爬は虫ちゆう類るいということで、痛覚が鈍いということも、あるのかもしれないけれど。

「というか……ブルーク、こんなところにいるのって、食堂に行く途中じゃないの？」

　単に熱を得るなら、戸外で直射日光に当たっていた方が効率が良いはずだ。陰のところにいたのも、太陽の方が動いて、窓から差し込む陽よう光こうの角度が変わったせいだろう。たぶん、ブルークはこの体勢で三時間ぐらいこうしていたのではないだろうか。

「……へぇ……そういえばそうでした……」

　とブルーク。

　もともと──屋敷の主人と使用人は同じテーブルで食事なんかしない。

　それがブルーク達の常識だった。

　特にリザードマンは他の亜人種に比べても地位が低いうえに、食性が多少違うので、時間も場所も普通は別々に食事をとるのが基本なんだとか。

　一方で僕はこの神聖エルダント帝国では〈アミュテック〉総支配人という肩書のおかげで、人間の貴族に準じた扱いを受けている。

　つまり、かなりの身分差が、僕達の間にはあるということになる。

　だからブルークも、もともとは自分一人で食事をとるのが基本だった。

　そんな彼に『一緒に朝食を食べよう』と提案したのは──僕だ。

　せっかく同じ屋敷に住んでいるのに、わざわざ別の食べ物を、別の時間、別の場所でとるのは効率も悪いし──なんだか寂しい。そう想おもったからだ。

　確かに別々に食事をとるのがこちらの世界の『正しいこと』なのだろう。

　けれど──こっちは現代日本の生まれだ。しかも親はラノベ作家と元エロゲ原画師という純度百パーセント、どころか濃縮二倍のオタク、しかも元引きこもりのニートである。身分の差だの格式だのなんぞ心底どーでもいい──というより、はっきり言えば嫌いなので、僕はミュセルとブルークには可能な限り対等に接するようにしようと決めていた。

　まあこの様子だと……朝食を一緒にとるのは、ブルークにはちょっと迷惑だったかもしれないけど。ここ最近は朝方が冷え込むため、彼には動くのも辛い時間だろうし。朝食の時間ずらしてもらうとか……何か考えた方がいいかも。

「ほら。ブルーク──起きて」

「へぇ……」

　のろのろと身を起こすブルーク。

　実に眠たそうで、ちょっと可か哀わい想そうかな、とは想おもったけど……いずれにしても屋敷の廊下で寝られてはそれはそれで危ないというか、場所によっては蹴け躓つまずいて怪け我がをしてしまう可能性もある。

　迂う闊かつに握手すると爪つめでずたずたにされそうなその手を握り、僕はブルークを引っ張って食堂に向かった。
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「おはようございます」

　食堂に入りながら僕はそう挨あい拶さつする。

　神聖エルダント帝国からの借家ではあるけれど、建て前としては僕はこの屋敷──総合エンタメ商社〈アミュテック〉本社社屋でもある──の主であるわけだから、敬語や丁寧語で挨あい拶さつをする必要はない。もっと鷹おう揚ように『おはよう諸君』とか言っちゃっても構わないのだ、本来ならば。

　とはいえ、やはり相手が年上だとタメ口というのも憚はばかられちゃうもので。

「おはよう。慎しん一いち君」

　すでにテーブルについていたその女性は、のんびりとした笑顔で僕にそう応じてきた。

　目鼻立ちは整っている。けれど『美しい』とか『綺き麗れい』ではなくつい『可か愛わいい』と評してしまいそうな──そんな感じの女性だ。

　つまりは童顔なのである。さらに言えば、いつもほんわかした空気をまとっていて……十代半ばから年をとるのをついうっかり忘れているかのような、そんな雰囲気だ。

　もっとも大きく盛り上がった白いシャツの胸元を見れば、彼女を評して『幼い』などとはとうてい言えないのだけれど。

　実際──彼女は僕よりも年上だ。

　それどころか、外見のぽわんとした印象に反して、彼女は日本最大の武力組織──つまりは自衛隊の人なのである。いわゆる婦人自衛官ＷＡＣだ。しかも現役バリバリの戦闘員、つまりは兵士であることは、彼女が常に足元に置いているスーツケースからも分かる。

　その中には、９ミリ機関拳けん銃じゆうが格納されているはずだ。

　古こ賀が沼ぬま美み埜の里りさん。

　日本政府が僕のところに派遣してきた身辺警護役だ。

「……おはよう……ごぜえやす……」

　僕が引っ張ってきたブルークも、美み埜の里りさんと、そして状況を察してくれたのか、慌てて僕のところに駆け寄ってくるミュセルにそう挨あい拶さつした。助かる。僕一人でブルークを支えて引っ張るのは、もうそろそろ限界だったからだ。

「大丈夫ですか、旦だん那な様？」

「まあ大丈夫だけど──手伝ってくれると嬉うれしい」

「はいっ！」

　僕とミュセルはブルークをとりあえず椅い子すの上に座らせて──それから改めて自分の席についた。

　楕だ円えん形けいのテーブルの上には、ミュセルが用意してくれた朝食がすでに揃そろっていた。

　中央部のバスケットにはパンが山と盛られ、その周りにはすでに取り分けられた料理が人数分の皿に盛りつけられて置かれている。ちなみにブルークの皿だけは、塩胡こ椒しようだけした生肉と、皮も剝むいていない果物が置かれていた。これはもちろん、ミュセルがブルークに嫌がらせをしているわけではなくて、味覚の異なるリザードマンには、下手に加熱しているものよりも、こういう食事の方が美お味いしいらしい。

「いただきまーす」

　僕が日本式にそう言って両手を合わせると、美み埜の里りさんと、そしてミュセル、ブルークもこれに追従し──それから、料理を食べ始めた。

　屋敷の主人（人間・男）と。

　護衛（人間・女）と。

　メイド（ハーフエルフ・女）と。

　下男（リザードマン・男）と。

　この面子が全員同じテーブルについて食事をする──エルダントではきわめて珍しい朝食風景ができあがっていた。

　人によっては眉まゆをひそめるかもしれないが、僕としては、やはり食事は賑にぎやかな方が楽しい。引きこもり時代はずっと独りで食事をとり続けてきたから、なおさらにそう感じる僕だった。

　しかも、食事をする様子というのは、寝姿と同様に、わりと無防備──というかどうしても気が緩みやすい。一口一口、確認するように味わっているミュセルはもちろんだけど、どこに入るんだってくらいにもりもりと食べ続ける美み埜の里りさん、そしてだるそうにもしゃもしゃと果物を食べるブルークの姿なども……こうして見ていると、可か愛わいく見えるから不思議だ。

「ところで慎しん一いち君」

　美み埜の里りさんがバスケットからパンをとりながら言った。

　ちなみに本日四つ目である。朝から本当によく食うなこの人。特に太っている様子もないし──いったいどこに入ってるんだと想おもうけど、ひょっとしたら、彼女のあのたわわな胸は、この健けん啖たんぶりが維持しているのかもしれない。

「今日の予定は？　予定表通り？」

「あ──えと。はい。変更なしです」

　僕はポケットから取り出したスマートフォンでスケジュールを確認しながら言った。

　もちろんこっちには携帯電話運キ営ヤ会リ社アのアンテナなんてない。なのでどこにでも自由に電話が繫つながるというわけにはいかないのだけど──とりあえず自衛隊が屋敷や城下町に幾つか中継アンテナを設置してくれたので、美み埜の里りさんや他の自衛隊の人達など、こちら側に来ている何人かの日本人とは連絡がとれるようになっていた。

　ちなみに……以前は、日本との連絡は有線でも雑音信号が入りまくって難しかったようだけど、いろいろと自衛隊や日本政府の方でも試行錯誤しているらしく、近々電話やインターネットの回線も確保できるかもしれない、と言われていた。

　そうなればいろいろと、できることが増える。

　ネットワークゲームに、画像収集、巨大掲示板閲覧、等々。

　まあ機密保持という名目でいろいろと制限されちゃうかもしれないけど……

「いつも通り、とりあえず帝城に出向いて陛下にご挨あい拶さつ」

　僕は画面の上で指を滑らせながら答えた。

「それから学校に出向いて授業、ですね」

「了解」

　美み埜の里りさんは自分もスマートフォンを取り出して確認しながら頷うなずく。

　ちなみに偶然だけど僕も美み埜の里りさんも持っているのは同じ型。軍用性能基準ＭＩＬスペツクを満たしたというのが売り文句の〝Ｇ〟シリーズのタフネス・スマホだ。美み埜の里りさんが使っているのはある意味で当然として、僕が使っているのは単なる趣味だ。

「あ。それからミュセル、君も連れてこいって陛下が」

　僕は隣のメイド少女を振り返って言った。
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「健康診断も兼ねて、だってさ」

「あ──はい」

　ミュセルはこっくりと頷うなずいた。

　彼女は三ヵ月ほど前──ある事件で重傷を負っている。神聖エルダント帝国の皇帝陛下を庇かばって腹を刺されたのだ。その後、彼女は救急搬送された帝城内の治療院で手厚い治療を受け、回復したのだが……念のためにと退院した後も、半月に一度、治療院に通っている。

「じゃあ今日もそういうことでよろしく」

　まとめるように美み埜の里りさんが言った。
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　エルダント帝国──帝城。

　それは僕が知る限り、最も巨大な建築物だった。

　いや。単純に高さを比べれば、もっと高いビルは日本にも幾つもあった。けれど、その存在感というか、質量というか──とにかく『ドォン……』と残響付きで効果音が入りそうな圧迫感を見る者に与える、という意味では、この帝城がダントツの一番だ。

　たぶん横にも奥にも大きいということに加えて、いかにも『権力者の城です！』と言わんばかりの色や形が、僕にそう想おもわせるのだろう。なんでも美み埜の里りさんによると、この城、もともと岩山だったものを魔法でくりぬいて作ったのだとか。それゆえに醸かもし出される『塊』感が半端ないのだ。

　それでも四ヵ月もの間、定期的に通っていれば少しは慣れる。

　鎧よろいをまとったいかつい衛兵や、豪ごう奢しやな装飾品に気け圧おされつつ歩いていた廊下も、自分の家とまではいかなくても、知り合いの家、程度には緊張せずに済むようになった。

　まあ実際にここは『知り合いの家』なのだけれど。

　つまり──

「えー……」

　咳せき払ばらいを一つ。

　僕は分厚い樫かしの木の扉を前に、その左右に立つ近この衛え兵へいに会釈して言った。

「〈アミュテック〉総支配人、加か納のう慎しん一いち、そしてその従者の古こ賀が沼ぬま美み埜の里り、およびミュセル・フォアランです。皇帝陛下に朝のご挨あい拶さつと、もろもろのご報告に参りました。お目通りをお許し願います」

　当初はつい嚙かんじゃったこともあるけど、今は慣れたものだ。

　ちなみに僕の台詞せりふは、僕や、近衛兵の指にはまっている魔章指輪という便利アイテムが翻訳してくれるので、異世界なのに意志疎通にはなんら問題がない。ただ──何度も何度も繰り返しているので、僕もこちらの言語で挨あい拶さつするくらいのことはできるようになってきていたけれども。

「カノウシンイチ様、コガヌマミノリ様、他一名、ご入来！」

　近この衛え兵へい達は揃そろってそう叫ぶと、僕と──そして護衛役として脇わきにいる美み埜の里りさんに会釈を返す。次いで彼らはでっかい鉄輪を左右から引っ張りつつ、扉を開いてくれた。

　ちなみに美み埜の里りさんは彼らから見て異世界人なので身分制度の外側にいることになり──だから騎士に準じた扱いになっているみたいだけど、反対側の脇わきにいるミュセルは単なる庶民ということで、近衛兵達もいちいち会釈してこない。

　この辺はやっぱりこの神聖エルダント帝国が階級社会なのだということを実感させられる。

　それが当たり前ということで、ミュセルも無視されることには特に反応はない。

　それはさておき──

「どうも」

　近衛兵達に一礼し、紅あかい絨じゆう毯たんがまっすぐ敷かれた上を歩いて僕は、部屋の奥に向かう。

　このエルダント帝城にはいわゆる『謁えつ見けんの間』が、幾つか存在する。

　帝国の重臣達や各国の大使といった重要人物を残らず招いて行われる謁見の場合と、限られた人間だけが参加し、報告や挨あい拶さつのために許される謁見とは、別の場所で行われる。つまりその『謁見』の規模が幾つかあって、その規模に合わせて場所を使い分けているのだ。

　もちろん、僕が今入ったのは後者用の場所。

　それでもテニスコート一面分ぐらいの面積がある部屋なのだけど。

　でもってその奥で──

「よく来たなシンイチ。それにミュセル、ミノリ」

　と玉座にふんぞり返っているのがこのエルダント帝国の皇帝陛下、つまりはこのでっかい城の主様なのだった。

　しかし──

「皇帝陛下、ご機嫌麗しゅう」

　僕が一礼すると、美み埜の里りさんとミュセルも僕の左右で一礼する。

「ふん。貴様も礼儀というものが分かってきたようじゃな」

　と笑いながら言ってくるのは、どう見ても、お子様──というか幼女だった。

　本人に言えば激怒するけどね。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世皇帝。

　これでも僕と年は三つも離れていないはずなのだけど、見た目は本当に幼くて、可か愛わいらしい。豪ごう奢しやなドレスや、頭に載っけているティアラと相まって、ものすごくよくできたお人形さんのようだ。そのまま硝子ガラスケースに飾られていたって、たぶんあんまり違和感がない。

　ちなみに……ペトラルカ陛下の瞳ひとみは碧みどり色、髪は銀髪。

　つまり今朝の僕の夢の中に出てきた『自称・妹』はこの皇帝陛下なのである。

　まあ『小生意気な妹』キャラをそのまんま具現化したような少女なので、僕の深層意識があの憎たらしい妹の代わりに彼女を配置したのかもしれない。変な趣味に目覚めさせられかねなかったが、それはさておきおおむねグッジョブだ僕の深層意識。少なくとも紫し月づきの夢を観みて起きるよりは百倍マシだし。

「ミュセル。体調はどうじゃ？」

「おかげさまで良好です」

　ミュセルは改めて深々と頭を下げて言った。

「これもひとえに陛下の御お厚こう情じようの──」

「信賞必罰は政の基本。それはそちが勝ち取ったものじゃ」

　と覆おおい被かぶせるようにペトラルカは言った。

　ミュセルが、ペトラルカを庇かばって重傷を負ったことを言っているのだろう。身分差別上等の階級社会ではあるのだけれど、こういう部分ではわりと公明正大だったりするのが興味深い。ペトラルカだけなのかもしれないけど。

　以前はミュセルを毛嫌いしていた感のあるペトラルカだけど、今ではわりと仲良しだ。身分の差があるので友達、というほどの関係ではないようだけれど──特に帝城の中では他人の目というものがある──ミュセルが治療院に来たときには、帰り際に、お茶に招かれる程度のことはあるらしい。そもそも平民であるミュセルが帝城内にある貴族・帝族専門の治療院で治療を受けているその事実が、何よりも明確な、彼女に対するペトラルカの厚こう遇ぐうだった。

　たかがその程度──と現代日本生まれの僕は軽く考えたりするわけだけど、『ちょっとでも皇帝陛下とお近づきになりたい』と考える貴族達や帝城関係者から見れば、ミュセルの扱いの変化は、妬ねたましいぐらいの『大出世』であるようだった。

　ミュセル本人にはまるで自覚がないみたいだけども。

「で──シンイチ。そちの仕事の方はどうなのじゃ？」

「まあ、とりあえず滞りなく」

　僕はそう答えた。

「……っていうか、毎日、報告書も出してるんだから知ってるでしょ？」

「それはそうじゃが」

　と可か愛わいらしい顔を少ししかめてペトラルカは言った。

　そう。この皇帝陛下は異世界文化──オタク文化に興味津々なのだ。

　僕が総支配人を務める〈アミュテック〉社が、オタク文化を広めるのに基礎教養を身に付けるための場所──『学校』を作ることができたのも、彼女の後押しがあるからに他ほかならない。

　もともとニートで引きこもりだった僕にはよく分かるが……漫画やアニメは、とても手っ取り早い気晴らしだ。皇帝陛下としてそれなりに政務もこなさねばならない彼女にしてみれば、いちいちどこか遠くに出掛けることなく──その際には護衛だの現地への根回しだの大騒ぎになる──ふと思い立ったら、一時間やそこらで気分転換できるこうした創作物は、ずいぶんと慰めになっているのだろう。

「例の一件もあって、ガリウスもぴりぴりしておるし」

「当然です」

　と言ったのは、ペトラルカの玉座の脇わきに立っていた、銀髪の美丈夫だった。

　いわゆる、創作物の中の『騎士』をそのまんま立体化したような、超絶美形。イケメンなんてもんじゃない。すっきりと通った、繊細だけど凜り々りしい目鼻立ちや、女性のように長い銀髪は──ペトラルカ同様に、生身の人間というより、ある種の精せい緻ちな工芸品を想おもわせる整い方だった。あまりに隙すきがなくて怖いくらい。

　ガリウス・エン・コルドバル。

　ペトラルカの親しん戚せきにあたる騎士で帝国の重臣でもある。若くして権力構造の頂点付近に到達しているエライさんだ。

「皇帝陛下はエルダントの国体そのもの──我らも不届き者の駆く逐ちくには心血を注いでおりますが、どうか陛下ご自身も、ご自愛をお心掛けくださいますよう」

「分かっておる」

　面倒臭そうにペトラルカが言う。

　ガリウスが言っているのも、先の、ミュセルが重傷を負った一件だ。

　テロリスト集団が、できあがったばかりの僕達の『学校』を占拠した際、ペトラルカが人質にとられたのである。

　反政府勢力に皇帝陛下が囚とらわれるなど、前代未聞ということで──エルダント帝国の関係者達、特に近この衛え騎き士し達は、かなり動揺したらしい。詳しくは聞いていないけど、関係各所で責任追及が行われ、近衛騎士や警備関係の何人かが厳罰を食らったとかなんとか。現場にいた僕に言わせれば、不可抗力だと想おもうけど……誰だれかに責任をとらせないと、示しがつかないということみたいだった。それだけ大事だったのだ。

　ともあれ──この事件のおかげで、ペトラルカが城の外に出るときは、一個小隊並みの護衛を連れ歩かねばならなくなった。僕も一度だけその様子を見たけれど、ノリはほとんど参勤交代──大名行列である。不審者が近づけないようにと、先行した近衛騎士達が通りを歩く者達をひれ伏させて回る様は、僕の目には喜劇的にすら見えた。

　もちろん──ペトラルカがお忍びで僕の屋敷や学校に遊びに来るなどということは、とうてい不可能になった。僕が三日に一度はこうして帝城に挨あい拶さつに出向いているのも、なにかと身動きが取り辛づらくなった彼女に、こちらから出向いて会うためだ。

　それはさておき……

「正直言って、ちょっと驚いてるよ」

　と僕は言った。

「なんて言うか……吸収速度がすごいっていうか」

　僕は、ここしばらくの生徒達の様子を、脳裏に思い描きながら言った。

　これはお世辞でもなんでもない。

　本当に、教えているこちらがびっくりするくらい……『学校』の生徒達は、迅速に、オタク文化を愉たのしむための基礎教養を身に付けつつある。簡単な日常会話なら、魔章指輪なしでも──つまりは日本語でできる子が何人か出てきているぐらいだ。

「ふむ。我が国の臣民は皆、優秀じゃな」

　誇らしげにペトラルカが頷うなずく。

　まあ確かに……『学校』に来ているのは、貴族の子弟に限らないとはいえ、各種族の中でもそれなりに余裕のある家の者に限られてしまう。これはどうしようもない。つまり何かを学び、それを生かす余裕と、素地を元から持っているのだ。

　しかも──『乾いた土にはよく水は染み込む』

　もともと、隣国とは準戦争状態……つまり正面衝突はなくても、常に国境紛争を繰り返しているようなエルダント帝国は、あまり文化面での余裕がない。だからこそ、エルダント帝国の民は、庶民から貴族まで一様に娯楽に飢えていたらしい。

　そこに、戦後の平和な半世紀が育はぐくんだニッポンの娯楽作品群は、強烈に効いたということだろう。より深く、より広く、これらの娯楽作品を堪能するために、生徒達はものすごい勢いで現代日本の基礎教養を身に付けている。

　けれど……

「──ん？」

　ふとペトラルカが怪け訝げんの表情を浮かべて僕を見つめてきた。

「どうしたシンイチ？」

「え？　どうしたって何が？」

「何やら浮かぬ顔だが」

「そ──そう？　いやもう、全然浮きまくってるよ、じゃなくて──平気だけど？」

　慌てて僕はそう言った。

〈アミュテック〉社総支配人の僕としては、この状況には大喜びするべきなんだろう。

　しかし──




『お前ら異邦人が、我々の歴史ある価値観を破壊しているのだ！　この侵略者どもめ！』




　先の話題のテロリスト──憂国士団〈ベイドゥナ〉の首謀者であるアレッシオの言葉が僕の脳裏に瞬いていた。

　良かれと想おもってやっていることが、誰だれかの何かを傷つけている場合がある。

　その意味では僕の仕事も、そしてアレッシオ達の行為も、多少の自覚のあるなしに差があるだけで、本質的には同じなのではないか……そんな考えも脳裏を過るのだ。

　考えすぎだとは想おもう。

　だが僕にはアレッシオの主張を否定できる根拠がない。〈アミュテック〉の運営そのものは日本政府が決めたことで──僕はその傭やとわれ支配人に過ぎないのだから。

「まあ……大丈夫だよ。大丈夫。順調すぎるとね、いろいろよけいな心配もしちゃうものなの」

「左さ様ようか」

　苦笑を浮かべるペトラルカ。

　どうやら彼女はそれで納得してくれたらしい。

　だが──

「…………」

　こちらを横目で見つめている美み埜の里りさんの視線。

　探るような。危ぶむような。憐あわれむような。

　それが──僕は少し気になった。
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　天候は快晴。

　密に生える草は絨じゆう毯たんのように柔らかく、ともすれば手足を投げ出して寝転がりたくなるような心地良さの──丘。視線を転じれば遠くには峨が々がたる山々が見え、晴れ渡る空はどこまでも高い。やや肌寒くなってはきたが、それだけに空気も澄んで気持ちが良い。どこからかヨーデルが聞こえてきそうな場所であった。

　もっとも……僕達のいた世界のアルプスと違って、こっちの空を行くのは必ずしも鳥とは限らない。今も蒼そう穹きゆうを横切って飛んでいくのは、トビウオのような姿の精霊だったり、神聖エルダント帝国の騎士が乗るドラゴン──ワイバーンだったりする。

「……しっかし」

　僕はミュセルを帝城の治療院まで送った後、その足で郊外のオタク養成所──もとい異文化交流のための学校へと向かっていた。まあ実際には徒歩で向かったわけじゃなくて、羽車と呼ばれるこの世界の馬車みたいなので送ってもらったわけだけど。

「まさか僕が人に何か教える立場になるなんてなあ……」

　青空に向かってそうこぼす僕。

　登校拒否児童が教師役とかなんの冗談か。

　自分でもそう思うけど──さすがにこれは仕方ない。

　僕の肩書は、日本のオタク文化をこのエルダント帝国に売り込む商売人だ。そして商品を売るためには、ただそれを持ち込めば良いというわけじゃない。宣伝は必要だし──売り込んだ商品が最大限にその価値を発揮できるような、周イ辺ン状フ況ラを整えておかねばならない。

　そのための学校であり──そのための教師役なのだ。

　とはいえ……

「もう三ヵ月だよ。そろそろ慣れたら？」

　と傍かたわらの美み埜の里りさんは言ってくるけど……さすがにこればっかりは慣れない。

　僕らは正門、正面玄関を通り抜け、校舎の中を歩いていく。

　元は倉庫だった建物を改造したとは思えないぐらいに、内装は立派だった。凝り性の亜人種──ドワーフ達の仕事っぷりは見事と言うほかない。芝居のセットじみた即席感はどこにもなく、強引な改装に伴う『綻ほころび』のような部分──無意味な隙すき間まとか、邪魔な柱とか──も見当たらない。まるで最初からそう設計されて作られたかのように綺き麗れいな仕上がりだった。

　でもって──

「おはよう」

　奥の扉を開いて教室の中に入ると、そこにはすでに五十人ばかりの『生徒』の姿があった。

　全員、年齢は十代。少なくとも人間換算でそれに近い者ばかり。

　ただし種族に関しては……完全にばらばらだった。

　おおよそ半分は人間だけど、残り半分はエルフとドワーフだ。でもって『生徒』達から少し離れた壁際には、大人が生徒達とほぼ同数、座っていた。

　生徒の『付き添い』……というか従者達だ。

　前述の通り、この学校に通っているのは貴族の子弟か、さもなくば庶民でもそれなりに経済的余裕のある家庭の子供がほとんどだ。物心つけばもう親を手伝うのが当たり前の農民や、職人の家では、子供達を学校に送る余裕がないからである。

　その一方で──皇帝陛下がご執心ということもあり、『オタク文化』への精通が子供の出世の道にもなる、と考えた貴族の親も多かったのだろう。

　だからこそここにいるのは比較的『良いところのお坊ちゃんお嬢ちゃん』ばかりで──当然ながら彼らには付き人がいるのである。

　ともあれ。

　第一次の生徒募集をかけると、ものの半日で定員の五十人枠は埋まってしまった。

　僕はここでオタク文化──ではなくて、その前段階、基礎教養としての日本語やそれに付随する各種知識を教えることになっている。

　僕自身は、最終的には種族や身分の分け隔てなく、亜人種や庶民にまでオタク文化を浸透させるつもりでいる。だけど、とりあえずは様子見というか……比較的、教養もある人達に浸透させた方が、後々、便利だと考えたからこうなった。発言力とか財力とか……ペトラルカ以外にも、『こっち側』に引き込む人数は多い方が、影響力が大きくなって良いだろうってことで。

　しかし……

「あー……」

　僕の口からは重いため息が漏れる。

　僕が憂えているのは、僕を無視して生徒達が朝の挨あい拶さつを返してこないこと──ではない。

　彼らにはそんな余裕がないのだろう。

　お互いに睨にらみ合あうのに忙しくて。

　今日も今日とて……教室の空気は最悪だった。

「──ああもう臭い臭い、土臭い！」

　金糸銀糸の刺し繡しゆうを贅ぜい沢たくにあしらったドレスの少女が、声高に言い放った。

　この子は人間みたいだ。

　ただし──

「ドワーフが同じ部屋にいるなんて！　野外ならともかく、室内となると、匂においが我慢できませんわ！」

「まったくです、お嬢様」

　すかさず壁際にいた従者らしい、執事服の青年が少女の側に寄って追従する。

　こちらは色白で長身瘦そう軀く、さらには耳が傍はた目めにも明らかに尖とがっている──つまりエルフなのだった。

「いくら豪商の子息と息巻いてみたところで、奴らの本業は土ほじり。宝石を探し当てて加工する技術は優れているようですが、いかんせんやることなすこと実に泥臭くて」

「なんだと!?」

　あからさまに侮辱されてドワーフの少年──だろう、髭ひげ生えてるけど──がいきり立った。彼はエルフの青年の方を指差して怒鳴った。

「誇りのないエルフめが、お前らに言われるのは我慢ならん！」

「誇り？　ドワーフは身体だけではなく自尊心も無意味に肥え太っているとみえますな！　ああ、醜い醜い」

「黙れ！　木を削るぐらいしか能のない森猿めが！　魔力は多くてもそれを使う術もなかったくせに！　人間に飼われなければ、貴様らなど、未いまだに動物と変わらんわ！」

「し──失敬な！　我々は自然との調和を大事にし」

「調和？　はっ！　森の恵みにぶら下がるだけの生き方を誇るとはまったくもって卑しい奴らだ！」

　…………

　等々──エルフとドワーフの間で飛び交う怒声。

　これは付き人や生徒など、他のエルフやドワーフの間にも飛び火して、瞬く間に広がっていった。

　個人を標的にしているのではなく、種族そのものを指してぶつけられる罵ば詈り雑ぞう言ごん。彼らはこうやって『嫌われたから嫌い返す』悪循環をずっと続けてきたのだろう。

　ファンタジーだのなんだのでは、エルフとドワーフは仲が悪いっていうのが定番だけど、どうやらそれはこのエルダント帝国でも同じであるらしかった。

「ああもう……」

　僕は頭を抱えたくなった。

　今回に限らず……この教室では毎日のように、生徒間の衝突が生じる。

　でもってこれが付き人である大人達にまで飛び火して、学級崩壊じみた騒ぎになることも多々あるのだ。もちろん、ペトラルカから信任を受けている僕や、美み埜の里りさんが注意すると、とりあえずその場の騒ぎはいったん収まったりするのだけど……それは結局、一時的なものでしかない。火種は延々とくすぶり続けて、次の発火の機会を待っている。授業時間前やその合間には、生徒達の間で罵詈雑言が飛び交うのも珍しくなかった。

「犬猿の仲を地でいってるよね」

　美み埜の里りさんは、僕の隣で呆あきれたようにそう評する。

　僕は──飛び交う罵詈雑言を前に、ため息をついて言った。

「平等ってか、一緒に学ぶことで、せめて偏見がなくなれば良いと思ったんですけど……」

　そう簡単に差別や偏見はなくならないってことか。

　だがそれと分かっても、いまさら、彼らを別々の教室に分けて授業スケジュールを組み立てている余裕はない。でもってこの教室の空気の悪さ、そろそろ僕の手には負えなくなってきているのも事実だ。

　本当──どうすんだこれ。

　正直、この空気の中に割って入る勇気は僕にはない。

　ならば……最後の手段。

「美み埜の里りさん」

「なに？」

「ここは一つがつんと、こう、軍隊式の摑つかみを！」

　と僕は拳こぶしを握り締めながら傍かたわらの女性自衛官に言った。

　実はもともと、教える人間が不足しているということもあって、彼女にも教壇に立ってもらうという話はあらかじめつけてある。根深いオタク知識ならさておき、常識的な部分ならば、彼女が教師でも問題ないだろうという判断だった。

「軍隊式って……」

「ハートマン軍曹のよォに！」

「生徒を泣いたり笑ったりできなくしてどうするの……まあいいけど」

　美み埜の里りさんは苦笑しながらも頷うなずいてくれた。

　でもって──

「とりあえず」

　美み埜の里りさんはおもむろに、生徒達の前に置かれた教壇に上がると、大声を張り上げた。

「授業を始めます！　静粛に！」

　さすがＷＡＣ、日ひ頃ごろの訓練で鍛えられた肺活量は伊だ達てじゃない。

　美み埜の里りさんの声は罵ば詈り雑ぞう言ごんの渦をものともせず貫いた。普段はどこかおっとりした感じだが、それでも容よう貌ぼうの整っている彼女が声を張り上げると、思わず背筋を伸ばしたくなるような迫力がある。

　大人達ははっと口を閉ざして彼女を振り返り──子供達も一瞬遅れてそれに倣った。

　辺りはあっという間に静まり返る。

　おお。すげえ。

　のんびりしているように見えても決めるところは決める大人の女！

　さすが美み埜の里りさん！　伊達に胸がでかいわけじゃないんですね！

　などと若干、セクハラ気味に僕が感心していると──生徒達に対して満足げな表情で美み埜の里りさんは頷き、そして言った。

「よろしい。私は本校の校長であるところの、彼──」

　美み埜の里りさんの手が僕を指差す。

「加か納のう慎しん一いちの助手です。このように、彼だけでなく私も教師として教壇に立つことがあるので覚えておいてください」

「よろしくお願いします」

　と生徒の一人が言うと、他の生徒達も一斉に『よろしくお願いします』と唱和して頭を下げる。さきほどまで罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げまくっていた連中とは思えない、息の合い方だ。この辺は封建制度が基本の社会だけあって統制がとれている。まあ統制がとれているというのも善よし悪あしというか──一歩間違うと、北のどこかの国みたいに、怖いことになりそうだけど。

「じゃあ、まずはオタク文化を学ぶうえで基本的な単語を幾つか教えていきます」

　いきなりそんなことを言い出す美み埜の里りさん。

　授業内容も単刀直入。まあこういうのも軍人らしいっちゃらしい。

　しかし……基本的な単語？

『萌もえ』とか？　でもオタクでも定義の難しいような曖あい昧まいな概念を、いきなり教え込むのは難しいのではないだろうか。それとも単に『お約束』とか『二次元』とかそーゆー単語なのだろうか。

「私の後に続いて復唱するように」

　美み埜の里りさんは両手を後ろで組んで言った。

　ぴんと伸ばした背筋が凜り々りしい。

　のっけから復ソ唱レは、なんだか洗脳ぽくてアレだと思ったけど……まあ確かに、スパルタというか、体育会方式というか、そういうもので強制的に教える方法をとらないと、生徒達（とその付き人）はいがみ合うのに忙しくて、こっちを注目してくれそうにない。

　何事もまず形から、という考え方をするなら、先に単語を叩たたき込こんじゃうのも一つの方法かもしれない──などと僕が考えていると。

「では、レッスン・ワン」

　かっと眼鏡の奥で目を見開いて彼女は宣のたまった。

「──『総受け』!!」

「…………」

　思わず斜めに傾く僕。

　よりにもよって、なんて言葉を教えるんだこの人は!?

　好奇心旺おう盛せいな子供の一人が挙手して質問を投げかける。

「先生、『ソーウケ』ってなんですか」

「総じて、受け……！　ようするに周りの人々に愛されまくってしょーがない状態を表す言葉です。ただし、この言葉が適用されるのは男に限定され」

　最後まで言わせず僕は叫んだ。

「美み埜の里りさんストップ！　ストップ！」

「……なに？　慎しん一いち君？」

　きょとんとした表情でこっちを振り返る美み埜の里りさん。

　これがまた、年上とは思えないぐらいにものっそい可か愛わいいんだけど、それはさておき！

「相手は子供です、Ｒ指定っていうか、やおい系の話はなしの方向でお願いします！」

「慎しん一いち君、エロゲとかも取り寄せてなかった？」

「あれは僕の個人的な──もとい、時期を見て、その、おいおいと──いやそうじゃなくて！　さすがに最初からソレちょっと時期尚早っていうか！」

　だらだら脂汗を流しながら慌てて言い訳する僕。

　というか美み埜の里りさんやミュセルには見つからないように、十八禁系のアイテムはこっそり搬入してもらったのに……なんで知ってんだこの人!?

「……しょうがないなあ」

　渋々といった様子で首を振る美み埜の里りさん。

　自衛隊員には意外にオタクが多いって聞いたけど──

「では、気を取り直して次」

　生徒達に向き直って彼女は言った。

「──『男おとこの娘こ』!!」

「だあああああ!?」

　思わず黒板を搔かきむしりそうになる僕。

　やっぱりだ、うすうす、そうじゃないかとは想おもってたけど、やっぱりこの人……！
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「お、おとこの……？」

　当然──生徒達も、付き人達も、困惑の表情だ。

　僕らの翻訳機、魔章指輪は、テレパシー通信のような機能があるので、実際には僕達は互いの喋しやべっている言語を耳で聞いて理解しているわけじゃない。

　つまり『オトコノコ』とそのまま音で聞いていれば、むしろ『男の子』と誤解するだけなのだけど……微妙なニュアンスがそのまま伝わって、聞いた方としては激しく混乱するという事態に陥るのだった。

　まあそりゃそうだわな。

　だけど美み埜の里りさんはまるで気にした様子もなく、軍隊式の強い口調で傲ごう然ぜんと叫ぶ。

「イントネーションはしっかり、『男おとこの娘こ』！」

「『男おとこの娘こ』ッ！」

「次、『絶対領域』ッ！」

「『絶対領域』ッ！」

「もいっちょ！　『ヤンデレ』！」

「『ヤンデレ』ッ！」

　…………

　美み埜の里りさんの叫びに続き揃そろって吼ほえる生徒達。

　オタク用語を連呼するエルフとかドワーフとか。

　なんかもー……恐ろしくシュールな光景だった。

「──あんた本当は僕より重度のオタクなんじゃないのか!?」

　思わず喚わめく僕の声は無力で。

　首を捻ひねりながらも大声で『男おとこの娘こ』だの『絶対領域』だのを復唱する子供達を前に、僕は長々と溜ため息いきをついた。





第二章　ケモノなスパイ







　僕達の学校は──多少の問題は抱えつつも──順調に運営されていた。

　毎日のように生徒間や保護者間の揉もめ事ごとはあるものの、生徒達は意外に真ま面じ目めな態度で授業を受けてくれ──前にペトラルカに帝城で報告した通り、さくさくと日本語教育と、それからオタク文化の教育は進んでいる。

　オタク系作品には学園モノも多いから、学園の雰囲気というものも彼らに知っておいてほしかったということもあり──僕は基本的に、中学や高校の時間配分を模して時間割りを作成、日々の授業をこなしていった。

　といってもビデオ見せたり、皆の前で漫画やらラノベやらを朗読したり、あるいは持ち込んだパソコンでゲームをして見せたり、というのが主で、本物の教師の人達からすれば『ただ遊んでいる』ようにしか見えない内容だったろうけれど。

　ともあれ。

　これも前述の通り──『乾いた土にはよく水は染み込む』

　もともと娯楽に飢え気味だったエルダントの生徒達は、僕の予想以上の速度で日本語とオタク文化を吸収しつつある。まあ、一日六時限を使って単一教科を繰り返し教えているようなものだし、生徒の側は純粋に愉たのしんでいるから、積極性も高い。ソレに加えて前に記した通り『エルダント皇帝との距離を縮める』的な下心まであるわけだから、そりゃ、学習も速くなって当然なわけで。

　僕が用意したカリキュラムは、早々に尽きてしまった。

　なので──しばらくは自主学習に任せることとなった。

　自衛隊が設置してくれた太陽光発電パネルや、非常用発電機のおかげで──電源がおおむね確保できたこともあり、パソコンを十台ばかり置き、簡単な使い方も教えた。ネット環境こそ未いまだないものの、情報の記録と反復はパソコンの得意技だから、これで彼らの学習効率がもっと上がるのではないか、と期待してのことだった。

「しかし……やっぱ一方的に投げるだけじゃ駄目ですかねえ」

「……どういうこと？」

　とりあえず一通りの授業が終わり──僕と美み埜の里りさんは羽車に乗って帰路に就いていた。

　向かい合う形に席が置かれた車内で、僕と美み埜の里りさんが対面、僕の隣には帝城で拾ってきたミュセルも座っている。治療院での診察は問題ないとのことで、彼女はもう屋敷に帰ってからの仕事について──主に今晩の夕食の献立について、思いを巡らせているらしかった。

「オタク文化って、どうしても、作り手と受け手の境目が曖あい昧まいなところがあって」

　と僕は言う。

　美み埜の里りさんは数秒、首を傾かしげて考えていたが……

「ああ。コミケで同人誌売ってた素人しろうとがいつの間にかプロになってるみたいな？」

　やっぱりオタクだこの人。

「まあそんな。だから、一方的に上から垂れ流すだけじゃ駄目な気がするんですよね」

「うーん……どうかな」

　美み埜の里りさんは、しかしあまり良い顔をしなかった。

「ちょっと慎しん一いち君は急ぎすぎじゃない？」

「そうですかねえ？」

「いくらなんでも、エルダントの人達が同人誌作ってコミケ開催したりするのは、何年も、何十年も、先だと想おもうよ」

「いやそれはそう──」

　と言いかけて。

　僕は生徒達の真ま面じ目めっぷりと吸収の良さにふと思い至る。

　あのままの速度でいけば、ひょっとして……？

　僕がそんなことを考えていると──

「──！」

　美み埜の里りさんがふと目を細めて腰の後ろからスマートフォンを取り出した。

「どうしました？」

　誰だれかから電話でもあったのだろうか。

　そう思って僕は尋ねるも──美み埜の里りさんは答えず、ただ険しい表情を浮かべて、スマートフォンを操作している。

　なんだ？　妙に真剣な様子だけど……

「美み埜の里りさん？」

「ちょっと待って」

　美み埜の里りさんが客車の窓を叩たたいて御者を呼び──羽車を停とめさせた。

　あと数分で屋敷の玄関に着く、といったところである。いったいこんなところで羽車を停とめてどうしようというのだろうか。

「どうしたんです？」

「ちょっと……」

　と言って美み埜の里りさんはさらにスマートフォンを操作。

　どうも『仕事モード』っぽい。

「コガヌマ様、どうなさったのでしょう？」

「いや。僕にもよくは分からないんだけど……」

　僕とミュセルがそんな言葉を交わしながら、しばらく彼女の様子を見守っていると──

「屋敷の側そばに見慣れない人影があるの」

　唐突に美み埜の里りさんがそう言った。

　どうやら彼女──スマートフォンで、どこからか警報の信号を受け取っているらしい。

　自衛隊というと、どうしても軍事費の潤沢なアメリカ軍とかに比べて、装備やら何やらが古臭いイメージがあるけど──実際にはけっこう、最新技術が導入されていたりもするらしい。一応、アメリカほどに本格的ではないにしても、小型の偵察用ロボットの開発とかもやっているようだった。

　でもって──

「見慣れない、人影？　ブルークじゃなくて？」

「彼の姿形は登録してるから、侵入者警報は出ない」

　と美み埜の里りさんは言った。

　実はくだんの偵察用小型ロボット──自衛隊が簡易の警報装置として僕達の屋敷の警備に導入しているのだった。

　以前、美み埜の里りさんが、ラグビーボールみたいな形の、自走式偵察ロボットを屋敷の周りに何台か配置するのは僕も見た。自衛隊側は、本当はもっと本格的な警備装置を置きたかったみたいだけど、予算と、さらにはエルダント帝国側への配慮で断念したのだとか。

　まあ、あくまであの屋敷もエルダント帝国からの借り物に過ぎないから、許可もなく、勝手に改造して警備装置を置くのがまずいっていうのは分かるけど。

「それに」

　美み埜の里りさんは足元に置いてあったスーツケースを引っ張り上げると、その中から９ミリ機関拳けん銃じゆうを取り出した。以前は、９ミリ拳けん銃じゆうを腰の後ろに吊つっているだけだったし、実際それは今も同じなのだけれど……例のテロ以来、彼女の主要兵装はこちらになっている。

　同じ９ミリ弾を使ってはいるものの、拳けん銃じゆうのように特定の『点』を狙ねらって撃って相手を斃たおす武器じゃない。弾を『面』でばらまいて押し寄せる相手を薙なぎ倒たおすための武器である。

「ブルークなら草むらに潜んだりはしないでしょ」

「暖かいところになら構わず寝転びますけどね」

「ブルークより明らかに小さいのよ」

　草むらにひそんで僕達の屋敷に近づいてくる人物。

　まったく心当たりがないけど、いったい──

「これは……」

　９ミリ機関拳けん銃じゆうを片手に、もう一度スマートフォンを操作して偵察用ロボットからの映像を確認──美み埜の里りさんは眉まゆをひそめた。
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　かさかさと音を立てて草むらから影が移動する。

　明らかにそれは人目を憚はばかる者の動きだった。

　物陰から物陰へ、遮しや蔽へい物から遮蔽物へ、とにかく何かの側を離れず、開けた場所には決して立ち止まらない。そうやってゆっくりと、しかし確実に目標に近づいていく。その様子はまるでメタ●ギア・ソ●ッドのようで、僕は思わず『こちらスネーク』とかナレーションを入れたくなった。

　そして──

「…………」

　ひょいと灌かん木ぼくの茂みからくだんの人物の頭が出てきた。

　驚いたことにそれは……若い女性の顔だった。
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　はっきりした年齢は分からないけど、見た目は『少女』といっても良いくらいだ。

　健康的な小麦色に焼けた肌。ざっくりと切った薄茶色の髪。大きな黒い瞳ひとみの上に乗っている眉まゆは少し太めで、愛あい嬌きようのようなものが感じられる。

　布地をたっぷり使った緑色のズボンは足首のところで縛ってあり、足には革製のサンダルを履いている。白いチューブトップで胸を包み、滑らかな曲線を描くへその窪くぼみや肩のラインを惜しげもなく晒さらしているが──下品な感じはなく、健康的な魅力があった。

　衣装としては明らかに軽装なのだが……どうやらこの少女、旅人なのか、背中には大きく膨らんだ茶色い布袋を背負っている。

　だが僕を最も驚かせたのは、彼女のそんな衣装ではなかった。

　その──耳だ。

　最初は髪の毛に紛れていてよく分からなかったのだけど──本来、人間の耳があるべき場所には、柔らかそうな茶色い獣毛に覆われた三角形の耳が生えている。

　しかも『ひょっとして』と思って下半身の方に目を向けると──髪と同色の毛でもっふもふに膨らんだ感じの尻しつ尾ぽが見え隠れしている！

　ををっ！　これは！

　獣人！　ライカンスロープ！

　いやもう本当にフルコースだな神聖エルダント帝国！

　エルフもドワーフもリザードマンもいるんだから、いるかも、とは思ったけど！

　と──思わず萌もえ上がる心を持て余してぐっと拳こぶしを握り締める僕だが、ここで大声を上げない程度の自制心はあった。

「……むー」

　その獣人娘はごそごそと布袋から丸めた羊皮紙と、画板、それに棒状に切った木炭を取り出すと、僕の屋敷を見ながら、画板の紐ひもを首に掛けると、その上の羊皮紙に木炭を走らせ始めた。

　しゅるしゅると音を立てる木炭と羊皮紙。

　どうやら絵を描いているらしい、のだけど。

　何やってんだ、この獣人娘？

　僕達の屋敷に忍び寄って、物陰からスケッチ？

「…………」

　少し彼女が身じろぎし──描いているものが見えた。

　一見、それは無む茶ちや苦く茶ちやに画面を塗りつぶそうとしているふうでもある。

　しかし落書きではない。適当に斜線を引いているだけではない。

　羊皮紙上にみるみるできあがっていくそれは、僕達の屋敷と、その向こうに見える風車小屋、それに学校の校舎だった。いや──風車小屋と校舎はあらかじめ描かれていたもののようだ。今、彼女が描いているのは、僕達の屋敷だ。

　木炭を羊皮紙にあてる力加減で、濃淡を描き出しているのだ。

　よく分からないけど──これってすごい画法なんじゃないか？

　いや。それよりも何よりも気にすべきはその内容だ。

　風車小屋は……自衛隊によって発電施設化されたもので、学校やうちの屋敷に電力を供給している、いわば『発電所』だ。

　なんだ……？

　この獣人娘は、僕達の──というか〈アミュテック〉の関連施設だけをスケッチしていることになるのだけれど。

「こんなところっすかねえ」

　妙に癖のある発音イントネーシヨンで呟つぶやくと、獣人娘は木炭を置く。

　首に引っ掛けていた画板の紐ひもを外してその場へしゃがみ、大きく膨らんだリュックサックの蓋ふたを開けて片手を突っ込む。革製の筒を取り出した。

　まるで卒業証書を入れる筒みたいだ。

　蓋ふたを引き抜いて、獣人娘はさきほど完成させた素そ描びよう画を丸めて突っ込む。再び蓋をして、備え付けの革かわ紐ひもでしっかりと口を縛り──

「──動くな」

　そこで掛けられた美み埜の里りさんの声が、獣人娘を凍り付かせた。

　いや。美み埜の里りさんだけじゃない。９ミリ機関拳けん銃じゆうを構えた美み埜の里りさんの左右には、彼女を支援する体勢で二人の自衛官が、89式小銃を構えている。屋敷の敷地内に謎なぞの侵入者を確認した時点で、彼女が近くの駐屯地──正確にはエルダント帝城の城下町にある練兵場の一部を借りているだけだが──から、応援の自衛官二名を呼んだのである。

　神聖エルダント帝国に銃器はない。

　だからたぶん、この獣人娘も銃という武器を知らない。

　けれど……89式の先端には白兵戦用の銃剣も付いているし、構え方を見ればそれが武器なのだ、ということぐらいは、誰だれにでも想像がつく。何より獣人娘を見据える美み埜の里りさん達の雰囲気は、見るからにぴりぴりしていて、敵意が滲にじんでくるようだった。

「な、なんすか!?　なんなんすか!?」

　びっくりした様子で獣人娘が声を上げる。

　対して──

「ここは一般人は立ち入り禁止だ。看板は見なかったのか？」

　鋭い、普段と異なり、いかにも軍人ぽい口調でそう問う美み埜の里りさん。

　やっぱりこういうときは彼女もまた兵士なのだと分かる。

「も、文字は読めないっす！」

　と悲鳴じみた声で獣人娘は言うと──降参するように両手を掲げた。

　こういう仕し草ぐさは世界が違っても共通のものであるらしい。そんなことに僕が場違いな感心をしていると──

「文字と一緒に絵も描いてある」

　美み埜の里りさんは切って捨てるように言った。

「まっすぐ普通の道を通って近づけば、必ず目に入る位置に。ということは目に入っても無視したか、さもなくば、普通でない道をあえて通って、近づいてきたかのどちらか」

　目的がなんであれ、人目を憚はばかる事情がこの娘にはあるということらしい。

「……や、ですから、その、別に怪しいもんじゃないっすよ！」

　と獣人娘は必死の表情でそう言った。

　まあ怪しい奴は皆そう言うわけだけど。

「何者？」

「名前はエルビア・ハーナイマン、何者かって言われても……その、見ての通り、放浪画家っす！」

　美み埜の里りさんの詰問に、獣人娘は慌てた様子でそう答えた。

「画家……ね？」

　美み埜の里りさんは獣人娘──エルビアの抱えている筒を一いち瞥べつして言う。

「確かに絵を描いていたみたいだけど」

「そうっすよ！　実際、描いていたっすよ!?」

　と筒から羊皮紙を出して広げて見せるエルビア。

　改めて見てもつくづく上う手まい。写実的というか、実にその素そ描びようは、緻ち密みつに、正確に描かれていた。木炭なんて道具で、ここまで細かい絵が描けるのかと驚いちゃうほどに。

　しかし……

「絵を描くから画家、だとは限らない」

　とにべもなく言う美み埜の里りさん。

　まあそれはその通り。絵なんて上手い下手を別にすれば誰だれだって描ける。

　しかも〈アミュテック〉関連施設ばかりを描いていたとなると…………例の『憂国士団』の残党が、僕の暗殺の下準備をしていた、なんて可能性もあるわけで。

「とりあえず、ちょっと話を聞こうか」

　そう言う美み埜の里りさん。

　脇わきの自衛官二人がエルビアに向かって歩いてく姿が、ロボット偵察機のカメラ眼を通して、スマートフォンの画面に映る。

　念のためにと、羽車の中で待機しつつ、中継された映像をミュセルに通訳してもらいながら眺めていた僕は──ここでようやく安あん堵どの溜ため息いきをついた。
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　エルビア・ハーナイマン。十八歳。放浪画家。

　自衛官達に拘束された獣人娘は、ひたすらそう繰り返していた。

　まあ実際に、彼女の持ち物も、その主張を裏付けるものしか出てこない。

　だけど──しかし、その放浪画家がいきなり、どうして僕達の屋敷を写生しようとしたのか。発電所化された風車小屋や、学校の校舎はさておき……僕達の屋敷は基本的にエルダント帝国内では標準的な造りの貴族屋敷で、わざわざ描こう、と思うほどに珍しいものではないのだそうだ。

　つまり──

「スパイでしょうね」

　とあっさり美み埜の里りさんは言った。

「……スパイ!?」

　屋敷の中──二階の、僕の執務室でのこと。

　僕と、美み埜の里りさんは、手錠をして椅い子すに座らせたエルビアを前に、指輪を外した状態で話をしていた。この状態では、エルビアや、神聖エルダント帝国の人間には、話の内容が伝わらない。もっともミュセルはこの四ヵ月で片かた言こと程度なら日本語が喋しやべれるようになっているので、機密保持という意味からは若干、問題があるけれど。

　ちなみにミュセルは夕食の用意で厨ちゆう房ぼうに詰めていて、ここにはおらず、ブルークはいつもの通りの庭仕事である。

「スパイというと」

　僕は生なま唾つばを飲み込んで言った。

「００７とかナポレオン・ソロとかおはようフェルプス君とか」

「……十代のくせに変に旧ふるいネタ知ってるね」

　ちなみに『スパイ大作戦』のＴＶ版が放送されたのは一九六〇年代。僕も美み埜の里りさんも明らかに生まれていない時代だ。まあ何度も再放送されているし──僕はケーブルテレビで観みた──リメイクの映画は二十一世紀に入ってからも作られていたりするけど。

「最近はあんまり流は行やらないネタですよね……」

「ネタじゃないって」

　と苦笑する美み埜の里りさん。

「こちらの世界にはエルダント帝国しかないってわけではないから……当然、スパイ活動も盛んなんだよ」

「……そういえば国境紛争してるんでしたっけか」

　と僕は以前の話を思い出す。

　首都周辺にいるといまひとつ、国境周辺の雰囲気が伝わってこないのか、あまり戦争中という緊張感はないのだけれど。

「このエルダント帝国は国土が広いうえに、複数人種が混在する国だから、どうしても他国のスパイが入り込みやすいみたいだね」

　まあ日本みたいに周りを海で囲まれているわけでもないし。

　その気になれば、山を越えたりして隣の国に密入国するのも可能だろうし、地下道を掘るという手だってある。どこぞの国みたいに、国境線に長々と壁や監視所を設けるってわけにもいかないだろう。

「……でもスパイがどうして？」

　僕達の屋敷のスケッチなんぞをしているのか。

「敵国の首都付近に、見慣れない動きがあって、見慣れない連中がいて、しかも何か軍まで動いて建物を整備してる──となったら、気にはなるでしょ」

「……なるほど」

　そりゃそうだ。

　まさかその敵国ってのも、オタク養成所を作ってるとは思ってないだろうし。下手すると軍事施設か何かと間違われている可能性があった。まあ実際に、施設を作ったのは自衛隊員とエルダント帝国軍の人なわけで──誤解するのも当然だ。

　とはいえ……

「この人がスパイ……」

　僕は改めてエルビアの方を見る。

　とりあえず、すぐに殺されたり痛めつけられたりするわけではないと理解したのか、わりと彼女は落ち着いている。

　逆に言えば、いきなり拘束されてもそんなに怯おびえていないということだから──要するに心当たりがあるというか、覚悟ができているというか、そういうことなのだろう。やっぱり美み埜の里りさんの言うスパイ説は正しいのかもしれない。

　だけど……きょとんとしたその顔を見ていると、なんというか、スパイ、という言葉とはどうにも嚙かみ合あわない感じである。イマイチ緊張感がないというか。

「で……どうなるんです、この人？」

「そりゃスパイは見つかったら拷問されて死刑だよね」

「ちょっ……!?」

　あっさりそう言う美み埜の里りさんに僕は言葉に詰まった。

　いやまあ、実際、スパイとはそういうものなのだろうけれど──

「ここはエルダントの法律が正義なの」

「……それは、そうですけど」

　何度見てもこのエルビアって娘は、どこかのんびりしているというか、いまひとつ凄すご味みみたいなのが足りない感じがする。諜ちよう報ほう戦の最前線にいるっていうより、なんというか……計画の全体像を知らないまま自分の分担作業をしているだけの、下請け業者みたいな感じ、とでもいうか。

「この人、なんかスパイって印象なくて」

　と僕がエルビアを見ると──彼女はむしろ、きょとんとした表情でこっちを見返してくる。子供の頃ころに家で飼っていた雑種犬を思い出す僕。尻しつ尾ぽの具合と──微妙に間の抜けた雰囲気がよく似ているのだ。

「まあそうでしょうね」

　意外にも美み埜の里りさんはそう言って頷うなずいた。

「下手すると自分がスパイ活動してるなんて自覚ないかも」

「……そうなんですか？」

「私達がロボット警備装置を使ったからっていうのもあるでしょうけど、簡単に見つかったし、全体的に、抜けてるっていうか……いまひとつ緊張感がないでしょ」

　それは確かにその通り。

　でもスパイがそれじゃまずいわけで。

　あっという間に捕まってしまう──

「大量に放たれてる消耗品扱いだと思う」

「……うわ」

　僕は呻うめいた。

　数打ちゃ当たるというか……最初から一定数が捕まって処刑されるのは想定の内ってこと？　確かにそれなら、スパイとしての訓練なんてほとんど必要ないだろうし、人命が安い中世的な世界では、意外に効果的な方法なのかもしれないけど──それはそれでひどい、というか気の毒な話だ。自覚がないというのならなおさらのこと。

「……？」

　同情の表情で僕が見つめると、エルビアは『なんすか!?』てな感じで首を傾かしげる。

　なんというか……背は高いし大柄な方なんだけど、仕し草ぐさだのなんだのが全体的に緩くて、妙に人懐っこい感じがして、憎めない娘だった。清せい楚そでも可か憐れんでもないけど、駄犬的な可か愛わいいさっていうか。

　こんな子が拷問されて、処刑されちゃうのか。

　それこそ、どこかの陵辱系十八禁同人誌のように……！

　●●されてそのうえ無む理り矢や理り■■されたり、いや、そればかりか▲▲で★★な感じのアレをソレされた挙げ句に…………!!（「東京都青少年の健全な育成に関する条例」に配慮して一部伏せ字になっております）

　──などと考えると、ついハアハアしてしまいそうなのだけど、これは創作物の中の話じゃなくて、紛まがうことなき現実なわけで。

　本を閉じてしまえばなくなってしまう『物語』じゃない。

「軍事機密を調べてたわけでもないでしょうし、なんかこう……恩赦とかできないもんでしょうかね」

「なに？」

　と苦笑を浮かべて美み埜の里りさんが言う。

「慎しん一いち君、この子に同情しているの？」

「ええまあ。僕が甘いのかもしれませんけど、やっぱり……」

　拷問して処刑されるなんて言われたら、庇かばいたくもなる。

　明確に『敵』だって分かってこっちを攻撃してきたような相手ならともかく、僕自身はこの娘に何かされたわけでもないし……

「そっかぁ……」

　美み埜の里りさんは大きく頷うなずいた。

「実はケモノミミ萌もえだったんだね、慎一君」

「ちょ……違いますよ！　別にそういうんじゃないですけど！　でもケモノミミはいいですよね！」

「どっちなの」

　と苦笑する美み埜の里りさん。

「いやだからケモノミミだから庇ってるわけじゃなくて、僕は人として！　でもそれはそれとしてケモノミミとケモノシッポはいいものなんですよ！」

　などと力説する僕。

　というか実はさっきからエルビアの耳と尻しつ尾ぽに触りたくてうずうずしている僕なのだった。付け耳や付けシッポではなく本物の、生の、動く、体温付きの、ケモノ娘のケモノミミとケモノシッポ！　僕は人類の夢にまた一つ近づいているのだ！　ああ、おもいっきり、抱きついてもふもふしたい……ッ！

「慎一君。よだれ」

「うっ……」

　僕は慌てて口元を隠す。

「…………」

　見れば、さすがに言葉が分からない状態のエルビアも何か身の危険でも覚えたのか、椅い子すの上で身をよじっていたりする。いや違うんだ。違うんだ、僕は──ああ、そんな怯おびえたような目で僕を見ないでっ。

「とはいってもね」

　美み埜の里りさんも腕を組んで唸うなる。

「私達はエルダント帝国の対外政策にまで口出せる立場ではないし」

「黙ってたら、分からなかったりしませんかね？」

「……慎しん一いち君」

　美み埜の里りさんは少し呆あきれた様子で言ってきた。

「君、監視されてるって気付いてないの？」

「…………え？」

　目を丸くして固まる僕。

　監視って──この流れで言うと、それはつまり。

「エルダント帝国に？」

「そう。たぶん、騎士ガリウスあたりがやらせているんでしょうけど」

　と美み埜の里りさんは言った。

「窓の方、見ないようにね」

　そう言って美み埜の里りさんはスマートフォンを僕の方に差し出してくる。

　画面の上には一枚の写真が映し出されていた。

　いかにも隠し撮りと言った感じだけれども──写っているのは樹きの枝に留まっている一羽の鳥、みたいなもの。断言を憚はばかるのは、フクロウみたいな形のそれが、一つ目で、しかもそれが胴体の真ん中についているからだった。どちらかというと妖よう怪かいみたいな感じ。

「屋敷の側にある木の何本かに、いつも同じ場所に、同じ鳥が留まっているの。最初は近くに巣があるのかとか、そういう習性なのかとも想おもったけれど、常に同じ場所にいて、同じ方向を見ている鳥というのも不自然でしょ？」

「それは……確かに」

　というか、この人もよくそんなのに気付くな。

　僕なら絶対に気付かない自信がある──というか気付いてなかったわけで。

「さすがに、魔法に何がどこまでできるのか分からないけど、たぶん、これはエルダント流の監視だよ。当然、エルビアの一件も知ってるよ、彼ら」

「…………」

　そうなると確かに彼女の存在を隠し通すわけにもいかない。

「まあ、慎一君なら皇帝陛下や騎士ガリウスを説得できるかもしれないけど……」

「僕が？」

「……自覚ないの？」

　苦笑しつつ美み埜の里りさんが言う。

　自覚？

　そりゃ〈アミュテック〉総支配人なんて立場にいるにはいるけど。

　でもそれこそ、エルダント帝国の政治や軍事に口出せる立場じゃないし──出せたとしても、それなりに何か説得力のある言い訳をしないといけない。

　説得ね……

　エルビアが本当にスパイだったとして、彼女を殺さずに活いかしておく方法はないものか。

「うーん……？」

　これはあれだ。

　やっぱり僕としては、漫画やアニメやゲームや小説から思いつくのがいちばん手っ取り早い。というか僕は多くのことを──下手すりゃ人生における大事なことの大半をそこから学んだわけだし、僕にとってそれらの作品は、お手本であり教科書だ。

　エルビアを救うトンチが、過去に見た作品のどこかにないものか。

　僕は自宅警備員生活で無駄に溜ため込こみまくった知識をさらいつつ考える。

　スパイ。エスピオナージ。秘密諜ちよう報ほう部員。

　やっぱりスパイっていうと裏切りと謀略の……………

「……あ。そうか」

　僕は頷うなずいた。
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　翌日──僕達は早々にエルビアを連れてエルダント帝城へと登城していた。

　エルビアの一件を黙っていては、要いらぬ誤解を神聖エルダント帝国側に抱かせることになる、というのが美み埜の里りさんの意見だ。ペトラルカがどれだけ僕と仲良くなってくれていても、それを快く想おもわない家臣は必ずいるだろうし、彼らは僕達を──日本勢をエルダント帝国から閉め出すための口実を探しているだろうから、と。

　そして──

「来たね。慎しん一いち君」

　僕達がいったん、エルビアの身柄を騎士達に預け、帝城の廊下を歩いていると、一人の中年男性が立っていた。

　いかにも『中世風！』といった雰囲気の城の中で、その姿がやたらに浮いて見えるのは、サラリーマン風に背広スーツを着ているからではなく、髪型が七三分けだからでもなく、彼のまとう『お役所』然とした空気が僕に、エルダント帝国に来る前の日常を──日本に置いてきたはずのそれを、思い起こさせるからだろう。

　的まと場ば甚じん三ざぶ郎ろう。

　一見すると、単なるうだつが上がらない中年勤め人。

　しかしてその実体は──極東文化交流推進局の局長、つまりこの神聖エルダント帝国を含む異世界交流を執とり仕切る組織の、責任者だったりするのだ。

　つまりは所属組織は別でも、僕の上司に相当する人──と言える。

　もっと言えば、僕から見れば日本政府の代表だ。

　的まと場ばさんは基本的に僕達と同じ屋敷に住むことになっているのだけど、美み埜の里りさんと違い、この人は日本とエルダント帝国の間をしょっちゅう行ったり来たりしているようで、屋敷にいることの方が遙はるかに少ない。

　僕も顔を合わせたのは十日ぶりぐらいだった。

　こまごました事務手続きはすべてこの人にお任せになっているので、無理もない話ではあるのだけれど。

「他国の密偵を捕まえたって？」

「……まあ、捕まえたのは、美み埜の里りさんですけど」

　と──僕は傍かたわらの婦人自衛官を振り返る。

　正直言って、僕はこの的場甚じん三ざぶ郎ろうという人が、苦手だ。

　くたびれた外見をしているけれど……微妙に得体が知れないところがあるのだ。そもそも僕が、このエルダント帝国で〈アミュテック〉の総支配人なんて立場に就くことになったのも、この人に騙だまされたのが発端だし。

「まあ妙な仏心を出して彼女を匿かくまわなかったのは、良い判断だと想おもうよ」

「…………」

　うわ。やっぱ見透かされてる。

　でもってこの人なら、そう言うんだろうなあ──とこっちも予想はしていたけれど。

「例の事件で、帝国関係者はわりとぴりぴりしてるしね」

「それは分かってます」

　僕は的場さんに軽く会釈して、その横を通り過ぎる。

　正直──今はあんまりこの人と話したくはなかった。

　例の『憂国士団』の一件以来……どうにもこの人に対して信用がおけなくなってきているのだ。それはすなわち日本政府に対してもという意味だけど。人畜無害そうな容姿とは裏腹に、目的のためには手段を選ばないような……そんな身も蓋ふたもない感じがして、どうにも怖い。

「皇帝陛下が待っておられるんで」

　すれ違いざま、言い訳のように言う僕。

　だが……

「ああ。行ってらっしゃい」

　的まと場ばさんはなんら気にした様子もなく頷うなずいて──僕達を見送った。
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　謁えつ見けんの間は先日と同じ部屋だった。

　要するに大量の家臣が勢せい揃ぞろいする巨大な部屋ではなくて──関係者のみに限定して皇帝陛下と会うための部屋だ。ただし先日はいなかった重臣の一人、ザハール宰相が騎士ガリウスと並んでペトラルカの脇わきに立っていた。

　ザハール宰相はまあ、典型的な側近タイプというかなんというか……いかにも、豊富な人生経験を活いかして、偉いさんの脇わきを固めてそうな感じの、瘦やせた老人だ。穏やかで、よく笑みが似合うお年寄りだが、枯れて衰えた感じはあまりしない。

　政治・経済面でペトラルカを補佐するのがザハール宰相。

　軍事の面でペトラルカを補佐するのが騎士ガリウス。

　今まで彼らを見てきた感じからすると──おそらくこういう棲すみ分わけになっているのだろう。つまりは皇帝陛下と、その腹心がここには揃そろっていることになる。

　で──

「……お抱え絵師？」

　神聖エルダント帝国の最中枢──ペトラルカと騎士ガリウスとそしてザハール宰相が、僕の提案に、揃って怪け訝げんの表情を浮かべていた。

「何を言っているんだ……君は」

　と呆あきれ気ぎ味みに言ってきたのは騎士ガリウスだ。

　ただし口にこそ出さないけど、ペトラルカやザハール宰相も同じことを考えているらしい、というのは表情で分かった。

　まあ、当たり前だろう。

　敵国の間かん諜ちようや密偵は見つけ次第、全員拷問の末に処刑──というのが基本的な神聖エルダント帝国のやり方だそうで。これは次に送り込まれてくる密偵や間諜に対する威嚇としても機能するので、単に、感情的でなんの合理性もない暴挙とも言い切れない……と美み埜の里りさんが説明してくれた。

　しかし……

「くだんのウェアウルフは、バハイラム王国の密偵である可能性が高い」

　と騎士ガリウスは言う。

　そして彼は断固たる口調でこう続けた。

「確固たる証拠はなかったが、状況的に見て間違いない」

「いやいやいや」

　僕は慌てて言った。

　疑わしきは罰せず、なんて言葉はこの国にはないんだろうなあ。

「そうかもしれないですけど、万が一ってことがありますよ」

「万が一なんだね？」

「無実の罪とか」

「疑わしきは罰する。そうすることで国体を維持できるというものだ」

　と騎士ガリウスは言い切った。

　やっぱりか……僕は胸の内で小さく溜ため息いきをついた。

　未だ人権思想なんざ、ほとんど存在しないこのエルダント帝国……この人達にえん罪事件だのなんだのの話をしても、受け入れてもらえるとは思えない。

　ならば別の方向から、実利を説くしかないわけで。

　ペトラルカもそうだけど、騎士ガリウスも、きちんと実利があると分かれば話を聞いてくれるのは、これまでの経験から予測がついた。

「そもそも密偵の処分は君の仕事とは関係あるまい？」

「それはそうなんですけどね」

　僕は努めて気楽な口調で言った。

　ことさらにエルビアに同情するような態度を示せば、むしろ変に怪しまれて、僕の意見など聞いてもらえないだろう──というのが、なんとなく分かっていたからだ。

「本当に密偵だった場合、むしろ、生かしておいて僕の手元に置いておく方が、何かとエルダント帝国側にも都合が良いんじゃないかと」

「……なんだって？」

　正気か？　という表情で騎士ガリウスが顔をしかめる。

「僕達の国じゃよくある話──それこそ漫画やアニメにもしょっちゅう出てくる話なんですけどね。彼女を殺しても、次の密偵が送り込まれてくるだけでしょ？」

「もちろんそれはそうだ。だから見つけ次第、捕らえて処刑──」

「でも見つけるまでに、それなりに時間かかったりしません？　次の密偵も、密偵でござい、てな感じで来るわけじゃなし──」

「……それは、そうだが？」

　と目を細めて僕を見つめる騎士ガリウス。

　多少興味を覚えてくれたらしい。

　いや。僕にじゃなくて僕の話にって意味ね。よけいなフラグは立てないようお願いします。

「たとえば彼女をあえて、生かしておいて、報告とかを普通にさせるんですよ。そのバハイラム王国ってところに。ただし、こっちが教えた話だけをね。何も本当のことを教える必要もないんです。むしろ逆のことを教えてもいい」

「む……どういうことじゃ？」

　ペトラルカは怪け訝げんそうに首を傾かしげているが、さすがにザハール宰相と騎士ガリウスは僕が言いたいことが分かったらしい。ゆっくりとだけど、理解と驚きよう愕がくの表情が彼らの顔に広がっていった。

「わざと間違った報告をさせるということか？」

「ええ。そうすればむしろ、相手をこっちの思惑通りに動かしたりもできません？」

　たとえば、どこそこの国境線の守りが手薄だと彼女に報告させる。

　すると敵国は喜び勇んでそこを攻めに来るだろうし──でもそこにはもちろん、あらかじめこちらが大軍を用意して待ち構えているという寸法だ。

「む……それは、確かに」

　騎士ガリウスは唸うなった。

「奇策奇計に属するやり方ではあるが……確かに片っ端から捕らえて処刑するよりは有効利用できる」

「でしょでしょ？」

「しかし……それも一度やればおしまいでは？」

　と──頷うなずく騎士ガリウスの代わりにザハール宰相が問うてくる。

「その密偵の情報が役に立たない、むしろそれを信じて行動して大打撃を受けたとなれば、それこそ本国は二度とその密偵を信用しますまい」

「でしょうね」

　と僕は得意げな表情で頷うなずいた。

　できるだけ狡ずる賢がしこそうな笑顔を浮かべるのがポイントです──悪代官と繫つながってる悪徳商人みたいな感じで。

「まさしくこちらの思うツボ」

「……なんと？」

「そんな役立たずの密偵は、本国に帰ったとたんに処刑されたりしませんかね？」

「…………」

「…………」

　騎士ガリウスとザハール宰相は顔を見合わせる。

「カノウシンイチ。君は──」

　一瞬、美麗な白い顔に改めて驚きの色が走る。

　そして──騎士ガリウスはにやりと笑いを浮かべて言った。

「なるほど、面白い。抱え込んでこちらの側に付かせるということか」

　そういうこと。

　もし自分の報告が原因で本国になんらかの損害が発生した場合──その密偵はもう本国には戻れなくなる。帰る場所がなくなれば、むしろ、今いる場所を守るしかなくなるわけで。

「かといって本当に軍事関係のところに彼女を置いておくわけにもいかないでしょう？」

「それもその通りだが」

「その点、うちは基本的に軍の情報とは無縁ですし」

　多少のことを報告されても別に困らない。

　むしろ軍隊とはなんの関係もない情報しか手に入らない場所に彼女を置いて、監視しておけば、とりあえず無害化できるし、情報さえ送っていれば、むしろ『次の密偵』は来ないはず。

「それに……オタク文化は、基本的に絵が重要な位置を占めます」

　漫画やアニメは言うまでもなく、ゲームしかり、ラノベしかり。

「彼女、絵が描けるようですし、そういう人材が身近に一人いると何かと便利なんですよ」

「ふうむ……」

　騎士ガリウスとザハール宰相がまた顔を見合わせる。

　そして──

「シンイチ」

　今まで沈黙を守っていたペトラルカが──何な故ぜかジト目で僕を見つめながら言った。

「やけにそのバハイラムの密偵を庇かばうな？」

「え？　そ──そう？」

　慌てて首を傾かしげてみせる僕。

「ぼくは、ただ、ごうりてきで、こうりつのよいほうほうを、ですね」

　いかん。緊張のあまり声が虚うつろだ。

「報告によれば若い娘だそうじゃな」

「そ……そういえばそうだった、かな？」

　脇わきの下にじんわり汗が浮かぶのを自覚する。

　そういえばそうだったかな、じゃねえだろ──加か納のう慎しん一いち！

　あからさまに不自然だよ！　動揺がモロバレだよ！

　胸中で自分自身の不器用さを罵ののしりまくる僕に、ペトラルカはさらに目を細めて冷たい視線を送りながら──

「ひょっとしてその娘、胸が大きかったりするのか？」

「はい？」

「まさか胸が大きいから庇っておるのではあるまいな？」

「そのネタまだ引きずってたんかい！」

　と思わず叫んでから僕は慌てて首を振った。

「違う違う、違います！」

　まったくもって見当違いも甚だしい。

　ペトラルカは以前──ミュセルの胸の大きさに嫉しつ妬としていたことがあったけど。

　別に男全員が大きい胸が好きってわけでもないし、ペトラルカの容姿で胸だけ大きかったらむしろ不自然……などと言うと、それはそれでまた彼女を怒らせそうなので、僕はぐっと堪えて喉のどまで出かかった台詞せりふを飲み込んだ。

「とにかく胸とかは重要ではなくて！」

「ほう？」

「むしろあのケモノミミとケモノシッポが、えもいわれぬ萌もえキャラとしての」

「…………」

「──いえ、なんでもないです！」

　急速にペトラルカの視線の温度が下がったような気がして──僕は選手宣誓するかのような勢いで片手を挙げてそう言った。

　というか……真ま面じ目めな話、ケモノミミとシッポに気をとられて彼女のスタイルなんてあまり注意して見ていなかったけれど。そういえばけっこう胸はあったような気がする。後で確認しよう。個人的にはウェアウルフはやっぱり、こう、引き締まった身体で、巨乳よりは、こう、美乳の方が萌もえ──

　いやいやいやいや。

「とにかく」

　僕は咳せき払ばらいして言った。

「彼女は僕が預かりたいんです。何か本当にまずい状態になれば、改めて捕まえて尋問するなり処刑するなりできるわけですし……あまり問題にはならないんじゃないかと」

「……いいだろう」

　意外にもあっさりと騎士ガリウスは頷うなずいた。

　あるいは美み埜の里りさんの指摘した、僕達向けの監視者──あの一つ目フクロウとも言うべき鳥の存在が効いているのかもしれない。むしろあの一つ目フクロウで僕達とエルビアを一緒に監視してしまえば手間が省ける、という程度のことは考えているのかも。

「そこまで言うならその密偵の身柄は君に預けよう、カノウシンイチ。陛下もそれでよろしいか？」

「……まあ、な」

　あまり気乗りしないが、反対の根拠にすべき明確な理由もない──そんな感じではあるけれど、ペトラルカも頷いてくれた。こうなればザハール宰相だけが反対するわけにもいかない。

「よっしゃ」

　僕は口の中で小さく呟つぶやいた。

　イラストレーター、ゲットだぜ。
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「……そういうわけで」

　屋敷の一階──打ち合わせにも使っている食堂。

　ここで僕は連れ帰ったエルビアに向かって言った。

「君が間かん諜ちようだって決定的な証拠は出なかったから釈放になった」

「いやあ助かったっす！」

　底抜けに明るい表情で後頭部を搔かきながら笑うエルビア。

　笑うと同時にぴょこぴょこと耳が動いている。うお、触りてえ。

「このまま殺されちゃうんじゃないかって、びくびくしてたっすよ？」

「いやまあ、実際その寸前だったんだけど」

　と僕は苦笑する。

　ちなみに夕食時ということで、食堂にはミュセルやブルーク、美み埜の里りさんもいる。

　美み埜の里りさんは、帝城での話の流れを僕の横で見ていたから、いまさら驚いたりはしない──というか呆あきれている様子だったけど、ミュセルはかなりびっくりした様子だった。ブルークは、まあ、黙って動かずにいるといまひとつ表情が分かりづらいけど、たぶん、彼も同様に驚いているのだろう。

「限りなく黒に近い灰色なだけだよ」

　と僕は釘くぎを刺した。

　ここで変な自信でもつけて、また諜ちよう報ほう活動を再開されては困る。

「なんすか？　アタシの毛は茶色──」

「そうじゃなくて、君が間諜とか密偵だって証拠がなかったから、とりあえず、処刑は『そうとはっきり分かるまで保留中』ってだけ」

「げっ!?」

　エルビアは……露骨に慌てた。

　ということは、今まで、本当に無罪放免されたと思ってたんだろうか？

　だとしたらちょっとこの子、頭弱いかもしんない。

「ち、違うっすよ!?」

　一同を見回し、一人一人に訴えるように彼女は言った。

「アタシは密偵とか間かん諜ちようなんてもんじゃないっす！　バハイラム王国とはなんの関係もないっすよ!?」

「あー……」

　僕は美み埜の里りさんと顔を見合わせた。

　実のところ、バハイラム王国なんて名前は、彼女の前では一度も口にしていないのだけど。

　ちなみにエルダント帝国が国境紛争している国は全部で三つばかりあるため、必ずしも『密偵と疑われる』イコール『バハイラムの者だと疑われる』ではないわけで。騎士ガリウスは、もろもろの状況からバハイラムの間者だと判断していたようだけど。

「別に軍事機密っぽいところをいろいろな角度から摸も写しやして送れとか、そんなこと一言もいわれてないっすよ!?」

「…………」

　いや。君は少し黙れ。主おもに君自身のために。

　どうもこのエルビア、ドジッ娘こ属性であるらしい。

　ケモノミミでドジッ娘コンボか。やるな。

　しかし、ボロボロと語るにおちまくってる言動は、どう見てもスパイの類には向いていないと思うけど……美み埜の里りさんらの言うように、使い捨てのスパイなんて実は、こんなもんなのかもしれない。

「まあ、いいや。ところで、君、絵描いていたでしょ？」

「や、それは別に疚やましい目的があったわけでは──」

「ちょっと僕は絵え描かきさんに用があってね。絵描きさんとして君を傭やとってもいいんだ」

「……へ？」

　きょとんとした表情でエルビアは目を瞬かせる。

「君、この屋敷に興味があったから、摸も写しやしてたんでしょ？」

「…………も、もちろん！」

　慌ててがくがくと頷うなずくエルビア。

「そ、それはその通りっすけど──」

「ならうちにいて良いから。その代わり、うちの仕事を優先的に受けること。まあお抱え絵師って感じだね」

　これ以上、エルビアに失言を垂れ流させてもあまり意味はないので、僕はやや強引に話をまとめにかかった。

「…………」

　不思議そうにエルビアは僕を見て──次いで美み埜の里りさんや、ミュセル、ブルークを順に眺める。だが誰だれも首を横に振らないのを確認して、何やら途方に暮れた様子で視線は僕のところに戻ってきた。

「い……いいんすか？」

　恐る恐る聞いてくるその姿が、妙に可か愛わいい。

「僕達はね」

　とりあえず僕は日本語の普及のために、辞書の類たぐいを作るつもりでいる。

　けれどそれだけでは、そもそもの識字率の低いこのエルダント帝国で、オタク文化を流は行やらせるには十分じゃない。

　絵本に相当するような、「絵と単語の対照表」みたいなものもあるに越したことはないのだ。絵看板の文化がある以上、それは、たぶん、エルダントの住民にも馴な染じみやすいはず。

　さらに──エルダント帝国にもろもろを輸入するにあたって、ただ右から左にオタク作品を放ほうり込こめば良いってものでもないだろう。

　確か、僕達の世界でも、国によってＲ指定だのＸ指定だのがあり、残酷表現にも配慮する必要があって──たとえば同じ格闘ゲームなのに、血ち飛沫しぶきが、ある国では赤だったり、ある国では緑だったり、あるいはある国ではそもそも血飛沫表現が綺き麗れいさっぱりなくなっていたりもする。

　そういった『微調整』を行ううえで、絵が描ける人間は必ひつ須すだ。

　確か風俗系にうるさい外国では、日本の一般漫画のシャワーシーンでも、倫理規定に引っかかるらしく、わざわざ裸体の女性キャラに水着を描き足す専門職がいる──という話を以前、聞いたことがある。

「ただし、勝手に出歩かないこと。いい？」

　間違いなくエルビアはバハイラム王国のスパイだから、まあ、この屋敷を見て回るのはさておき、他のエルダント帝国の施設──特に軍事施設とかに出入りさせるわけにはいかない。それこそ今度こそ見つかれば処刑されちゃうだろう。出入りさせる場合はこっちの根回しも──あえて偽の情報をエルビアに摑つかませるとかの準備が──必要なわけで。

「う……わかったっす」

　と頷うなずくエルビア。

　さすがの彼女にも、拒否すれば、牢ろう屋やに放ほうり込こまれて拷問された後に処刑台、というのが分かってきたのだろう。ちょっと可か哀わい想そうだけど、とりあえず命があるだけでもありがたいと思ってくれると、こっちとしても嬉うれしい。

　まあそういうわけで。

「よろしく頼むよ」

　僕はまだ少し当惑の表情を浮かべているケモノっ娘にそう言った。





第三章　深く静かに陰謀せよ







　原因と結果。

　たいていの場合にこの両者は直接に繫つながっていることが多いから……つい誰だれもが、因果というものは、すぐに相互作用するものだと考えてしまう。スイッチを押したら機械が即座に作動するように、原因が生じれば、すぐに結果もそれにつられて出てくるものだと、考えがちだ。

　だけど実際には、そうじゃない。

　たいていの変化は、実は小さな小さな──目に見えないものだ。

　たとえば植物の生長……種が発芽する様や、花が開花する様は、細胞レベルで見れば爆発的な変化をしているのかもしれないけれど、傍はたから見ている僕達、人間の目には一つ一つは小さすぎて認識できない。たいてい僕達が植物の生長に気付くのは、大きな変化が生じた後で──それは途中過程をすっ飛ばしているかのように、唐突に見えてしまう。

　だからたぶん……前兆は幾つもあったんだと思う。

　ただ一つ一つはあまりに小さすぎたので、まとまって大きな変化になるまで、僕の目に留とまらなかったというだけで。

　つまり──

「なんだとッ!?」

　明らかな怒号が僕の顔を叩たたいた。

　いつものように学校に出てきて──教室の扉を開いたその瞬間である。

「無礼だろうッ！」

「貴様こそッ！」

　怒鳴り声は一つでは収まらず、立て続けに連鎖する。

　それが端緒とばかりに教室全体がざわめき始め、空気が変質してゆく。

　やばい。なんだかよく分からないけどやばい。

　僕はほとんど本能的な危機感を覚えて教室の中に踏み込んだ。

「いったい何が……？」

　学校を始めてからおよそ五ヵ月。

　授業そのものは順調に進んでいた。

　むしろ順調すぎて怖いくらいだった。

　やはりオタク文化──いや日本語や、それに付随する基礎知識に対する生徒達の吸収率は高く、さらに、自習室に置いたパソコンも自由に使って良い、というふうにしておいたため、彼らは加速度的に日本語と──そしてオタク文化を学んでいった。

　的まと場ばさんの手配で、大容量ハードディスクが持ち込まれ、片っ端から記録されたアニメ動画や漫画、挙げ句にはライトノベルラノベまで、彼らは自由に接することができるようになっている。

　教室の端にはサンプルということで持ち込まれたフィギュア──ほとんどはカプセルトイの商品に使われるような小さなものだけど──も並べられ、自由に触れるようになっている。

　環境という意味ではネットがないくらいで、実に充実しているのだ。吸収が早くても、それは当然だった。

　しかも……第一期の生徒達から、漫画だのアニメだのゲームだのの評判を聞いたのか、『是ぜ非ひに』と自分の子弟を送り込もうと要請してくる貴族も倍増──本来は一年後に増やすはずだった生徒を急きゆう遽きよ受け入れ、学校の生徒数は実に二倍、百名を超え、入学希望者をさらに百名あまり待たせているような状態になっていた。

　しかし──

「今まで我慢してきたが！　もう勘弁ならん！」

「それはこっちの台詞せりふだッ！」

　教室には、痛いほどに緊迫感が満ちていた。

　広めの教室のちょうど中央で、二十人ばかりの生徒達が椅い子すを集めて円を作っている。半分がエルフ、もう半分がドワーフという構成。でもってそれに倍する人間が、遠巻きにこれを眺めている。

　以前から何度も観みてきたけれど、エルフとドワーフ、この二種族はやたら仲が悪い。放っておくと殴り合いになることも珍しくないのだ。もっとも、僕や美み埜の里りさんが口うるさく諫いさめてきたので、最近はずいぶんと喧けん嘩かも減って、僕も安心していたのだけど──それが悪かったのか。

　たまにはガス抜きをしないと、不満は溜たまりに溜まって爆発することがあるわけで。

「やばい……！」

　慌てて間に割って入ろうとする僕。

　だがその瞬間──

「だから！」

　椅子を撥はね除のける勢いで立ち上がったエルフは、甲高い声で喚わめき散らしていた。

「『守ってお兄ちゃん！　４』の完成度はシリーズを通して最高峰だと言っているだろう！　グラフィックの透明感もさることながら、キスシーンのパターンも種類豊富。ゲーム要素も満載で他のギャルゲーとはレベルが違うのだよ、レベルが！」

　どこから調達したのか……今時珍しいほどの瓶底メガネで陽よう光こうを弾はじき主張するエルフ。

　なんなんだそのビジュアルは!?

　一方で──

「グラフィックなぞ所しよ詮せんは平面だ！」

　ドワーフはこめかみに青筋を浮かべて怒鳴り返す。

「それよりＧＳ３ソフト『お姉ちゃんソード』初回限定パック同梱フィギュアに注目しろ！　パール加工のブラジャー、メタリックそのものの質感を醸し出す武器のテクスチャ……いやそれよりも何よりも肌の透明感はもはや芸術！」

「平面とはなんだ馬ば鹿か野郎、『クラウド』は人生だ!!」

　別のエルフが、さらにたまりかねたように声を張り上げる。

「人として生きるすべてがあそこには詰まっているのだ！　俺おれは、俺はあのソフトによって多くのものを学んだ……！」

「けっ!?　薄っぺらいお前の人生にゃ、二次元キャラがお似合いだぜ！」

「はっ！　貴様らのような泥臭い奴らにあの繊細なシナリオはわからんさ！」

「なんだと!?」

「やるか!?」

　…………いやあの。君ら？

　僕が啞あ然ぜんとしていると──

「いい加減にしろ、お前ら！」

　別のドワーフの生徒が割って入った。

　ちなみに年齢は十代のはずだけど、顔は髭ひげモジャですでにおっさんである。

　まあ容姿はこの際、どうでもいい。どうやらちゃんと理性が働いている奴もいたらしい──と僕は胸を撫なで下おろした。

　けれども……

「ギャルゲー？　フィギュア？　まったく……呆あきれ果はてた堕落っぷりだな！」

　高慢な感じで鼻を鳴らすドワーフ。

　あれ？　仲裁じゃない？

「どうせ語るなら、我々のようにもっと高尚な話題に興じてはどうだ」

　ドワーフは自信たっぷりに言った。

　本来ならば他の連中を見下しつつにやりと笑うような感じなんだろうけど、あいにくと、ドワーフは皆背が低いので、エルフ達を見上げるような体勢になっているのが、間抜けなのやら微ほほ笑えましいやら。

「そう──我々『ロリっ娘こドワーフを守る会』のように!!」

「単なる幼女好きじゃねえか!?」

　爆発したような勢いでエルフが喚わめく。

「何を言う！　ドワーフの女性は総じて童顔、小さな体たい軀くをもち成人しても十代未満に見える、まさに永遠のロリっ娘こ──地上に舞い降りた天使。変質者に襲われないよう見守ることこそ我々紳士の使命だろうが!?」

「黙れ、紳士という名のＨＥＮＴＡＩめ!!」

「はーはっはぁ！　それは我らにはむしろ尊称ッ！」

　…………等々。

「…………」

　声高に自説を唱えまくる紳士という名のＨＥＮＴＡＩ達を生暖かく見つめながら、僕は黙って数歩後退し、静かに扉を閉じた。

　いや。まあ……他人のオタクっぷりをどうこう言えた義理ではないのはよく分かるんだけど。分かるんだけどね!?

　つかエロゲをネタにして激論交わすエルフとドワーフってなんなんだよ!?

　とりあえずお前ら、トールキン先生と水みず野の先生に謝れ！

　いや、確かに自由に読んだり見たりプレイしたりしていいって、漫画もアニメもゲームも置いたのは僕だけどさ！　ついつい「どうせならオリジナルがいいよね？」とか言って全年齢版じゃなくて十八禁版の方を手配しちゃったのも僕だけどな！

　君ら、あまりにも順応早過ぎないか!?

「これはひどい……」

　これはひょっとしてあれか。

　もともと免疫のないところに薬を投与したら効き過ぎちゃったとかそーゆー……

「なんかここに来て一気に爆発しちゃった感じがするな……」

　そういえば薬って、『服用すべき適量』というのがあるわけだけど──服用した量を半分に減らしたからって、効果も半分になるかというと、そう簡単な話ではないんだそうで。実際には一定量に達しないと効果は出ないんだとか。

　逆に言うと、一定量に達したとたんに、効果が爆発的に出ちゃうって場合もあるわけで。

　そう──まるでアレルギー反応のように。

「……まさか」

　僕は足早に廊下を歩いて隣の部屋を──自習室兼図書室を覗のぞいてみた。

　ここにはパソコンで閲覧可能なデータの原本が……屋敷と同じく大量に持ち込まれた漫画やらアニメやらＤＶＤやらの他に、後々、生徒達が日本語の読み書きを覚えたら見せようと思っていたラノベなんかも、山のように積んである。もともとラノベ原作のアニメも多いから、アニメを取っ掛かりにして、日本語により親しませようと思ったのだけど。

　甘かった。

「……うわぁ」

　図書室の真ん中で、辞書の類を山と積んだ生徒が何やら羊皮紙へペンを走らせていた。

　くるくるとカールした金髪は見覚えがある。生徒の中でも特別日本語の習得が早い貴族の少年で、すでに彼は中学生レベルの読み書きは可能な状態になっていた。

「……あの？　もしもし？」

　返事がない。

　ただの屍しかばねのようだ──じゃなくて。彼は何やら鬼気迫る様子で作業を続けてる。僕が入ってきたのにも気付いていないみたいだった。

「…………」

　そっと彼の背後から手元を覗のぞき込こむと……右にはくだんの羊皮紙があって。左には大きくページを開かれて木製の枠で押さえられた小説の文庫本が見えた。

　ライトノベルだ。

「……これって」

　この少年──どうやらライトノベルの翻訳作業に勤いそしんでいるみたい。

　もちろん、僕はこんな課題、出していない。彼が自主的にやっているのだ。

　おそらくは……未いまだ映像化されていないラノベ原作のアニメの続きを知りたくて。

　とんでもない執念、というか熱意である。

　そういえば……台湾だったかどこだったかのオタクは、ラノベを原文で読みたいがために日本語を覚えちゃうこともあるんだとか。それと同じだ。僕達、日本人はもともと、大量に自国のエンタメ作品に触れまくっているから、あまりそういう『飢餓感』を感じることはないのだけれど──

「…………」

　僕はさらに、部屋の奥の方へと視線を向ける。

　そちらにはやや大きな机があって……十人あまりの少年少女達がノートを広げて何やら話し合っている。内訳は異種族混交、人間とエルフとドワーフが三人か四人ずつだ。

　どうやら勉強会、といった雰囲気だけど──

「…………あ」

　彼らの様子を数分見ていて僕は気付いた。

　彼らの会話にはある種の傾向がある。

　年功序列とか、そういうものを無視して、全体的に人間の子供が、亜人種へ『先輩』のような──ぶっちゃけちょっと上から目線の偉そうな態度を取っている。やはり子供達にも、永い歳月繰り返されてきて常識化した階級意識が根付いていて、簡単には抜けないということなのだろう。

　けれど──

（それでもあの子達は同じテーブルについてる）

　憂国士団のアレッシオは、人間とエルフとドワーフが机を並べて同じ部屋で勉強するということにすら『文化の破壊だ』と言って拒否感を示していた。

　彼の考え方はテロリスト特有の極論としても、保守的な人々は、それに近い考えを持っているはずだ。そして彼らに育てられた子供達も同様に。

　その意味では──

「ささやかながらも、一歩前進……だよね？」

　誰だれにともなく呟つぶやきながら僕は図書室を出た。

　ひょっとして、他にも何か僕が気付いていなかった変化があるのかも。

　そう思って僕は廊下の窓から外を眺めてみた。

　校舎裏の風景が見えた。

　そこはちょっとした土塀で囲まれたうえ、平らに均ならされ、芝生が植えられていて、いわば校庭のような状態になっている。

　これも僕の指示。単にオタク文化を学ぶだけなら、外で授業をする必要はないと思うけれど──そのうち、テニス漫画や野球漫画を導入したときに、実際にそうしたスポーツをやってみる場所はあっても良いのではないか、とも考えたのだ。

　だけどもちろん……今はまだテニスコートも野球のダイヤモンドもない。

　ただ芝生が敷き詰められ、土塀近くには何本かの樹きが植えられているだけだった。というか正確にはもともと生えていた樹きを数本残して、整地しただけなのだけど。

　で──その樹の中のひときわ大きな一本。

　その木陰には、十数人の人影が集っているのが見えた。

　中心になっているのはエルフの青年だ。淡い色のゆったりしたマントを肩に掛けて、弦楽器を──大きさは少し小さいけどギターに似ている──を胸に抱いていた。見るからに『吟遊詩人！』といった雰囲気だ。そういえばエルフ達は耳が長いだけあって聴覚が良く、音感にも優れているという話を、ミュセルから聞いたことがある。

　僕がそのエルフの青年をしばし眺めていると──

「…………」

　楽器から緩やかな旋律が流れ出る。

　そしてそれを追うように涼やかな声が──

「──元々テジャスはスレンダーな姿態、ぶっちゃけ、ツルペタの幼児体型だ。これはつまり、それだけ引っかかりが少ないというか、エプロンを着けていても、これが動く度に右に左にとずれやすいのである。その結果、白い肌は勿論だが、真ん中の胸元も見えそうで見えないというか、思春期の男の子にとっては微妙に生殺しっぽい瞬間を頻発させまくったりする訳で──」

　朗々と歌い上げるその内容は。

「──勿論、先程の様に裾をめくったりするとモロ見えだ。『目のやり場に困るって言うか……』『なるほど！』テジャスが頷いた。彼女はむしろ得意げに──『欲情しちゃうんですね！』『欲情とか言うなッ！』『erectionするんですね！』『英語で言ったからって許されるもんじゃねえ！』『ちなみに日本語では『勃起』ですっ☆』『しねえよっ！』『それは病気です御主人様っ！』とテジャスは言った──」

　──ラノベかよ!?

　しかも弾ひき語り!?

　いやもちろん、ラノベは萌もえ系ハーレムものからシリアス系・鬱うつ系バトルものまで、僕も大好物だけどさ！　でもそれを吟遊詩人が弾き語りってどうなのよ!?

　とか激しく胸中で突っ込んで……ここで僕は気付いた。

　あれは僕の真ま似ねだ。

　僕はアニメのＤＶＤを生徒達に見せながら、何度か解説を加えている。

　魔章指輪は言葉の通じない人と人とを意志疎通させる機能を持っているけれど、あくまでそれは双方が生きている人間のみに限定されるのだ。つまりＤＶＤプレイヤーに魔章指輪をくっつけても、日本語をエルダントの言葉に翻訳してくれるわけじゃない。だからこそ僕が台詞せりふや内容についての解説を、それこそ無声映画時代の弁士さながらに横で加えることになったのだけど。

　どうもあのエルフの青年──ラノベ原作のアニメについて、その音楽を耳で聞いてコピー、さらに内容はさきほどの生徒が訳したものを、そのまま弾ひき語りしているらしい。

「………………」

　えーと。

「良いこと……なんだよね？」

　誰だれに言うでもなく頰ほおを搔かきながら呟つぶやく僕。

　種をまいたのはもちろん、僕なのだけど。

　それが予想外の形で芽を出し始めた現実を前に、いまさらのように不安が胸の奥に滲にじんでくるのを僕は感じていた。
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　屋敷に戻ると──何やらミュセルが忙しげにばたばたと動き回っていた。

　もともと屋敷の中のことは彼女に任せっきりなので、どうしても仕事漬けになってしまうのだけど……それにしても普段はこうまで時間に追われているような印象はなかった。

　いったいどうしたんだろう？

　僕が帰ってきたことにも気付いていないみたいだった。

　それはそれでちょいと寂しい。彼女に『お帰りなさいませ旦だん那な様』と言ってもらうのは僕にとって重要なＭＰ萌えポイント回復イベントだからである。

「ミュセル？」

「あ……旦那様」

　ミュセルは両手に大きな籠かごを抱えたまま僕を振り返り、そこで──何かに蹴け躓つまずいたのか、あるいは単に均衡バランスを崩したのか、見事にすっころんだ。そりゃもう、すてーん、と擬音を添えたくなるような感じで。

「きゃっ──」

　籠の中身を盛大に廊下へぶちまけながら倒れるミュセル。

「わっ!?　ご、ごめん!?」

　僕は慌てて彼女に駆け寄った。

　幸い、籠の中身は布だったようで……これが彼女の身体を柔らかく受け止めてくれたらしい。とりあえず見た感じでは、ミュセルの身体に怪け我がの類はないようだった。

「だ、大丈夫!?」

　ミュセルの手を摑つかんで立たせてから、僕はぶちまけられたものを改めて見下ろした。
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　何やら薄汚れた布だ。汚れが──それも色とりどり、妙に濃淡がきついのがあちらこちらに付いているのが見える。普通の汚れ方ではなかった。

「何コレ？」

　なんだか洗濯物みたいだけど。

「エルビアさんの……服で」

「エルビアの？」

　僕は改めてその布を摘んで持ち上げてみる。

　白くて金色の縁取りのあるそれは──

「ちょっ……!?」

　思わず僕は硬こう直ちよくする。

　もともとエルビアは露出が多いっていうか、いわゆるヘソだしルックである。下半身はアラブっぽい感じのだぼっとしたズボンをはいているけれど、上半身はチューブトップみたいなのを着けているだけで、肩も鎖骨もおへそも丸出しだ。はっきり言って上半身の露出度は水着や下着と大差ない。

　つまりは、下着や水着同様のそれを僕はいきなり手にしちゃったわけで。

「い、いや、僕は、僕はそんなっ!?」

「旦だん那な様？」

　ミュセルが目を瞬かせて僕を見つめる。

「違うんだ、僕は決して、そんな、女の子の下着でハアハアしたいとかそんな気持ちで手にとったわけじゃなくて……！　どうせなら中身──いや！　いやいや！　とにかく！」

　僕は思わずそのエルビアの服を両手に持ち直すと、神様に供物を捧ささげるように揃そろえた両手に載せてこれをミュセルに差し出した。

「……ごめん」

「だ、旦那様？」

　ミュセルはわけが分からないといった様子で狼狽うろたえつつも、僕の差し出したエルビアの服を受け取った。

「……っていうか、なんなのこの汚れ方」

　僕は改めてミュセルが拾い集めたエルビアの服を見た。

　まるでいろいろな色の線が、切り傷のようにあちこちについて──

「絵を描いておられるとどうしてもこうなるとかで」

「……絵を？」

　そこで僕はようやく気付いた。

　これはスケッチ用の木炭と、そしてクレヨンだ。

　もともとエルビアは木炭しか使っていなかったけれど、改めて僕が幾つか画材を用意して与えたのだ。ただ、鉛筆やマーカーや絵筆の類は性に合わなかったのか……彼女が最初に使い始めたのは木炭に似た使い勝手の良いクレヨンだった。

　まあここまでは良いのだけれど。

　どうも──彼女が木炭からクレヨンへ、あるいはクレヨンから色違いのクレヨンへと持ち替える際に、自分の指を、自分の服で拭ふいちゃうようだった。三本、四本、と傷跡のように服に付いた色とりどりの直線は、その痕あとだ。

「手づかみでご飯食べてる幼児じゃないんだから……何やってんだか」

「なんでも……」

　ミュセルは少し首を傾かしげて言った。

「色が移りそうで嫌だとか……」

「──はあ？」

　ミュセルを介して聞いた話によると……

　今まで木炭一つでやってきたエルビアは描いている途中で画材を『持ち替える』ということをほとんどしてこなかった。持ち替えるにしてもそれは同じ真っ黒の木炭で……いちいち気にするほどのこともなかったのである。

　だがクレヨンは色とりどりだ。

　たった十二色、あるいは二十四色でも、それまで単色モノクロ専門だったエルビアにしてみれば衝撃的だったらしい。貴重な染料を使い、鮮やかな色の出せる画材はとても高価で、彼女には手が出ない品だっただけに、大喜びで彼女はこれを使い始めた。

　ところが……クレヨンといえども長時間握っていると手に色が移る。

　でもってたとえば赤だったら赤の色に染まった指先で、青のクレヨンに触るのは、どうにもエルビアとしては嫌であるらしい。色が混ざりそうに思えて、抵抗があるとか。なので、彼女はいちいち、クレヨンの色を持ち替える際に、指先を拭ふいちゃうのだ。

　手近にある布──つまりは自分の服で。

「なんだかなあ……」

　どんだけ雑なんだよ、あの獣っ娘。

「夢中になって絵を描いておられますよ」

　とミュセルは微笑して言った。

「そうなの？」

　実はちょっと……意外だった。

　僕はとりあえずエルビアには、オタク絵を描けるようにってことで、執務室への出入りを許したうえで、何冊かの『参考図書』を渡しておいた。いわゆるアニメ絵やそれに準じる絵柄の漫画、あるいは画集だ。

　いわゆるアニメ絵、漫画絵と呼ばれる絵柄について、オタク関係に親しみのない人は『線の少ない楽で雑な絵』と認識することが多いみたいで──どうしても写実性の高い絵よりも『格下』に見る人も多い。

　けれど実際には、記号化が進んでいる絵であればあるだけ、情報の取捨選択を一定の法則で行わなければならないために、通常の絵とはまた違った難しさというものがある。この辺は母が元エロゲンガーなので、僕もよく知っている。『実物に正確で緻ち密みつなだけが良いっていうなら、写真が発明された時点で絵画は全滅よね』とは母の弁。

　で……もともと写実性の高い絵を描いていたエルビアなので、アニメ絵や漫画絵には抵抗があるんじゃないかっていう心配が、実は心の片隅にはあったのだ。どうしてこんな安っぽい絵をアタシが描かないといけないんすか──そんなふうに言い出すのではないかと。

　だがどうもこれは杞き憂ゆうだったみたい。

「頑張ってるのは良いことだけど」

　僕は改めて籠かごの中身を見ながら言った。

　よく見れば上だけでなく下のズボンも入っている。

「ミュセルの仕事増やすのはちょっとなあ」

「あ──大丈夫、大丈夫です」

　ちょっと慌てた様子でミュセルは首を振った。

「大丈夫って……もともとミュセルは忙しかったでしょ？」

　本来は、メイドさん一人で切り盛りするような大きさの屋敷じゃないのだ。

　美み埜の里りさんもミュセルを手伝うことはあるけれど、それも常にというわけではない。ペトラルカにお願いしてもう一人メイドさんを増やしてもらえないか──そんなことも考えていた矢先だけに、僕としてはちょっと申し訳ない気持ちになる。

　エルビアを連れてきたのは僕であるわけだし。

　けれど──

「エルビアさんは旦だん那な様のお仕事を、直接、手伝っておられるんですよね？」

「え？　まあそうだね。まだ準備中って感じだけど……ね」

　と僕は頷うなずく。

　エルビアにオタク受けしそうな絵を描かせようとしているのは、将来的にはこの異世界産の同人誌とかそーゆーものを、試験的に作ってみるためだ。

　エンタメ作品というのは、ただそれを愉たのしんでいるだけでもそれなりに面白いけど、受け手側が『自分も同じ領域にいるんだ！』という感覚で、世界の共有感というか、身近さというか、そういうものを感じることで生じる盛り上がりというものも、あるわけで。

　それに最終的にはちょっとしたポップとか、エルダント帝国に提出する書類のサンプルとかに、絵を描ける要員がいるだけで、ずいぶんと僕には打てる手が増えると思ったのだ。

「でもそれがどうしたの？」

「私は……無芸ですから……」

　ほんの少し目を伏せて、恥ずかしげにミュセルは言う。

「お掃除とかお洗濯とかお食事とか……そういうことでしか……旦だん那な様のお力になれませんし……だったら私が洗濯をこまめにすることで、エルビアさんが自由に頑張れるなら、それは旦那様のお手伝いを、私もしたことに……なりませんか？」

「…………」

　あう。可か愛わいい……！

　どこまで健けな気げなんだこの子！

　僕の萌もえゲージはすでにＭＡＸです。もー何か特殊スキルが発動しそうです。

　というか──この伏し目がちな仕草とか、本当に素でこーゆー仕草をしちゃうんだよなぁミュセルは。一歩、いや半歩間違えば、ひどくわざとらしい感じになりそうだけど……彼女に限って言えば全然それが不自然じゃないし、あざとくも見えない。

　それはさておき。

「いやいやいやいや」

　と僕は首を振った。

「『しか』はない『しか』は。掃除も洗濯も炊事も生活の基本だよ。絵は描けなくても生活に支障は出ないけど、こっちは支障出まくりだし。ミュセルが頑張ってくれてるから、僕達も頑張れるんだよ」

「そうでしょうか……」

「そうだよ。感謝してる」

「旦那様……」

　ミュセルは嬉うれしそうに──本当に嬉しそうに僕の顔を見つめる。

　ああっ。駄目っ。そんな潤んだ目で見つめられたら、見つめられたら、シンイチ、おかしくなっちゃう！　──などとドキドキバクバクする心臓をなだめつつ、僕はミュセルの持っていた籠かごに手を伸ばした。

「手伝うよ」

「いえ、そんな！　お気持ちは嬉しいですけど──」

「いいからいいから。また転んで怪け我がされたら、そっちの方が大変だよ」

「……す、すみません」

　僕は籠を持ってミュセルと一緒に屋敷の裏へと向かった。

「そういえば無芸って言うけど。ミュセル、魔法使えるじゃん」

　ふと思い出して僕は言った。

「ええ、まあ、二つ三つですけれど」

　とミュセルは恥ずかしそうに少し首を竦すくめる。

　僕は例の籠ろう城じよう事件の際に、ミュセルが攻撃魔法を使って『憂国士団』の一人をぶっ飛ばすのを見ている。確か『疾風の拳テイフ・ムロツツ』とか言ったっけ。名前の通り、強烈な突風か何かを発生させて、相手に叩たたき付つける類のものだった。

　この神聖エルダント帝国では、亜人種が人間同様の市民権を得る方法は限られている。

　その中でもいちばん簡単なのが従軍することだそうで。

　ミュセルも二年間ほど、軍にいたらしく、その際に魔力に優れたエルフということで魔法を叩たたき込こまれたらしい。この気弱な少女が元軍人とか言われると、なんの冗談かと想おもうけど──まあ国民皆兵を謳うたって、兵役を義務として制度化している国は、僕達の世界でもあるわけで。

「僕にしてみれば魔法が使えるのは立派な特技だよ」

「旦だん那な様も魔法をお使いになるのでは？」

「え？　あ──ああ。これ？」

　と僕が取り出して見せたのはスマートフォン。

「これは剣とか……もっと言えば鍋なべとかヤカンと一緒だよ。使い方さえ分かれば誰だれでも使えるよ。魔法のように見えるけど、ただの、道具」

「……？　魔法も道具ですよね？」

　ミュセルが首を傾かしげる。

「え？　いやでもアレは特技というか、技術でしょ？」

「その道具を使うのにも技術が要るのではないのですか？」

「いやまあ……使い方は覚えないといけないけど……」

　まあ確かにパソコン検定なんて資格試験があるのだから、『スマホが使える』のも立派な技術なのかもしれないのだけど。

　そこで僕は気付いた。

　価値感の差だ。

　ミュセル達にとって魔法は『当たり前のようにそこにあるもの』だ。それが魔法を持たない僕達には特別に見えるだけで──それと同じことが、逆にミュセル達の目から見て電子機器にも言えるということだ。

　待てよ。ということは……

「ひょっとして僕にも魔法使える？」

「……使っておられますよね、今も？」

「え？　あ──ひょっとして、これ!?」

　僕は改めて自分の指にはまっている魔章指輪を見た。

「はい。最小規模ですけれど」

「あー……なるほどな」

　魔法の道具を身に着けて機能させること──これがそのまま魔法を使うということになるらしい。ミュセルによると、魔章指輪が機能するための魔力は、それそのものが帯びているわけではなく、装着者である僕から抽出されているのだとか。ゆえに、僕がこれを使って喋しやべるのは、道具を用いて簡略化はしているけれど、魔法の行使にあたるらしい。

「じゃあ僕でも覚えたら、ミュセルみたいな──あのなんちゃらの拳けん、みたいな魔法が使えるってこと？」

「旦だん那な様は人間でいらっしゃいますから、たぶん……」

　とミュセルは頷うなずく。

　なんでもリザードマンのように、『魔力を持たない』と言われている種族は、厳密には『魔力がない』のではない──らしい。

　正しくは『魔力を能動的に外に出すための能力が種族的に備わっていない』『出せても意味がないぐらいに微々たるもの』なのだそうで。だから彼らは魔法具を使って魔法を扱うことはできても──その場合『外に出す』のは魔法具が担当する──自発的に呪じゆ文もん詠えい唱しようや印をきったりするような『行為』を介して魔法を発現させることはできないらしい。

　逆に言うと、魔法という技術体系を最初に作り出したのは人間であるから、人間は基本的にこの『魔力を行為を媒介として外に出す』能力を備えているのだとか。

「ああ……そうか」

　本当に魔法というのは道具であり技術でしかないのだ──この世界では。

「面白いな」

　屋敷の裏に出た僕達は、洗濯用の水桶に歩み寄る。

　さすがに慣れたものなのか、てきぱきと洗濯物をその中に突っ込んで洗っていくミュセル。その様子を見ながら、僕はふと彼女に尋ねた。

「ねえ──ミュセル」

「はい？」

「僕に魔法教えてくれない？」

「はい。わかりまし……………」

　そこまで言って彼女は固まった。

　で──

「わ、わ、私が、旦那様にですか？」

　目を丸くして僕を振り返るミュセル。

「そんな……畏おそれ多おおい……！」

「畏れ多くない多くない」

　僕は苦笑して言った。

「それとも何か法律とか掟おきてみたいなのがあって、勝手に教えたら駄目とか？」

「それもありますが……」

　使い方を覚えれば使える『道具』だからこそ──そして武器に成り得るからこそ、国家によって厳密に規制され管理される。武器を野放しにしておけば、それはそのまま犯罪や反乱の温床になってしまうからだ。

　だから神聖エルダント帝国では、軍で攻撃魔法を覚えた者は、これを勝手に他人へと教授してはならないと定められている。これが許されるのは相手が神聖エルダント帝国において騎士以上の貴族階級であること──つまり支配者側であることだとか。

「ああ……すると僕は微妙か」

　僕は確かに貴族に準じた扱いを受けているけれど、実際には単なる外国人だ。

　僕に教えることが罪になるかどうかは……一応、ペトラルカや騎士ガリウス、ザハール宰相辺りに聞いてみないと判断しきれないだろう。

「私が旦だん那な様にものを教えるなど……それに私が知っているのは、最も初歩の魔法だけです。それ以上は学ぶ前に軍を退役してしまいましたので……」

　とミュセル。

　なんでも、軍に入って最初に教えられるのが三つの魔法だそうで。

　一つは発火の魔法。

　一つは起風の魔法。

　一つは治癒の魔法。

　要するに軍人として働くにあたり、最低限この三つを覚えていれば便利、というものなのだそうで。ただし殺傷力の強い魔法は、階級が上がらないと教えてもらえないらしい。そういえば『疾風の拳テイフ・ムロツツ』も一撃必殺、という代物ではなかったみたいだけど。発火の魔法に至っては見た目は派手でも、殺傷力には乏しく、たいていは焚たき火びや熱消毒に使うためのものらしい。治癒の魔法にしても傷口を薄皮一枚で塞ふさいだりする程度のもので、少なくともちぎれた腕をまた生やしたり、大量出血状態から命を救う、なんてことは無理らしい。

　まあそりゃそうか。いきなり軍に入ったばかりの一兵卒に、強力な武器を与えたりはしないよね。長く勤めて忠誠心が上がった者にだけ、強い攻撃魔法は伝授されるんだとか。

「うーん。駄目か……」

　僕も魔法が使えるといろいろ面白そうだったのだけど。

「そういえば……」

　ふと『教える』で思い出して僕は尋ねた。

「日本語の勉強の方はどう？　最近はあんまり手伝えてないけど──」

　実を言えば学校の運営が本格的になってからは、僕も忙しく、彼女の日本語の勉強を見てあげられなくなっている。とはいえ、基本的な読み書きはもうできる水準に彼女はなっているので──自習でも効果はそれなりに上がっているはずだけど。

「なんとか……」

　と少しはにかんだ笑みを浮かべるミュセル。

「旦だん那な様のお言葉も、魔章指輪がなくてもかなり分かるようになってきましたし」

「それはすごいね」

　と言いつつ──実は僕もそれは同様だった。

　特に意識して勉強しているわけではない。けれど、常に二ヵ国語放送状態というか、同時通訳状態というか……魔章指輪の翻訳機能で脳に直接送り込まれる意味イメージと、耳で直接に受け取るエルダントの言葉が、最近は違和感なく馴な染じむようになってきている。

　確かに半年もエルダントの言葉を聞き続けていたら、それなりに慣れるのだろう。門前の小僧習わぬ経を読む、というやつだ。

　さすがに文字は習っていないので、読み書きはまったくできないのだけど。

「旦那様は……」

　ミュセルはふと思い出したかのように言った。

「いつか祖国にお戻りになるんですよね？」

「まあそうなんだろうけど──」

　となんの気なしに返事をしてから気付いた。

　正直──この〈アミュテック〉に永久就職したなんて僕は考えていない。いつかは日本に戻るときが来るのだろう。そのときにこの異世界のことが向こうの世界でも識しられるようになっていたら話は別だけど、そうでないなら、『機密』という壁が自由な交流を阻む。

　それはつまり、ミュセル達ともいつかは別れるときが来るということだ。

　以前、ミュセルは「いつか旦那様がお国にお帰りになる際に……連れていっていただけたら……と」と言っていた。それは単に、旅行というか観光というか──『外国に行ってみたい』程度のことなのだと僕は思っていた。

　けれど……神聖エルダント帝国の現状をいろいろ知って、それがそんな気軽な話ではないということを、今の僕は理解している。

「戻るとしてもずっと先だと思うよ」

　僕はとりあえずそう答えた。

　実際──未いまだ信用がないのか、日本への一時帰省の許可は出ていない。的まと場ばさんはしょっちゅうあっちとこっちを行ったり来たりしているようだけど、くだんの超空間通路がどこにあるのかは、聞いてもはぐらかされるばかりで、教えてくれない。

　逃亡防止策の一環なのだろう。

　僕ですら自由に日本には帰れないのだ。

「ミュセルは、その、僕がここの仕事を辞めて、日本に戻るってことになったら──その」

　照れくささで背中が痒かゆい。

　少し躊ちゆう躇ちよしてから──僕は改めて確認した。

「この神聖エルダント帝国を出て、僕と一緒に、日本に移り住みたいとか、思う？」

「はい」

　即答だった。

　まるでそう聞かれるのをずっと待っていたかのように。

「……そっか」

「はい」

　改めてそう言ってから……ミュセルは、少し怯おびえたように付け加えた。

「許されるなら……ですけど」

　それはたぶん、二重の意味がある。

　僕が許すという意味と。

　そしてエルダント帝国や日本国が許すという意味と。

　前者はまあ、問題ないけれど、後者は──微妙だ。

　たかが半年。されど半年。

　僕にとっては一緒に暮らしたミュセルやブルークは、半ば『家族』になっていた。自宅警備員時代の両親や妹よりも、ずっと距離感という意味では近しい。特にミュセルは一緒にテロの現場も経験したから、なおさらだ。

　美み埜の里りさんももちろん、一緒に暮らしているし、テロの現場も一緒に経験したけれど、どこか的まと場ばさんと彼女は背後に日本政府が──その思惑がちらつくような感じがして。薄皮一枚分だけど、隔てられている感じが消えない。

「…………」

　そもそも僕は本当に日本に帰してもらえるのか？

　いっそ神聖エルダント帝国に永住するか？

　そんな馬ば鹿かな考えも僕の脳裏にはちらついてしまう。

　だが根っからのオタクである僕が、こちら側に永住なんてたぶん、できない。いつかは窒息するかのように、アニメや漫画や小説やゲームを求めて、『日本に帰してくれ！』と叫んじゃうだろうなあ、と想像がついた。情けない話だけど。

　それに──

（僕は本当にこの神聖エルダント帝国に移住する資格があるか？）

　あのアレッシオの言葉が正しいなら、僕は──侵略の尖せん兵ぺいなのだ。

　僕にそんなつもりはないし、決定的な証拠も証言もない。

　しかし否定するものもない。

　的まと場ばさんは答えをはぐらかした。

　つまり──

「……旦だん那な様？」

　いつの間にか僕は俯うつむいて難しい顔をしていたみたいだ。

　ミュセルが僕の横顔を覗のぞき込こむようにして心配そうな表情を向けてくる。

「あの……どうかなさいましたか？」

「いや。なんでもない。なんでもないよ」

　僕は笑顔を取り繕ってそう言った。
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　夕食後──僕はエルビアの部屋に向かっていた。

　彼女の部屋は二階に幾つか並ぶ客室の一つだ。ちなみにその隣は美み埜の里りさんの部屋で、実を言えばエルビアの部屋には盗聴器とカメラが仕込んであって、彼女の動向を逐一監視している。さすがにどうかと思うけれども、彼女がスパイであるのは間違いないので、僕としてもこの処置について異論を差し挟むことができなかったりするのだ。

　まあそれはさておき。

　僕が改めてエルビアの部屋に向かったのは、彼女が夕食に出てこないからだ。

　実は彼女は、うちにお抱え絵師として住み始めてから──正確には僕が日本から取り寄せた画材と資料を与えてから、ほとんど部屋から出てこない。一応、朝と夕の食事は一緒にとろうと提案しているのだけど、食堂に姿を見せないのだ。

　本来ならば僕は、そんな彼女の態度をたしなめないといけない立場にある。

　けれど──ブルークが、ひどく眠そうなのに、僕に言われたからと朝食に参加する様子も見ているので、強制するのも気が引けた。さらに言えば……一年も引きこもりを続けていた身としては、彼女に対して何か偉そうに言えた立場ではない。

　そういうわけでこの半月近く、僕は彼女を放置していたのだけれど。

　さすがにここまで部屋にこもりきりとなると、心配になってくる。

　もちろん、エルビアの様子は監視装置で確認できるが──『さすがに慎しん一いち君は駄目』と美み埜の里りさんに拒否されてしまった。まあスパイとはいえ、女の子の部屋の盗撮映像に変わりはないわけだから、駄目だと言われれば僕としても引っ込むしかない。

　まあそういうわけで──僕は自分の目と耳で彼女の様子を確かめることにしたのだ。

「エルビア？」

　僕は扉越しに彼女に声を掛けた。

「エルビア？　起きてる？」

　返事はない。

　僕は扉に手を掛けると──軽く引っ張ってみる。

　開いた。鍵かぎはかかっていなかった。

「えっと……お邪魔しますよ？」

　僕は言い訳のようにそう呟つぶやきながらエルビアの部屋に入った。

　そこで──僕は目を丸くして凍り付く。

「…………うわ」

　部屋には足の踏み場もないぐらいに大量の本が置かれていた。

　大半は漫画で──中には大判のイラスト集なんかも混じっている。

　しかも何冊かは開かれた状態で、上に燭しよく台だいだのなんだのを重しにして固定されていたりする。見れば『かっこいい男の子キャラの描き方』『かわいい女の子キャラの描き方』『衣装の描き方・塗り方』など……キャラクターの描き方を解説するページばかり。

　でもって……円形に広げられた本の群れ中央にいるのは、もちろん、エルビア。

　彼女は床に直接あぐらをかいて座っている。

　しかもエルビアは半裸だった。

　とりあえず胸と腰には黒い布を巻いているけど、これがまたいい加減というか、胸にさらし、股またにふんどし、という感じ。はっきり言って下着といえるようなもんじゃない。

　でもって、それ以外は素肌剝むき出だし──と言っても良いのかどうか。彼女の肌にはあちこち、それこそ地肌が見えないぐらいに色とりどりの、木炭やらクレヨンやらの跡がついていて、とんでもない惨状を呈していた。あの洗濯物から想像はついていたけど、やっぱり、手に付いたクレヨンの破片は、そのまま面倒臭いとばかりに、自分の腹や太ふと股ももで拭ふいちゃってるのだろう。

　おかげであんまりエロい感じではないので、僕はそんなに焦らずに済んだけど。

「……エルビア？」

　まさかずっとここで絵を描き続けていた？

「……というかこれは」

　よく見ると壁際には、食い散らかした食事の皿が山積みになっている。ミュセルが届けたものだろう。なんというか──引きこもっていた当時の僕の部屋とよく似た惨状が、そこには現出していた。皿をペットボトルやカップ麵めんのスチロール容器と入れ替えれば、そのまんまである。

　……というか、下手すると何日も風ふ呂ろにも入ってないんじゃないか、これ!?

　ウェアウルフだろうがなんだろうが、年とし頃ごろの娘がそーゆーことじゃまずいだろおい!?

　同じく引きこもっていた自分は、いったん、心の中に作った棚の上に上げて──一応、僕は風ふ呂ろには入っていた、念のため──僕は想おもった。

「エルビア、エルビア！」

　僕は本と本との間にかろうじて存在する床を、まるで八艘そう跳びみたいに伝って歩きながら、否いな、跳びながら、エルビアに近づいて声を掛けた。

　彼女の周囲は、書き散らしたイラストで埋め尽くされている。

　それらをよく見て──

「これは……」

　驚いた。

　いわゆる萌もえ絵に、なっている。

　そこに描かれているのは、たぶん、ミュセルなのだろう。メイドさんが微ほほ笑えむイラストが何枚も。色こそ付けられていないが、完全にそれはオタク向きの──写実性とは違う方向に進化した漫画絵、アニメ絵系のイラストだった。

　前述の通り──この手の絵は、決して写実的ではないけれど、だから描くのは簡単、とか、本当に皆同じ絵、というわけではない。

　そもそも写実性が大事なのなら、写真には敵かなわないし、画家の個性なんて存在し得ない。

　むしろ『何を残して何を除くか』……記号的でありながらも、その取捨選択が、そしてその先にあるデフォルメその他の『あえて加えられる非現実的な要素』こそが、この手のイラストの真骨頂であり、描かき手ての個性──だ。

　その意味で、そこには確かに『エルビアの萌え絵』があった。

　彼女なりの解釈で、ミュセルというメイド少女を描くうえで必要な情報を残し、不要な情報を排し、さらには可か愛わいらしさを強調するうえで、少し頭身まで縮めている。

「すごいよ、エルビア、こんな短期間で──」

　と僕は彼女の偉業を褒ほめ称たたえるが、肝心のエルビアは未いまだ、延々と紙の上にデッサン用の木炭を走らせている。

「あの……エルビアさん。おーい、ねえってば。エルビア～？」

　駄目だ、まったく反応しない。

　彼女が今描いている絵を肩越しに覗のぞくと、背景も含めて漫画の一ページをそのまま移植したような出来栄えのイラストに陰影を入れている最中だった。窓辺に座ってにっこりと笑っているミュセル──だろうたぶん──のイラストは非常に愛らしく、着色されていなくとも十分に萌もえられる。

　ただ……

「……でもこれは」

　何か──言いようのない不安を覚えて僕は立たち竦すくむ。

　なんだろう。何か取り返しのつかないことをしてしまったような気がする。

　言葉にはできないけれど、ひどくヤバイ気がするのだ。

　エルビアが一生懸命に萌もえ絵を覚えてくれているのはありがたい。そうなるように仕向けたのはもちろん──僕だ。

　しかし……

　急速に変化するエルビアの画調。

　なんかその変化が早過ぎて──危険な気がしてしまうのは、考えすぎだろうか？

　形にできない慄りつ然ぜんとした想おもいが僕の脳裏に渦を巻く。

　そして──

「──エルビア!!」

　ほとんど発作的に、背後から彼女の手を摑つかんで止めようとした。

　結果的にしかし、それは彼女を背後から抱だき竦すくめるような格好になったけども。

「おわ、びっくりした!?」

　ようやく──まるで憑つき物ものが落ちたかのように、エルビアは身を震わせてそう言うと、手を止めてくれた。

「シンイチ様、部屋に入るなら入るで声を掛けてほしいッすよ？」

「掛けたよ何度も！」

「そ、そうすか？　いや、すまんこってす、アタシ、どうも描きはじめると他のことがどーでもよくなっちゃうタチで」

　と苦笑するエルビア。

　ああ。それでついついもっとよく見て描こうとして屋敷に近づいて、美み埜の里りさん達に捕まっちゃったりしたわけね。

　いやそれはさておき。

「……っていうかシンイチ様？」

「なに？」

「あの……まあ、そーゆーのは、別の場所で」

「え？　──わあっ!?」

　思わず僕はエルビアの胸をわしづかみにしていた手を離し、彼女の背中から離れた。

「ごごごごごめん!?」

「いやまあ。別にいいっすけど」

　と朗らかに笑うエルビア。

「むしろなんだかちょっと誇らしいつーか」

　と言ってエルビアは頰ほおを搔かく。

　あ。顔にクレヨン付いた──じゃなくて。

「は？　なんでまた」

　セクハラかまされて誇らしいとか、どーゆー心理？

「アタシ、ウェアウルフっすよ？」

「知ってるよ」

　今もケモノミミとケモノシッポが彼女は剝むき出だしだ。下着姿だからこそよけいにその点が強調されて見える感じ。

「でもってシンイチ様は人間っしょ？」

「そうだけど……」

「気持ち悪くないっすか？」

「……なにが？」

「だから、その、耳とか尻しつ尾ぽ」

　と言ってエルビアは自分のケモノミミと、それからフンドシ状の下着からにょろんと出ているシッポを指差して見せた。

「……気持ち悪い？　いや、全然。つーかどんな萌もえポイントだよって感じ」

　初めて見たときは、さすがに生のケモノミミとシッポに多少、驚きはしたけど。

　でもすぐにそんなのは気にならなくなった。まあオタクにとってケモノミミとシッポは、定番で重要な萌もえポイントであって、決してマイナスポイントではない。

「……って、ひょっとして、こっちの世界、もといエルダント帝国とか、バハイラム王国とかじゃ、ケモノミミやシッポって気持ち悪いとか言われんの？」

「ええまあ」

　と苦笑するエルビア。

「もちろん、ウェアウルフの間じゃそうでもないっすけどね。ほら、バハイラム王国もエルダント帝国も、その他の国も、だいたいは人間支配っすから、人間の姿形がいちばん美しいって価値観が主流っすよ。中にはウェアウルフのくせに、耳と尻尾が気持ち悪いって切り落とす奴まで出てきたり」

「……あ」

　なるほど──そういうことか。

　人間の美的感覚なんて、その時代や地域によって変わる。

　二次元イラストで性的に興奮できちゃうオタクもいれば、『あんな目ばっかりでっかい絵でヌケる奴の気が知れない』と言う一般の人もいるわけで。そういえば江戸時代の春画なんてのも、もともとはそういう目的のためのもののはずだけど──あれはあれで、僕ら、現代のオタクは全然萌えない。

　ウェアウルフはウェアウルフで、本来の自分達の姿を美しいと感じるのがいちばん自然だけれど、人間支配の期間が長ければ、彼らすら、人間の側の価値観に馴じゆん致ちされてしまう可能性があるのだ。

「だからまあ、逆に人間の男性がアタシにムラムラしてくれたんなら、それはそれで、ちょいと誇らしいっすよ」

「いや、あの、ごめん、そういう意味で抱きついたんじゃないんだ」

　いや、改めてそんなこと言われると、実はムラムラしちゃってますけど、それはまた別の話。鎮まれ僕のムスコ。今はそーゆー話じゃないんだ！

「あ。そうなんすか。残念」

　と屈託なく笑うエルビア。

　ああ、なんかこう──いいなあ。

　ミュセルやペトラルカみたいな、繊細な可か愛わいらしさや、煌きらびやかさはないのだけれど、素朴な魅力があるというか。大おお雑ざつ把ぱなその物腰がまた、飾らない色気になってるっていうか。ウェアウルフという要素が、それをさらに倍加させている感じ。

「命の恩人でもあるし、シンイチ様になら押し倒されてもいいかなとか思ったっすよ？」

　と言って笑うその顔も、むしろ朗らかな感じ。

　全然、淫いん靡びじゃないのがちょっと残念だけど。

「……あ、ありがとう」

　僕はとりあえずそう答えておいた。

「それよりも──エルビア。ものすごく集中していたけど、どんだけ描き続けてるの？」

「さて。どうだったすかね」

　と彼女は壁際に積まれた皿の方を見る。

「ひいふうみいよ……んー。五日ぐらいは」

「長っ!?」

　それはどう考えてもやばすぎだろ。

　確かぶっ通しで三日だか四日だかネットゲームをやって、死んじゃった人がどこかの国にいたとか報道されていたような。

「とりあえずちょっと休んだら？」

　と勧める僕だけど、エルビアはあっさりと首を横に振った。

「いいっす。もうちょっと描いていたいんで」

　体の脇わきに置いてある荷物へ手を突っ込み、新しい木炭を取り出すエルビア。

　まだ描く気なのか。

　これはもう向上心とか、そんなんじゃない気がするけど……

「……なんで、そんなに熱中できるの？」

　僕の中で改めて形のない不安が蠢うごめく。

　けれど──

「なんで、ですかねえ？」

　きょとんとした感じの目で僕を見上げると、エルビアは唸うなりながら首を捻ひねる。

「うーん？　たぶんアレっすかね」

「アレ？」

「気晴らしっていうか、違うっすね。なんだろう」

　そう言ってエルビアは肩を竦すくめた。

「ウェアウルフってのは、狩猟本能や闘争本能が強いんすよ。だけど、国家に属する以上は本能の赴おもむくままにってわけにもいかないっすしね。迂う闊かつなことやったら、人間よりも重罰食らうっすよ」

「……そうなんだ」

　まあ身分差が当然の世界なのだ。同じ罪を犯しても身分の高い者は軽く済む──それはむしろ当然の考え方なのかもしれない。

「そうなんす。で……まあ、多くの場合に、そういう狩猟や闘争の衝動を逸そらす教育されてるんすけどね。アタシの場合、それが絵だったっていうか……じっと何かを見つめて、それを絵に描くことで、狩りをしたい気持ちを逸そらしてるっつーか？」

「……代償行為……か」

　僕は呟つぶやく。

　おそらくもともと優れている五感を、全力で使って、目標を『捉とらえる』という行為が、狩猟本能にとっての代償行為として働いているのだろう。

（──そうか）

　一つ納得がいった。

　絵を描く際に彼女は写実性を追求しているのではなく、対象物の匂においや体温までも再現しようとしているのだ。五感をすべて駆使して獲物を追う──狩りの代償行為として。

　だからこそ彼女の絵は、彼女独自の解釈が加わったイラストへと変化しやすかったのだ。

　とはいえ──

「ちょっと残酷な話だね」

「……残酷、っすか？」

　エルビアはきょとんとしてそう言う。

「つまるところ、人間側の都合で本能を──本来あるべき姿をねじ曲げられちゃってるんでしょ？」

「あー……まあそう言えなくもないすけど。実際仲間の中にはそれが嫌で山野にくだっちゃった奴もいるっすけどね」

　頰ほおを搔かきながら、エルビアは苦笑を浮かべた。

「でもアタシは、これで良かったと思ってるっすよ。絵を描くのは楽しいし、昔ながらの弱肉強食じゃ、長生きできないっすしね」

「なるほど……」

　自然のままにというのならば、文字通り獣のような生き方をするべき、ということになってしまう。弱肉強食という生活様式ならば、ウェアウルフ本来の生き方にはなるのだろうけど、能力的に劣る者や、年をとって衰えた者は、その天寿を全うせずに死んでいくことになるのだろうし……

　ということは人間側の都合の押しつけも、悪いことばかりではない？

「さて、もう一枚いきますか！」

　胸の内で懊おう悩のうする僕の傍かたわらで、エルビアは自分に気合を入れるように宣言──再び木炭を紙の上へ走らせ始めた。
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　学校はやはり順調に運営されていた。

　いや──順調すぎると言っても良いぐらいだ。

　あんなテロ事件があった後だとは思えないぐらいに、神聖エルダント帝国の中では僕の『オタク養成所』は好評であるらしい。正規の生徒はもちろん、人数が限られているのだけれど、『見学』の名目でやってくる地方貴族の子弟も増えてきた。中には大人ですら『入学したい』と言ってきて、どう扱ったものかと、困る場面すらあった。

　僕は美み埜の里りさんを助手みたいにして、生徒達に日本のエンターテイメント作品、オタク作品を幾つも幾つも紹介していった。

　そして生徒達は、僕やミュセルがそうだったように──同時通訳の強みか、若いからか、あるいはもともと才能があったのか、どんどんと知識を吸収してオタクへの道をまっしぐらに進んでいるように見えた。

　いや。実際に彼らは進んでいたのだ。

　それも僕が予想した以上の早さで。

「みんな、おはよ──」

　そう言って僕は今日も教室に足を踏み入れる。

　いつものように──だ。

　しかし……その日の生徒達の反応はいつもと違っていた。あるいは兆候はあったのかもしれないけれど、僕はそれをうっかり見逃していたのかもしれない。

　そう。変化は常に段階を追って現れるとは限らない。

　一定量に達したある日、爆発的に発現することもある。

　アレルギー反応のように。

　つまり──

「せんせえええええええええ!!」

　一瞬、怒鳴られているのかと僕は錯覚した。

　それほどに情熱というかなんというか、強い感情の迸ほとばしりを伴った叫び声が、僕の顔面に叩たたき付つけられる。思わず僕が一歩後ずさりしちゃうほどに。

　でもってその直後……声の後を追うようにして生徒達が押し寄せてきた。

「うわ──な、なに!!」

　入ったばかりの教室から押し出されそうになりながらも、なんとかそこに踏みとどまる僕。

　僕を取り囲んだ総数五十人あまりの生徒達は、鼻息を荒くして口々に喚わめきたててきた。

「〈ポップ・ドラゴン〉はいつになったら十三巻が届くんですか！」

「……え？」

　僕は思わず間の抜けた声を漏らしていた。

　だがそんなこちらの反応には構わず彼らはむしろ、殺気立つような勢いで次々に問い掛けてくる。なんというか乱暴こそされないものの……『暴徒』とか『コミケ三日目東館壁際』とか『男津波』とか、そんな言葉が僕の脳裏を過った。

「待て待て、それより美少女ゲームが先だ！　〈地獄天使リュミエール〉の新作！」

「先生、アニメ〈おさむらい７〉に第十二話の欠番があるって本当ですか!?」

「それよりも〈遊びにきたヨ！〉の最新刊のあとがきで副艦長をヒロインにしたスピンアウトものがあるって書いてあったんですけど、それってもう書棚にあります!?」

　…………等々。

　まるでスクープに群がる新聞記者みたいなノリで、次から次へと押しかけては質問を投げ掛ける生徒達。口々に叫んではいるけれど──おおむね彼らの意見をまとめると『新作はいつ手に入るのか？』ということのようだった。

「ちょ……待って……待て、落ち着いて！」

　僕は両手で彼らを制しながら喚わめく。

　どうも皆、漫画やアニメやゲームの『おかわり』に飢えているらしい。

「とにかく静かに!!」

　僕が喚わめくと──室内は音声のスイッチを切ったみたいにプツンと静まり返る。

　どこかでそういう訓練でも受けたのかってくらい、統制が取れた反応だった。

　恐るべし封建社会。

　いや。今畏おそれるべきは、そこじゃなくて──

「えっと……」

　一同を見回してから、僕はゆっくりと口を開く。

「君達の気持ちはよく判わかる。けど、今は──ないんだ」

　厳密に言うと『新作がない』というのは入荷待ちという意味ではなく──言葉の通り存在しない。連載中でまだ単行本になっていなかったり、開発が途中だから発売されていないということで。こっちに持ち込む以前に、日本でもまだ生産されていない。

　すると──

「おおっ……おおっ……」

　生徒達はまるで、死刑宣告を受けたような表情を浮かべた。

「偉大なる伝道師よ──どうか我らに新たなる萌もえを下したまえ！」

　い……祈られた!?

　涙ながらに切々と訴えてくる生徒は一人じゃなかった。二人、三人と次々に跪ひざまずく。

　しかも相手はエルフとかドワーフとかも混じってるうえに、男女均等だ。なんというかものすごく不思議な光景だった。

「乙女の愛らしい姿絵を授けたまえ！」

「美少年の絡みも授けたまえ！」

「宣託を、新たなる啓示を我らに下したまええ!!」

　ちょっと待て君ら。

　いくらなんでも毒されすぎじゃないのか!?

　すでに──教室はオタク文化に汚染された者達の礼拝堂と化していた。

　しかもこの場合僕が教祖なのか!?

　冗談じゃないぞおい!?

「ちょ……！」

「おおっ……おおっ……」

「せんせえ……せんせえ……」

「おおおお…………おおお…………」

　とてもじゃないがこれは……授業どころではない。

　まるでゾンビの如く両手を掲げて迫ってくる生徒達を前にして、頰ほおを引ひき攣つらせながら僕は後ずさる。

　そんな僕の襟首を摑つかんで引っ張りながら──

「はい、今日は自習ッ!!」

　と叫んでぴしゃりと扉を閉めたのは、美み埜の里りさんだった。

　扉越しに悲鳴じみた嘆きの声が──まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんといった感じの声が聞こえてくるけれど、僕達は聞こえないふりをして全力でそこから離脱した。

「はあっ……はあっ……」

　どこをどう走ったのか。

　息が切れて徐々に減速、僕は廊下の片隅でようやく立ち止まる。体をくの字に折り肩を上下させて呼吸を整えると──のしかかる疲労を感じて、僕は壁に寄りかかった。

「……慎しん一いち君」

　と横に立っている美み埜の里りさんが呆あきれたような声を掛けてくる。

　さすが自衛官、僕は全力疾走していたつもりだったけど、普通に彼女はついてきていたらしい。息も乱れていないのは本当にさすがだ。

「まあ……気持ちは分かるけど」

「なんなんですか、なんなんですかあの状態……」

　そう問いながらも僕には、おおよそ理由が分かっていた。

（……加速がついちゃったんだ）

　日本語を学ぶのも、オタク文化に親しむのも、常に一定のペースというわけじゃない。

　むしろある一線を超えると学習速度も作品の消費速度も急激に上がる。彼らのオタクとしての進化っぷりに、作品の供給が追いつかなくなってきたのだ。

　しかも──

「……あの」

　不意に僕達は横手から声を掛けられた。

　美み埜の里りさんと共に振り返ると、そこには妙齢の女性が立っていた。

「カノウシンイチ様でいらっしゃいますか？」

「そう……ですけど」

　その女性は金色の髪を結い上げて、落ち着いた焦げ茶色のドレスに身を包んでいた。指にはめた大粒の宝石を見るまでもなく、いかにも貴族の奥方です、って全身で主張しているような感じである。

「えーと……貴方あなたは？」

「わたくしはエルダント帝王より爵位を賜ったバルダレッサ・テオドロ・ペルティーニの妻、ラウレッタです。実はこの学校へ通っている息子のことでご相談が……」

　思いつめた表情でそう言うラウレッタさん。

「相談……ですか？」

「はい。是非に。どうか──」

　そこまで言って、ラウレッタさんは声を詰まらせる。

　なんというか──非常に追い詰められたような、憔しよう悴すいした雰囲気だ。

　正直言って今は他人の相談を受けている場合ではない気がしたけど、さすがにそんなご婦人を目の前に『今忙しいんで！　じゃっ！』とか断るわけにもいかず……僕達はラウレッタさんを促して廊下を歩き始めた。

「私の息子、エドアルドのことは……お見知りおきくださってますでしょうか？」

　廊下を進みながらラウレッタさんはそう尋ねてきた。

「ええ、まあ」

　僕は頷うなずいた。

「優秀っていうか──とにかく文字の習得が早くて」

　エドアルド・テオドロ・ペルティーニ。

　以前──ラノベを図書室で翻訳していた少年だ。

　年は確か十代半ば。カールした金髪が特徴の子で、いち早く、かな文字はもちろん、第一水準漢字までをも習得。飛びぬけて覚えが早く、飲み込みの早い子だった。おそらく学者肌というか、集中力が高くてこだわりが強いんだろう。

　つまりはオタク気質かたぎとも言えるわけで。

　オタク養成所という側面から見れば、彼はこの学校でも指折りの優等生だった。

　しかし──

「自慢の息子です……けれど」

　ラウレッタさんの表情は、何な故ぜか苦虫を嚙かんだように歪ゆがむ。

「それも、今は昔の話になってしまいました」

　歩みを止めたラウレッタさんにつられて、僕も立ち止まる。

　彼女は、とある部屋の方を指差した。

　開け放たれたままになっている扉。壁に『図書室』の札が下げられている。

「……？」

　そこから動こうとしないラウレッタさんをしばらく見つめてから……僕は図書室の中を覗のぞき込こんだ。

　図書室では静かに、と徹底してあるせいで、ここにはいつも静寂が凝っている。特に今は授業時間なので、大半の生徒は教室にいるはずだった。

　しかし──

「……あ」

　室内からは、筆を走らせる音が忙しげに聞こえていた。

　図書室の奥──一人で、机に向かっている少年の姿が見える。

　基本的には以前と同じ光景だ。

　違うのは……その物量である。

　塔のように積み上げた辞書や文庫本に左右を挟まれて、工作機械のようにとんでもない速度で羊皮紙に筆を走らせているのは──まさしく、そのエドアルドだった。

「…………」

　真剣そのものの表情を顔に貼はり付つけた少年は、目の下にうっすらと隈くまを作っていた。なんだか締め切りに追われている漫画家か作家といった風情。とてもじゃないけど、周りから将来を期待されていた貴族の子とは思えない──

「まるで何かにとり憑つかれたように本の話ばかり……」

　涙ぐんだ感じの震える声で訴えるラウレッタさん。

「見かねて本を取り上げると、屋敷から脱走して、発見するのはいつも学校で。貴族としてのたしなみに行儀作法や社交ダンスの家庭教師をつけようとすると、『そんなことより翻訳だ！』と喚わめいて手がつけられません……」

　かといってオタク文化そのものを息子の前で否定するわけにもいかない。

　なにしろそれは皇帝陛下のお気に入りなのだから……

「…………」

　僕は──愕がく然ぜんとした。

　オタク系作品の供給を断たれて、中毒症状を起こす生徒達。

　他のすべてを放ほうり出だし、ラノベの翻訳に没頭するエドアルド。

　それは──あまりにも僕には見覚えがあって。

「……僕は」

　好きな漫画やアニメやゲームやラノベで、興奮する喜びを皆と分かち合いたい。

　ただそう思っていただけだった。

　ただそう思っていただけだったから──肝心な部分を見落としていた。

　このエルダント帝国には、否いな、こちらの世界には、あまりに僕達の世界の娯楽は刺激が強すぎたのだ。それは確かにあり得ないほどの速度で広がっていったけど、それはつまり、早過ぎるがゆえの弊害をも生む可能性があった。

　それを僕は考えてもみなかった。

　アニメや漫画やゲームやラノベは──いや、おしなべてすべての物語は良いものだ。僕はそう思う。現実にはない事件や出来事を、仮想現実で追体験して、日常の疲れをとってくれるだけでなく、新たな視点を得られる契機にもなる──人生に潤いをもたらし、豊かにしてくれるのだ、という主張は今も変わらない。

　けれど……物事には適材適所というものがあって。適量というものもあって。

　そしてなんの調整もなく僕が持ち込んだそれらは、劇薬の如き効果をこちらの世界にもたらしていたのだ。

　何事にも、限度というものはあるのだ。

　一年も自宅警備員をしていた僕には言う資格がないかもしれないけれど──でも僕だからこそ実感して言えることもある。そして日本ならばともかく、このエルダント帝国においては僕以外には誰だれも言えないし言わない。

　エルダント帝国には……前例がない。

　オタク文化に没頭しすぎた者の行く末なんて誰だれも知らないし、楽しんでいるうちは『最悪の末路』なんて想像すらしないだろう。気が付いたときにはすでに手遅れかもしれないのだ。

　僕は全身の血が逆流する音を聞いたような気がした。

「僕が今までやってきたことは──」

　足場が脆もろくも崩れていくような感覚を覚えて、僕はその場でへたり込みそうになった。
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　その日の授業はすべて自習を宣言して──僕は屋敷に戻ってきた。

「…………」

　もうとてもじゃないけど、教壇に立って偉そうに講説するなんて真ま似ね、できるはずがなかった。エドアルドは極端な例かもしれないけど、おそらく、彼に近い場所にいる生徒は数多いはずだ。そして彼らは──自分達がかなりやばいところに踏み込みつつあるのに自覚がない。

　僕は、自分がオタクで引きこもりだったから、分かる。

　一度そうなってしまうと、そこから抜け出すのは大変だ。

　薬でも反応は出ないし、法律でも禁止されてはいないけれど──オタク文化は麻薬だ。少なくとも同様の効果を発揮することがある。

　もちろん、いわゆる麻薬だって使い方によっては医薬品として役に立つ。

　物語は単なる辞書や専門書と異なり、すんなりと知識を身に付けさせてくれるし、感性を育てるのにも役立つと思う。好きな作品について誰だれかと話すのは楽しいし、口べたな人でも、趣味の領域では他人とよく会話できる──なんて例も珍しくない。そういう意味では社会性だって育ててくれる側面がある。

　だが、それもこれも『限度』というものを知ったうえでの話。

『薬は使用上の注意をよく読んでお使いください』だ。

　そして僕は何も考えずにその『薬』をこのエルダント帝国に持ち込んだ。

　結果……その刺激性の虜とりこになった人達は、限度を超えて、過剰服用を始めた。

　これが麻薬でなくてなんだ。

「──おや？」

　護衛役の美み埜の里りさんと屋敷の玄関をくぐると──そこに的まと場ばさんがいた。

　くすんだ色の背広をきっちりと着ている姿は、やっぱりどこか周囲の風景から浮いているように見える。中世ヨーロッパ風の風景の中に、現代日本の服装、という以上に……僕からすれば、『背広姿の官吏』っていうのは、別の価値観の象徴みたいに思えてしまうのだ。

　政治は、庶民にも分かりやすい義理人情とは、別のところで動いている。

　だから、そこに携わる人間も、やっぱり独自の価値観を持っているわけで。

「どうしたんだい？」

　的まと場ばさんは僕達の前で立ち止まって微笑した。

「まだ学校のある時間だろう？」

「…………ええ……まあ」

　僕はやや表情を強こわ張ばらせながら頷うなずいた。

　対して的場さんは柔和な笑みを浮かべている。

　いかにも『私は人畜無害ですよ』って感じで──しかし改めて考えれば、わざわざそう主張する人間が、本当に人畜無害なわけもなくて。

「うん？　どうしたの？」

　的場さんは僕の表情に気付いて首を傾かしげる。

「的場さん」

　僕は指輪を外しながら言った。

　万が一にも近くにミュセルやブルークがいて、この会話を聞いていたら、と思うと怖いのだ。もちろん、ミュセルはこの半年でかなり日本語を習得しているので、指輪を外していても内容を理解されてしまう可能性はあったのだけど。

「やっぱり僕は──侵略者なんですよね」

「…………」

　的場さんは瞬まばたきしてから、何かを問うように美み埜の里りさんの方に目を向ける。

　美み埜の里りさんは──無表情に頷うなずいてみせた。

「さすがにもう隠し続けるわけにもいかないかな。まあ仕方ないね」

　的場さんは──平然とそう言った。

　ちょっとした隠しごとがばれちゃって、オジさん困っちゃったなあ、てな雰囲気である。

　とても、国家的な陰謀について露見した際の、関係者の態度には見えない。

「ああ。誤解しないで聞いてほしいんだが」

　的場さんはあくまでも笑顔だ。

　ただしそれは僕にはもう、そういう形の仮面にしか見えない。

「これでも我々はいちばん、穏当な方法を選択しているんだよ？」

　それは分かっている。

　だけど、その選択は善意からではなくて、単に、それがいちばん効率が良くて、秘匿性が高いからだ。

　軍事的な侵略は効率が悪いうえに、米国をはじめ、他国に気付かれる可能性がある。そして万が一にも事態が明るみに出た際に、軍事的侵略は、憲法第九条にも違反するし、そうなれば関係者は間違いなく国内的にも国際的にも処罰を受ける。

　経済的な侵略は、そもそも経済体制が異なるうえに、適切な通貨レートを確保できない状態では、やっぱり無理がある。そもそもエルダント帝国の貨幣制度は、必ずしも僕達の世界の貨幣制度のような、しっかりしたものではないので、むしろ干渉しにくい。

　だからこそ彼らは文化侵略という方法をとった。

　しかもオタク文化を用いて。

「考えてみれば」

　僕は的まと場ばさんを睨にらみ据すえながら言った。

「文字を知らない一般人がエルダントの公用語より先に日本語を覚えれば、そればかり読むようになりますよね。価値観もちょっとずつ歪ゆがんでいく。つまり──ある種の洗脳じゃないですか」

「そうだね」

　悪びれた様子もなく的まと場ばさんは頷うなずく。

「それが問題だと？」

「問題でしょう!?」

　僕は喚わめいた。

　単に言葉だけの話ではない。

　僕はあの──エルビアの絵を思い出す。

　あれも、ある種の洗脳じゃないのか？

　エルビアは猛烈な速度で萌もえキャラの描き方を習得しつつある。むしろ完成にあと一歩で手が届くという段階だろう。たぶん、そのまま日本に連れて行ってもプロとして通用するに違いない。

　けれど。

　では……彼女が今まで培ってきた写実的な画の描き方はどうなる？

　この世界固有の伝統ある絵画技術へ、オタク文化の感性を上書きしていることにならないだろうか。伝統美術が流行に押しやられて徐々に立場を失い、居場所を追われるなんてよくある現象だ。




『この侵略者どもめ！』




『憂国士団』のテロリストに言われた言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　僕は──

「洗脳されていない人間なんていないよ、慎しん一いち君」

　的まと場ばさんは平然とそう言った。

「君だって、私だって、現代日本の価値観に洗脳されているんだから。テレビで、学校で、雑誌で、新聞で、インターネットで」

「それはでも僕が日本人で」

「そうだね。でも君の言う純粋で自由な文化なんて本当に存在すると思うかい？」

「…………」

　大なり小なり文化は政治の影響を受ける。

　それは──確かにその通りだ。

　江戸時代、風紀の乱れを取り締まるために、女性が歌か舞ぶ伎きの舞台に上がることを幕府が禁じた結果、野郎歌舞伎という文化ができあがった。そもそも歌舞伎は、出雲阿お国くにが──つまり女性が創始者とされているわけで、女性が演じるのが本来は当然だったのに、遊女が演じる女歌舞伎や、少年の役者が演じる若衆歌舞伎は、風紀を乱すとの理由から、おっさんしか演じることを許されなくなった──とか。

　萌もえだって同じだ。

　アメリカのような、局部を見せてしまうエロが主流の国は、もっとあけすけで、しかし大おお雑ざつ把ぱなものが多い。『秘してこそ花』じゃないけど、笑顔でスポーツみたいにエッチするんじゃなくて、どこか後ろめたさを淫いん靡びさを背景に持ちながら、それをいろいろな真綿でくるんで表現してきた結果として、日本の『萌え』はあるんだと僕は想おもう。そしてそんな後ろめたさや、真綿でくるまざるを得ないような表現方法は、日本の各種風紀規制がもたらしたものだ。

　ある種の危機的状況が進化を促すと言われるように……確かに、文化は、ある種の圧力の下でこそ、次の世代の花を開く。その意味で、確かに本当に『自由』な文化というものは……本当に政治や各種環境から影響を受けない文化なんてものは、存在しない。

　それは間違いない。

　間違いないけど……

「……的場さん」

　僕は背広姿のお役人を睨にらみ付つけて言った。

「まさかとは思いますけど」

「うん？」

「以前の、テロ事件──」

「いやいやまさか」

　的場さんは首を振った。

「それはないよ。見過ごしはしたけどね」

「…………なんだって!?」

　聞き捨てならない。

　僕は全身の毛が逆立つのを感じた。

　あの『憂国士団』のテロ事件。

　あれ以来……この神聖エルダント帝国内では、僕達のオタク文化持ち込みや、学校運営について、批判的な意見はほぼすべて封殺された。その最右翼がアレッシオ達だったわけだけど、彼らが凶悪な事件を起こしたことにより、『ニッポン文化』に拒否感を持つ者は、暴力的な凶悪犯罪者の同類だと認識されるような──非国民的だと判断するような空気がエルダント帝国内に流れ始めたらしいのだ。

　おかげで僕達の学校は順風満帆だ。

　だけど──考えてみれば、これはタイミングが良すぎなかっただろうか？

　そう思って僕は問うてみたのだけれど。

　まさか本当に…………

「そう怒らないでくれないか。確信があったわけではないんだよ。こちら側では我々の情報収集能力など、たかが知れているしね。ただ、予想はできた。文化侵略に対する拒否反応は、我々の世界じゃ、過去に幾つもの類例がある」

「…………じゃあどうしてエルダント帝国に忠告を」

「そんなことをしたら、エルダント帝国が自分達ですべて処理してしまうじゃないか」

　何を馬ば鹿かな、といったふうに的まと場ばさんは苦笑した。

「我々は今回の事件で、エルダント帝国内部の事件に介入したという『実績』がほしかったんだよ。そこを足掛かりに、自衛隊の活動範囲と権限を今以上に増やすためにね」

「…………！」

　さすがに、そこまでは僕も想像していなかった。

　だが言われてみればあり得る話だ。

「この国は立派な軍を保有している。だが、厳密にいって我々の世界でいう警察にあたる組織はない。もちろん、軍の兵士に頼めば犯罪者は捕まえるし、無法者を追い払ってくれるだろう。しかし、彼らはあくまで軍隊だ。戦争が始まれば庶民の小競り合いに関かかわっている暇はなくなり、暴力と略奪が横行して街は荒れる」

　戦争が始まればって言っても……そもそもエルダント帝国は、隣国と常に国境紛争を繰り返しているんじゃなかったっけ？

　ということは──

「そこへ、こちらから巡回警けい邏らの代行を申し出る。エルダントにとっては、まさしく渡りに船。役目を正式に委任されるまでいけば、日本政府の発言力はそれなりのものになるだろうね」

「…………」

　絶句する。

　相手の弱よわみにつけこむ──どころか、積極的に弱よわみを、作ろうという考えだ。

「貴方あなたは……人間として恥ずかしくないんですか!?」

「そう言われると私も弱いのだけどね」

　的まと場ばさんは眉まゆ尻じりを下げて困ったように微苦笑を浮かべる。

「上の決めたことだ」

「上のって……これだから役人は！」

「仕方ないだろう？」

　的場さんは肩を竦すくめた。

「しかしここまで気付いておきながら、君は、本質的な部分には気付いていないんだね」

「……え？」

　何か……のんびりとした的場さんの顔に、仄ほの暗ぐらいものが過ったような気がして、僕は身を強こわ張ばらせる。ことさらに喚わめき罵ののしるわけではない。けれど、だからこそよけいに──怖い。非日常を日常的に語るその口調が。

「これは国家機密だってことは知ってるよね？　前に言ったよね？」

「…………」

「つまりだね、機密保持のために、計画の遂行を邪魔する関係者は『処分』されちゃう可能性が高いんだよ」

「処分……」

　ってまさか。

「私も。古こ賀が沼ぬま一等陸士も。そして君もだ。君だって尖せん兵ぺいとして『不適格』──使えないと上が判断すれば、消されるかもしれない立場にあるんだよ。気付いてなかったかい？」

　的場さんは嚙かんで含んだような物言いで、ゆっくりと繰り返した。

「どうして君みたいな毒にも薬にもならない人材が、こんな国家機密のプロジェクトに引っ張り込まれたと思っているんだね」

　的場さんは──むしろ憐あわれむような目で僕を見ていた。

　オタクに向ける自称・一般人の目。

　マイノリティに向ける、マジョリティの──傲ごう慢まん。

「オタク文化に造ぞう詣けいが深いから？　優れた宣教師になる素質を見み出いだされたとでも？　そんなわけないだろう。最初にも言った通り、二次元作品を使った文化侵略は、あくまで上のお偉方にとって『試してみるか』程度のものでしかない。他に効果的な方法が見つかっていないからさ」

　確かにそれは──聞いたけど。

　でも。

「私が君を選んだのはね。上が出した『この世からふらっと消えても違和感のない、いつでも証拠ごと処分できる人間』という注文に合致していたからだよ」

　的まと場ばさんの言うその台詞せりふは。

　僕に──殴りつけるかのような衝撃を与えていた。





第四章　侵略者の憂ゆう鬱うつ







　僕は──独り溜ため息いきをついた。

　エルダント帝城でのことだ。

　三日に一度の登城の日なのだけれど──正直に言えば僕は自分の部屋から出たくなかった。こんなふうに思うのは久し振りだ。いや。エルダント帝国に来てからという意味ならば、初めてのことだった。

　本来ならば、登城の後で学校にも行かねばならないのだけれど……やはり気乗りしない。

　教える側になってまで、学校に行くのが憂鬱になるとは思わなかった。案外、先生達もこんな気持ちになっていたりしたのだろうかと、ふと、高校の教師達のことを思い出してみる。

　……上う手まくいかなかった。

　彼らの顔はもう忘却の霧に霞かすんで見えない。引きこもりだった時間を足せば、もう一年半も彼らの顔を見ていないのだから、当然だ。同級生達も──なんだか物語の中の登場人物のようで、ひどく、僕の中で現実味を欠き始めていた。

　それだけ、僕にとってこのエルダント帝国というところは、この半年で大きな意味を持つようになったということなのだろう。相対的に、あっちの世界の記憶が曖あい昧まいに霞かすんでしまうほどに。

　けれど──

「…………」

　城の中庭へと差し込む朝の光を浴びながら、僕はげんなりと、うな垂れる。

　あれから、僕は僕なりにいろいろと考えてみた。

　美み埜の里りさんにも質問をぶつけてみた。

　彼女は──多少躊ちゆう躇ちよする様子は見せながらも、もういまさらと思ったのか、一通りのことには答えてくれた。

　やはり日本政府は、最初からこの異世界を侵略するつもりなのだった。

　超空間通路を介して繫つながった異世界。

　日本はこの『前人未踏の地』に途方もない『利益』の匂においをかぎ取ったのだ。

　この異世界は宝の山だ。

　たとえば昨今、話題になることの多い『生物資源』。

　要するに特定の地域固有のバクテリアやある種の動植物が、使い方によっては多額の金になることが分かってきた。農業、医療、工業、そして果ては軍事まで。ゆえに各国はバイオ技術の発達に伴い、より利用価値のある遺伝子データを求めて、上は山脈から下は海溝まで調査の手を伸ばしている。

　だがこの生物資源が巨万の富を生む可能性が知れ渡るにつれ、その生物資源が存在する土地の所有者や、その土地が所属する国家が、生物資源の──つまりはそこから得られる遺伝子データの所有権まで主張するようになった。

　好き勝手に土を掘り返して、バクテリアを探し回る時代は、終わりつつある。

　そんなとき──ひょっこり現れたのがこの異世界だ。

　たぶん、政府関係者達は狂喜乱舞しただろう。

　完全にこちら側と隔絶された世界には、いったいどんな生物資源が存在するか……考えただけでも気が遠くなる。その種類たるや万や億のオーダーではないだろう。そして異世界側には生物資源の所有権を主張する者達はまだ、いない。

　取り放題だ。

　もちろん、生物資源に限らず、白人がマンハッタン島を先住民から詐欺同然に買い取ったのと同じく──相手は中世っぽい文化水準の世界だ、彼らが何も知らないのを利用して騙くらかし、搾取をするのは簡単だろう。

　たとえば電子技術の存在しない世界では、レアメタルやレアアースなんて、ただの土や岩でしかない。もちろん、異世界側にそういう物質があればの話だけれど。

　で…………

　この異世界、特にエルダント帝国を支配下に置くにあたって、いちばん簡単なのは武力侵略だ。

　だけど、自衛隊を動かすわけにはいかない。

　別に憲法第九条がどうの、などという、お綺き麗れいな理由じゃない。

　武力行使となると、それなりの数の武器や兵員を送り込まないといけないけれど、超空間通路は非常に狭く、また迂う闊かつに大兵力を動かしたりすると、他の国に嗅かぎ付つけられちゃう可能性があるわけで。

　特にアメリカとか中国とかは黙っていないだろう。

　でもってたぶん、他国に気付かれちゃうと、なんだかんだで弱腰の日本は、この異世界に対する権益確保の優先権を取り上げられちゃう可能性が高い。なんせ建て前はさておき、『自国の石油供給を確保する』という目的で中東情勢に介入しまくりのアメリカとかは、なんだかんだで理由を付けて介入してくるのは間違いないわけで。

　それに……もし秘密裏に自衛隊をこちらに派遣できたとしても、本当に勝てるのかという疑問は残ってしまうのだ。

『戦国自衛隊』なんて小説や映画があるけれど……近現代兵器で武装しているからといって絶対的に有利とは限らない。圧倒的物量が技術力の差を押おし潰つぶすなんて実例は、近現代の戦争史には枚挙に暇がないぐらいだ。

　しかも──異世界側には魔法がある。

　そもそも、これがどういう原理で作用しているものなのか、まだ日本側は解明できていない。下手をすれば僕達が気付いていないだけで、日本とエルダントじゃ、物理法則さえ異なっている可能性がある。でもって自衛隊の現代兵器は、電子工学と物理学の集大成と言っても良いから……物理法則の異なる世界では、予想だにしない機能不良を、大事な場面でいきなり起こす可能性だってあるのだ。

　とりあえず軽装甲機動車は動いていたようだけど……エンジン一つ動かすにしても、実は『こっちでは火の精霊がね』とか言い出されると、技術者も途方に暮れるだろう。

　また魔法がどの程度、軍事兵器として威力を持つのかも分からない。

　うっかり突撃して自衛隊が『ちちんぷいぷい』でカエルの群れに変えられる──なんて可能性も、皆無ではないのだ。

　だから日本政府は次善の策を考えた。

　文化侵略だ。

　かつてキリスト教の宣教師は、麻薬と並んで、侵略の尖せん兵ぺいとして使われたことがある。

　宗教は強力な洗脳装置だ。

　それを生み出した創始者やその直接的な後継者達の考えはいざ知らず──たぶん彼らは、そんなふうに自分達の教えが使われるなんて想像もしなかっただろう──宗教が生み出す結束力は、歴史を見ても判わかる通り、大規模な反乱や戦争を引き起こす。直接的に兵器を使わずとも、敵国を内側から壊すことも可能だ。

　だが今の日本に強い『中毒性』を持つ宗教は存在しない。

　仏教や神道は、そうした劇薬の如き性質を薄めさせることで、人々の生活に浸透しているし──逆に高い中毒性を保ったままの各種新興宗教は、政府が扱ううえで、むしろ危険性が高い。一歩間違えば、地続きの敵国を生み出すだけになってしまう。

　だからこそ、彼らは考えたのだ。

　麻薬や宗教に似て──しかしより扱いやすいものはないか、と。

　そしてその要望に合致したのが、オタク文化ということになる。

　でもって、日本政府が用意した罠わなに、のこのこ掛かった馬ば鹿かなオタクが──僕なのだ。

「くそっ……」

　この状況は、もう転がり始めた岩みたいなものだ。

　僕がここで退場しても──たぶん、日本政府は、次の馬鹿なオタクを見つけて僕の後あと釜がまに据えるだけのことだろう。そしてひょっとしたらそいつは、異世界を侵略することになんの躊ちゆう躇ちよもない奴かもしれない。

　ならば僕が、ここで計画の進行を拒んでも意味はない。

　的まと場ばさんの言うように『処分』されてしまうだけだ。

「…………」

　どうしたら良いのだろう。

　いっそ、何も気付かなかったふりをしておくか？

　侵略と言ったって中世のそれとは違う。いくらなんでも、日本政府がエルダント帝国を植民地化して、人々を大量虐殺のうえ、奴隷にするような、非道な真ま似ねはしないのではないか。

　いや……本当にそうか？

　前時代的な奴隷制度なんぞを日本政府が敷くとは思えない。

　けれど、間違いなく、搾取の構造はそこにできあがるはずだ。

　その結果として貧富の差は拡大し、ただでさえ身分差のあるエルダント帝国の国民達は、飢える者はますます飢え、ごく一部の者による独裁政治は、より苛か烈れつさを増す……北の某国だのなんだのを見るまでもない。たぶんそれは、僕らの世界だろうと異世界だろうと変わらない構図だ。

「…………」

　何か悪い夢を観みていたような気がした。

　それも延々と終わらないタチの悪いやつを。

　両手で顔を拭ぬぐって掌てのひらをじっと見下ろしてみる。

　けれど現実は現実として揺らぐこともないままそこにあった。目は醒さめることなく悪夢そのものの現実は僕の前に堂々と横たわっている。

　鬱うつ々うつとそんなことを考えていると──後ろから肩を叩たたかれた。

「──!?」

　ぎくりとして振り返ると……そこにいた銀髪の美丈夫が、眉まゆをひそめて僕の顔を覗のぞき込こんできた。騎士ガリウス。このエルダント帝国の若き重鎮……騎士にして大臣でもある大物だった。

「ひどく憂ゆう鬱うつそうな顔をしているな」

　騎士ガリウスはそう言った。

「どうした、シンイチ？」

「ええ、まあ。ちょっと……」

　曖あい昧まいな笑みを返す。

　まさか、よりにもよってこの人物に事情を話すわけにはいかない。

『僕はどうやら侵略の尖せん兵ぺいらしい』などとは。

　気まずさから僕は目を伏せてしまう。むしろそんなことをすれば、よけいに相手を不審がらせるのは分かっていたのだけれど──僕には他にどうしようもなかった。

「ふむ……？」

　目は足元に向けていても、騎士ガリウスが怪け訝げんの表情でこちらを見下ろしているのが、なんとなく分かる。これで気にせず立ち去ってくれるぐらいなら、最初から声など掛けてこないだろう。

　昼下がりの暖かな陽よう光こうが、やんわりと空気を暖めている。

　さすがに皇帝の御お座ざ所しよ──エルダント帝城、白亜のテラスを縁取る手すりから向こうに広がる風景は、植物公園のように広大だ。

　僕は重圧感を感じて、手て摺すりにもたれかかった。

「…………」

　肩越しにテラスを振り返る。

　少し離れた場所では、猫足テーブルに茶器や一口サイズのケーキを載せた銀の皿を広げて、ペトラルカが午後のお茶を楽しんでいる。同席しているのはミュセルと美み埜の里りさんで、ついつい気を使って給仕役に回ろうとするミュセルを、美み埜の里りさんとペトラルカが押おし留とどめていた。

　和やかで微ほほ笑えましい光景だ。

　けれどあそこにいるのは……侵略する者とされる者だ。そして侵略されている側はまだそのことを露ほども知らない。もしペトラルカやミュセルが真実を──日本政府側の思惑を知れば、どうなるか。僕にはあのお茶会の光景が、ひどく危ういものに……それこそ砂上の楼閣のようにすら見えた。

「──シンイチ」

　掛けられた声に僕は意識を目の前の騎士に戻す。

　ガリウスは、しかし僕ではなく、僕と同じようにペトラルカ達に目を向けながら言った。

「君は……前に、私に『騎士道』について語ったことがあったな」

「え？　あ──はい」

　いきなり懐なつかしい話を持ち出されて、僕は困惑する。

　考えてみれば偉そうなことを言ったものだ──侵略者の手先にしか過ぎない僕が。

「たとえば──シンイチ、君が持ち込んだ文化は、我々が長年築き上げてきた価値観を破壊する」

「──ッ！」

　その言葉に僕はぎくりと身を強こわ張ばらせる。

　だが騎士ガリウスは気にせず──あるいは気付かず、そのまま続けた。

「私は自他とも認めるエルダント帝国の騎士だ。そうあるように心がけてきたし……そのつもりだった。しかし、君に見せてもらった漫画というものの中に描かれている騎士を見て衝撃を受けた。正しくは陛下が私に読んで聞かせてくれたのだがな。『真の騎士とはかくあるもの』と……あれが、君達の国の、騎士道か」

「……それは……」

　そもそも騎士道や武士道といったものは、平和になった世界で、戦争しか能のない荒くれ者達をまとめて穏当な社会生活を送らせるために、後付けで作られたものだ。つまりはそれも一種の、政治的な洗脳の道具であって、それは、なんらかの必然があって生まれ出たものではなくて……

「最初は怒りを覚えた。我らの父祖から代々受け継がれてきた騎士道を、否定された心地がしてな。いや。今でもそれは変わらない」

　騎士ガリウスの口調は、しかし内容とは裏腹に淡々としていた。

「だが最近は……敗北感のようなものも、たまに感じるようになった」

「……え？」

　ファンタジーで騎士を取り扱った作品の多くは勧善懲悪だ。当たり前といっちゃ当たり前なんだけど──強きをくじき弱きを助ける彼らの姿は、英雄的に描かれている。

　綺き麗れいごとと言ってしまえばそれまでの、理想を貫くために戦う偶像。

　その姿を、本物の騎士であるガリウスはどう受け止めたのだろう。

　異世界から持ち込まれた偶像の騎士に敗北を感じ、負けを認める？

　それが本当ならば──すさまじく屈辱的なことだったに違いない。

　黙り込んだ僕を促すように、ガリウスは顎あごをしゃくる。

「私は──今まで、あんな光景を見たことがなかった」

　振り返ると陽ひだまりの中で楽しげな様子のペトラルカ。対面に座るミュセルは優しく微ほほ笑えみを浮かべているし、美み埜の里りさんも楽しそうだ。給仕役のメイドはミュセルとは別にいるのだけれど──壁際に立つ彼女らすら、和やかな雰囲気に包まれて、どこか、嬉うれしそうにしているように思えた。

「陛下は──ペトラルカは」

　ガリウスは呟つぶやくように言った。

「早くに両親を亡くした。政争でな。皇位継承権を争って……間が抜けたことに、毒を盛り合って双方共倒れだよ。先代の陛下はそれを嘆かれて、やはり一年後にご逝去され……結局、幼いペトラルカが帝位を継ぐことになった」

「…………」

　まだ子供といっても良いぐらいの彼女が、皇帝陛下の立場にいるってことは、何かそういった事情があるのだろう、くらいのことは想像がついていたけれど──

　いや。ちょっと待て。

　皇位継承権を争ってってことはたぶん……

「……ああ」

　僕の内心を察した様子で騎士ガリウスは苦笑した。

「ペトラルカの両親を毒殺したのは私の両親だ」

「…………！」

「ペトラルカが帝位に就いたのは──もちろん、計算上、帝位継承権第一位だったこともあるが、それ以上に、第一皇子派と第二皇子派、双方の派閥が保身のために奔走した結果の、妥協の産物だ。彼女を名目上の皇帝に据え、私を摂政の立場に置くことで、どちらの派閥も潰つぶされることなく残った」

「……それじゃあ」

　ペトラルカは飾り物の皇帝ってことに……

「無論、ペトラルカもその辺のことは知っている。知っているから、ことさらに皇帝たらんとしていつも張り詰めていたように想おもう。自分の両親や叔父夫婦が、毒を盛り合って死んだ……そんなことを繰り返さないために、自分が堂々と皇帝を務めようとしてきた。同時に私にもずいぶんと気を使ってきたようだ」

「…………ペトラルカが」

　そんな立場にいたとは……さすがに僕も知らなかった。

　けれど、考えてみれば、明らかに子供の皇帝陛下、なんてものが存在する方がおかしいわけで、そこには何か歪いびつな権力構造があって当然のことなのだ。

「だから私は、両親の死後、あんなふうに年相応の笑顔を見せるペトラルカを──従い姉と妹こを初めて見たよ」

「…………」

　絶句する僕をどう思ったか──騎士ガリウスは少し寂しげに笑って言った。

「ペトラルカには、『お気に入りの臣下』はいても、『友』と呼べる者はいなかった。そんな彼女が本当の意味で心を許せる相手に恵まれたのは──君の、そして君の持ち込んできた文化のおかげだ」

　騎士ガリウスははっきりとそう認めた。

「感謝している」

　その言葉にはなんのけれんもなくて。

　あるいは……この美形騎士にも、ペトラルカにとって、ただ単に『良い従兄弟のお兄ちゃん』でいたいと思う日があるのかもしれない。

「…………でも」

　僕はやはりそこで言葉を失う。

　でもそれは……ただの偶然で。

　もともと僕が持ち込んできたオタク文化は……いわば侵略兵器で。

「何を悩んでいるのか、詳しいことは知らんが。シンイチ。君は胸を張って良いぞ。弱き者どころか、皇帝陛下をもお救いしたのだからな」

　そう言い残して、騎士ガリウスは踵きびすを返した。

　お茶会の輪に加わるべくペトラルカ達の方に歩いていく彼の背を見送って──僕はけれどやっぱり溜ため息いきをつくしかなかった。

　誇るだなんてとんでもない。

　騎士ガリウスに席を譲る形で美み埜の里りさんが立ち上がり、入れ替わるようにこちらに歩いてくる。彼女は何か意味ありげに僕と騎士ガリウスを見比べて笑った。

「慎しん一いち君」

　美み埜の里りさんは僕の傍かたわらに立つと耳元に口を寄せて囁ささやいてきた。

「なんだか良い雰囲気だったね？　他人が割り込む余地なしって感じ」

　まるで同性の友達から、甘酸っぱい恋の話を聞きだそうとしている女学生のようなテンションで脇わきを小突かれる。

「いやないから！」

　僕は悲鳴じみた声で言った。

「美み埜の里りさんが期待しているよーなＢＬでヤオイな展開とか全然ないから！」

「またまた。恥ずかしがらなくていいよ？」

　と美み埜の里りさん。

　この人は……

「──美み埜の里りさん」

　僕はふと口調を切り替えて言った。

「………もし、僕がやめたいって言ったらどうなります？」

「…………」

　彼女が答えるまでには少しの間があった。

「少なくとも、今の話、的まと場ば局長の前では口にしない方がいいよ」

　真ま面じ目めな顔をして美み埜の里りさんは言った。

「君はもう自分が何者で、何をやっているか知っちゃった。政府が知りすぎた奴をどうするかなんて、君の好きな漫画やアニメや小説で──それこそ、いろんな媒体の作品で繰り返し、繰り返し、描かれてきたことでしょ？」

「……まあそうですね」

　分かってる。分かってるからひたすら気が重い。

　そこへ──まるで狙ねらっていたかのようなタイミングでペトラルカの声が聞こえてきた。

「うむ。オタク文化は良いものじゃ。見識を高め世界を広げてくれる！　今後は基礎教養として貴族の間にも広め、ゆくゆくは庶民にも学ぶ機会を設けよう。いや、政治や裁判についてもオタク文化の考え方を──」

「──駄目だ!!」

　僕はほとんど反射的にそう怒鳴っていた。

　テラスの空気が凍る。

　一瞬にしてさきほどまでの和やかな空気は消きえ失うせて──奇妙な緊張感が辺りに満ちる。

　ペトラルカとミュセルは驚いたように目を丸くし、騎士ガリウスも怪け訝げんの表情でこちらを見つめ、そしてメイド達はむしろ怯おびえたような表情で立ち尽くしている。

　そして──

「何な故ぜじゃ？」

　ペトラルカは眉まゆをひそめて尋ねてきた。

「何が問題じゃ？　シンイチ。何な故ぜそなたがそんなことを言う？」

「…………」

　僕は答えられない。

　答えられるはずもない。

「シンイチ──汝なんじはオタク文化の伝道師ではなかったのか？」

「それは……」

　僕はただオタク文化をこの世界に持ち込むだけだと思っていた。

　たかがアニメや漫画や小説やゲームなのだと。それはただそれだけのもので、それ以上の意味など何もないのだと思っていた。僕はオタクのくせに──自分が愛してやまないそれらのものの『威力』を見誤っていた。

　薬も過ぎれば毒になる。

　慣れない身には薬など毒と大差ない。

　ろくに娯楽文化の育っていなかったこのエルダント帝国に持ち込まれたオタク文化は、僕の想像以上の浸透力を持って、広がりつつある。まるで──細菌兵器のように、ものすごい勢いで感染者を広げていく。それは文化の爆ア発ウ的ト感ブ染レ拡イ大クだ。

　当然……急激な変化はいろいろな軋あつ轢れきを生む。

　ペトラルカとミュセルが仲良くなったように……それは良い結果を生むことだってあるだろう。それは間違いない。けれど、同時に、それが問題を多発させる可能性だって同じぐらいにあるのだ。

　破壊はあくまで破壊。

　従来の体制や概念にほころびが生まれ、整合性をとろうと継つぎ接はぎしている内に理屈がかみ合わなくなっていくだろう。自由平等を基本とする世界で造り上げられたオタク文化が、この階級社会にいきなり持ち込まれた場合──それは場合によっては、国家体制を覆す反体制思想の温床にもなり得る。

　それまで政府の情報統制下にあった国が、インターネットの普及で国民を抑え込めなくなり、体制が崩壊した、なんて例は幾つもあるのだから。

　もしそうなればエルダント帝国は──ペトラルカはどうなる？

　今まで社会を回していたシステムは瓦が解かいする。権力は名ばかりのものに成り下がり……組織は十分に機能しなくなるだろう。反乱が勃ぼつ発ぱつし、既存の方法では国を維持できなくなる。

　それこそ日本政府の思うつぼだ。

　考え過ぎか？　この想像は頭の悪い妄想か？

　そうであってくれれば……どんなに良いか。

「シンイチ？」

　ペトラルカが気遣わしげに声を掛けてきてくれる。

　けれど、僕は彼女に応こたえる余裕はなかった。

　どこまでが侵略で。

　どこからが啓けい蒙もうか。

　自由や平等という概念を持ち込むことは──本当に正義か？

　僕は出口の見えない思考の迷路に、呻うめいた。
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「……いつかはこうなるんじゃないかって思っていたけれど」

　呆あきれたような声が扉の向こうから漏れ聞こえてくる。

　わざわざ聞こえるように喋しやべっているのかもしれない。全体的にこの屋敷、造りは良いけれど──建築技術の問題なのか、総じてエルダント帝国の建物というのは気密性や防音性は低く、けっこう、屋敷の中の音はどこまでも響いていく傾向がある。

　それはともかく……

「…………」

　僕は執務室の扉に背中を預けて座り込んでいた。

　ある意味で懐かしくすらある──自宅警備員状態、籠ろう城じようの構えだ。

　鍵かぎはかけてあるけれど、ミュセルやブルークは合あい鍵かぎを持っている可能性もあるので、紐ひもでがっちりドアノブを縛って壁際の燭しよく台だいに結び付けてあった。

　まあ、もし美み埜の里りさん辺りが本気になれば、こんなもの簡単に突破されてしまうだろうけれども。

「帰ってくるなり、部屋に閉じこもられていて……」

　心配そうなミュセルの声も聞こえる。

　気を使ってくれるのは嬉うれしいのだけど、今の僕には、それすらもが負担に感じられて辛い。

「旦だん那な様はいったいどうなさったのでしょう……？」

「私からは何も」

　と美み埜の里りさん。

　まあそりゃ美み埜の里りさんの立場では言えないだろうさ。

　僕が『自分が侵略者の尖せん兵ぺいとして、しでかしたことの大きさに恐おそれ戦おののいている』なんてね。

「…………」

　ふと……こつこつと廊下を歩く革靴の音が聞こえてくる。

「──的まと場ば局長」

　美み埜の里りさんの声がその足音の主を教えてくれた。

　的場甚じん三ざぶ郎ろう、極東文化交流推進局の長──今回の異世界文化侵略計画の総責任者。

「良くないことになっているね」

　ひどく気楽な、他人事のような口調で的まと場ばさんがそう言うのが聞こえた。

「ごめん、ミュセル、少し外してくれる？」

　美み埜の里りさんがそう告げると『分かりました』と言ってから、ミュセルが立ち去る音が聞こえる。僕の部屋の前には、美み埜の里りさんと的場さんだけが残ったようだった。

「まずいね」

「いえ。大したことはないと──」

　美み埜の里りさんは僕を庇かばうようなことを言う。

「あのぐらいの年とし頃ごろの少年は、たいがい、情緒不安定なところを抱えているものですし」

「以前ならそれで納得もしたんだが」

　的場さんはため息をついた。

「お偉方は──ここに来て、計画の進行が遅れることを認めはすまい。せっかく、オタク文化に中毒を起こすような連中が一定数出てきたんだ、一定の成果が出れば、次はそれを安定させ、拡大するのが基本だとね」

　つまりはもっと中毒者を増やせと──それも大量生産しろということか。

　オタク文化の布教が思いのほか順調で、日本政府が気を良くしていることは、僕もうすうす感じていた。予算の増額──惜しみなく提供される高額な機材。アニメを鑑賞するためのプロジェクタは最新型だし、パソコンの類もそうだ。

　しかし……当然それだけ投入された予算は、期待の顕あらわれだ。

　つまりは明確な成果を彼らは求めている。

　はっきりと数字に出るような何か、はっきりと証拠として残るような何かを。

「彼が役に立たないなら、別の者と交替させる、という案も出ているんだよ」

　なんでもない感じで言われた言葉の裏に、僕は物騒な響きを感じ取った。

　まさか交替してお役御免、どこへなりと行くが良い──なんてことにはならないだろう。

　つまり……

「待ってください」

　少し慌てた口調で美み埜の里りさんは言った。

「現状は彼の……加か納のう慎しん一いちの働きによるものです。彼の才能と言っても良いでしょう」

「…………」

　扉に背中を預けながら僕は声もなく笑う。

　才能。才能か。

　オタクの才能。

　異世界侵略の才能。

　文化破壊の才能。

　僕は本当に…………どうしようもない駄目オタクだ。

「確実に彼の代役が務まるという保証があるならばともかく、誰だれかまたオタクを一人連れてきてすげ替えれば良い、というものでないのは、局長もご存知でしょう!?　彼はエルダント皇帝の信頼を勝ち得ています！」

　美み埜の里りさんはやはり僕を庇かばってくれるみたいだった。

　だけど素直に今の僕はそれを喜べない。

　美み埜の里りさんにまで騙だまされていた……そんな気持ちが強い。

「事を急ぎすぎてはすべてを台なしにしてしまいます。ここは一つ、休養期間といいますか、そういうものがあっても良いかと──」

「古こ賀が沼ぬま君」

　美み埜の里りさんの言葉を制するように的まと場ばさんが言った。

「それはお偉いさん方が判断することだよ」

「…………」

　美み埜の里りさんが言葉に詰まったのが、扉越しにも分かった。

　対して的場さんは淡々と続けた。

「……誤解しないでほしいんだが」

「何をです？」

　美み埜の里りさんの口調に若干棘とげがある。

　彼女は日本政府側の人間だが、一オタクとしては、日本政府の方針をあまり快く思わない部分もあるのだろう。

「これは極東文化交流推進局の局長としてではなく、的場甚じん三ざぶ郎ろう個人としての、『感想』だがね」

　そう前置きして的場さんは言った。

「これでもね、私は彼を気に入っているんだよ。だから、できれば彼にこのまま〈アミュテック〉総支配人として頑張ってほしいと思っている」

　それがどうした。

　そんな言葉をいまさら、信じられるわけがない。

　いや、それが本当のことだとしてもなんの意味があるだろう？

「聞こえているのだろう、加か納のう慎しん一いち君」

　的場さんは扉越しにそう声を投げ掛けてきた。

「時間はあまりないよ。君の親御さんと違って、我々の上は、そう悠長でもなければ、寛容でもないんだ。引きこもりをそのまま放置しておくようなことはない。別に誰かを殺すとか、そんな話じゃないんだ、君は今まで通りオタク文化を広めてくれればいい、それだけなんだがね？」

「…………」

　僕は答えない。

　これ以上は的まと場ばさんの声を聞きたくなくて──僕は側にあった毛布を頭から被った。
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　当たり前ではあるけれど。

「…………」

　いくら部屋に引きこもっているからといって、人間、そこですべて完結して暮らせちゃうはずがないわけで。ご飯はミュセルが扉の前まで持ってきてくれるけれど、当然、食べるものを食べれば出るものがあるわけで──それを部屋の中で済ませちゃうほどには、僕も、開き直ることはできなかった。ここにはペットボトルもないし。

　そういうわけで……

「…………」

　僕は廊下に美み埜の里りさんや的場さんがいないのを確認すると、あまり足音を立てないように気を使いながら部屋を出た。

　時刻はすでに深夜──屋敷の中には静寂が横たわっている。

　僕はとりあえず一階の便所に向かって歩き出し、階段を降りて──そして。

「…………」

　僕はふと足を止めた。

　暗がりにわだかまる大きな塊。平らなはずの床にそれが黙然と転がっている様は、ほとんど闇に塗ぬり潰つぶされていることもあって、実に不気味だった。

「……ブルーク」

　僕は溜ため息いきをついて床にべったりと寝転んでいるリザードマンに声を掛けた。

「頼むから暗がりで床に寝ないで。踏んじゃうよ」

「……申し訳……ございやせん……どうぞ気にせず……踏んでくだせえ……」

　相手が女の子なら変な趣味でも持ってるのかと疑いたくなる台詞せりふだけど、ブルークに限っては──というかこのエルダントでは、別の意味がある。

「ね……ブルーク」

　僕はその場にもう一度しゃがみ込んでブルークに言った。

「君は、殴られるのも仕事の内って言うけど。その立場を不満に思ったことってないの？」

　いくら頑丈だからって殴られて気分の良い奴はいない。

　ブルークはまた身を起こしてのったらのったらと腕を組み頭を捻ひねった。

「あー……難しい話は判わかりやせんがね」

　そう言い置いてからブルークは続ける。

「リザードマンってのは……どこの国でも……やたら地位が低いもんで……」

「…そういえば、そうだっけ」

　学校でもリザードマンの子供は見ない。

　練兵場にはいたのに。

　エルフやドワーフは人間より格下に位置づけられてはいるものの、それはあくまで種族全体として見た平均値の話だ。エルフやドワーフにも神聖エルダント帝国内で出世して、それなりの地位を確立している者はいる。そしてそういう者達が、僕達のあの学校に自分の子弟を送り込んできているのだ。

　だがリザードマンの場合には、出世しても限界がある。

　多少の成功では自分の子弟を学校にやれないほどに──その基本的な立ち位置が低い。

「旦だん那な様が持ち込まれた……『オタク作品』ってのでも……悪役として……ばんばんと登場していやすし……」

「え？　あ……う、うん、それは、そう、かも……」

　確かにリザードマンは、見るからに残虐そうな容よう貌ぼうもあって『下劣な悪党』の象徴アイコン的存在だ。

　気まずさに口ごもる僕に──ブルークは口角をにたぁと吊つり上あげる。

　笑顔と分かっているのだけど、やっぱりちょっと怖い。

「……旦那様は本当に珍しいお方ですな」

「え？　そうなの？」

「別に旦那様に……文句を言うつもりは……ありやせんよ。確かに……扱いが他の種族より悪いのは……少々面白くねえ部分もございやすが……これもなんつうか、もっともな話でして……」

「──え？」

「ご存知ですか……リザードマンは昔……人間の仇きゆう敵てき……だったんで」

「そうなの!?」

　驚く僕に──ブルークは簡単に彼らの歴史を教えてくれた。

　リザードマンは他の種族と異なり、爬は虫ちゆう類るい──いわゆる変温動物で、しかも卵生だ。

　また、痛覚の類も他の種族に比べて全体的に鈍く、代わりにやたら頑強な身体を備えている。

　その生態が異なる以上、リザードマン達が、恒温動物で胎生の──柔らかい皮膚を持つ人間やエルフ、ドワーフ、ウェアウルフらとは根本的に違う価値観を形成することとなったのは、むしろ当然のことと言えた。

　彼らの道徳観は、もともと人間のそれとは、似ても似つかなかったらしい。

　リザードマンは殺さつ戮りくを好む。

　彼らは生まれつき高い攻撃性を持っており……単に食うための狩猟以外に、『襲う』『殺す』といった行動を喜びに感じるのだとか。彼らは趣味や文化の一端として大規模な狩りを行うのだ。

「……そっか。釣りとか狩りとかと同じだ……」

　現代の日本における釣りや狩りは、その全部がとは言わないけど、何割かは行為者の『趣味』であって、生きるうえで絶対的に必要なものではない。結局のところ、自分の楽しみのために他の生き物を殺す──これを残酷だと非難する人もいるけれど、文化だとして保護するべきと唱える人もいる。

　ともあれ。

　それが趣味や文化であるならば、当然、より複雑化し、より高度化するのが常だ。

　つまり──リザードマン達の文化において、その標的として好まれたのは、より手て強ごわい相手だった。自分達と同じように一定以上の知性を持ち、道具や、武器をも使う生物──つまりはエルフやドワーフ、ウェアウルフ、そして人間だ。

　特に……ウェアウルフよりは動きが鈍く、ドワーフよりは力が弱く、エルフよりは魔力が弱い、つまり個体的には最も能力が低かった人間は、格好の獲物だったそうで。

　リザードマン達は長い年月、人間狩りを楽しんできた。

　しかし……人間という生物は、脆もろく弱いからこそ、集団化すると、その特性を最大限に発揮する。いざ戦いになれば、人間は高度な戦術や戦略を立てて連携し、個々の戦闘能力とはまったく別次元から戦いに挑む。

　こうして高度に組織化され一致団結した人間達──つまりは『国家』と、リザードマン達との大規模な種族間戦争が勃ぼつ発ぱつした。

　で……結果はもちろん、見ての通り。

　結局、変温動物であるリザードマンは長期戦となると弱い。まともに動けない冬場の戦いや、朝夜といった活動能力が低下する時刻の戦闘で負けが続き……敗戦。奴隷として人間社会に組み込まれることになったのだとか。

「……奴隷」

　僕は啞あ然ぜんとするしかない。

　ブルークは後頭部をざりざりと撫なでて言った。

「人間と暮らすようになって……何百年……仲間同士でも強奪やら……略奪やらが……当たり前で……とかく……血を好む性質だったあっしらも……ずいぶんと丸くなりやした……今の地位にいることで……穏やかな暮らしの良さも……知ったわけですから……あっしは……現状で満足でさあ」

「そ……そうなの？」

　と問いつつも、僕は以前に聞いたエルビアの話を思い出していた。

　人間社会に組み込まれたがゆえに、本来とは違う生き方を強いられている者達。

　けれど、彼らの現状がすべて、悲惨で、変えねばならないようなものでもない──らしい。

「……旦だん那な様」

　ブルークは、周囲に誰だれもいないか、確かめるように左右へ首を巡らせてから……低く囁ささやいた。

「これは旦那様だからお話ししますがね……実は……人間の社会から離れた同族は……昔のような略奪行為に走っているって……報しらせが……族長会に……寄せられていやす……」

「…………」

　似たような話はエルビアも言っていた。

　おそらく……これはエルフやドワーフにも同様の話があるのだろう。

「あっしらも……一枚岩ってわけじゃ……ありやせん……今の地位を不満に思って……昔みたいな生活を選ぶ奴も……少なからずいて……けど……人間との生活を知った後ですから……そいつらがやっていることも……吟味したうえで……族長会は『現状に甘んじる』って結論に至ったんで……」

「…………」

　それが苦渋の決断だったのか。

　それとも単なる『逃げ』なのか。

　僕には分からないけれど──

「それじゃちいと外で焚たき火びに当たってから……寝やす……おやすみなさいやし……」

「……ああ。うん、おやすみ」

　頭を下げてのたのたと去っていくブルークを僕は見送る。

　胸の内に何かもやもやした感覚がある。

　便所に行って用を足した後も、その感覚は消えることがなくて──

　何か引っかかる。

　言葉にできないけど──何か摑つかむべき何かに触れたかのような。

　僕はそれを確固たるものにしたくて、自分の部屋ではなく、エルビアの部屋へ向かった。

「──エルビア」

　中に入ると──エルビアは相変わらずイラストの描き方本を睨にらんで黙々と手を動かし続けていた。ただし今回は僕の存在にはすぐ気付いてくれたようで、ひょこひょこと尻しつ尾ぽを動かしてから彼女は言った。振り返ってはこなかったけど。

「シンイチ様」

「なに？」

「これ、どうにも真ま似ねできないんすけど──なんだか道具が違うんすかねえ？」

　と彼女は振り返って広げたイラストの教本を示す。

　そこには──『フォトショップを使った着彩』と印刷された文字が。

「ああ……それは、まあ筆じゃ無理、とまでは言わないけど、かなり難しいよ」

　僕は苦笑してそう言った。

「まあ、エアブラシ使えば似たようなことはできるかもしれないけど……それはパソコン使うんだよ」

「えあぶらし？　ぱそこん？」

　初めて耳にする言葉にエルビアは首を傾かしげる。

　魔章指輪は、基本的に僕達の意識と意識を繫つないで、互いの言葉をすりあわせる効果を持っているのだけれど──根本的な問題として、相手の側に、こちらの言った言葉に対応する概念がないと、翻訳できず、そのままの単語を伝えてしまう。

　エアブラシはもちろん、パソコンもこちらの世界では僕が持ち込むまで、概念そのものがなかっただろうし──エルビアは本を見るばかりで、屋敷に置いてあるパソコンに触った様子はない。

　そりゃ、言われても戸惑うだろうし、教本を見ても判わからないはずだ。

「ほら、僕の執務室の、壁際にある箱だよ。イラストをデジタル加工したり、ネットに繫つないだりできる道具で──っても、さすがにネットはないんだけど」

　口にしたとたん、それまで曖あい昧まいなまま脳裏に漂っていた何かに形が与えられた。

　そうだ。ネット。インターネット。

　たとえば……中国。

　あの国は徹底的に情報統制されているような印象を受けるけど、実際には『水をも漏らさぬ』体制かと言えば、そうではない。一元的に管理するにはインターネットというシステム自体が曖あい昧まいで広範で、必ずどこかに抜け穴ができてしまう。

　結果的に中国は、インターネットの普及と同時に、多くの人々が、それまでは触れられなかった情報に触れられるようになった。もちろん、その結果として中国という国家や民族の本質が変わったわけではないだろう──相変わらず政府の公報だけを信じている人達も多いだろうし、日本を嫌う人達もいれば、親日家に転向する人達もいる。

　けれどそれは彼ら自身の選択で──

「……そうか」

　僕は暗くら闇やみの中に一筋の光明を見たような気がした。
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　僕は執務室に戻って考えをまとめていた。

　光明は光明に過ぎない。

　暗くら闇やみから脱するには、そこに向かって一歩ずつ歩いていく必要がある。

「…………」

　僕は黙々とキーボードを叩たたいた。

　パソコンの画面で思いついたことを箇条書きにしていく──ただそれだけなのだけど、やはり曖あい昧まいに考えていることを言葉という枠にはめ込んで並べていくと、それが一気に具体性を帯びる。

　そういえばラノベ作家の父が、似たようなことを言っていた。

　自分の頭の中で考えている内は、それは妄想でしかない。

　妄想を妄想として転がしている内は結局、妄想の域から出ることはできないと。

　他人に伝えるためのツールに──言葉なりイラストなりメロディなりに仮託することで、それはようやく形を得るのだと。それが単なる覚え書きであれ雑談であれ、自分の頭の中から吐き出すこと、それが実は『何かを作る』ことの第一歩だそうだ。

　僕が作ろうとしているもの。

　それは──

「……あの……旦だん那な様？」

　それは恐る恐るといった口調で投げ掛けられた、ささやかな声であったけれど。

　僕はキーボードを打つことに集中していたせいで、やたら驚いてしまった。びくりと身を竦すくませながら僕は部屋の入り口を振り返る。

「……ミュセル？」

　もう相当に遅い時間だ。

　変に『スイッチ』が入っちゃってるエルビアや、寝てるのか起きてるのかよく分からないブルークはさておき──さすがにミュセルはもう寝ているものだと僕は思っていた。

「起きてたの？」

「はい。あの──入ってよろしいでしょうか？」

　やはりおずおずと尋ねてくるミュセル。

　僕は数秒考えてから──『どうぞ』と答えた。

　実を言えばここ数日誰だれとも会いたくなくて『籠ろう城じよう』していた僕だけれど……本当にいちばん会うのが怖かったのはミュセルだ。

　別に彼女のことが嫌いになったとかそういう意味じゃない。

　ただ本当に──怖くて彼女の顔を見ることが辛かった。

　けど……

「失礼します」

　そう言ってミュセルは部屋に入ってきた。

　しかも手にしたお盆の上にお茶のポットやカップ一式を揃そろえた状態で。

「……それ」

　僕は目を丸くしてその茶器一式を見つめた。

　この屋敷には、温水器もなければ保温ポットもない。

　ましてやガスコンロもＩＨクッキングヒーターもない。

　ふとお茶を淹いれようと思い立っても、即座にお湯が手に入るわけじゃない。小さい竈かまを使うにしても、魔法で火の精霊を呼ぶにしても、とにかく火を起こして湯を沸かすとなるとそれなりに手間と時間を食うのだ。

　たまたま部屋の前を通り掛かったら明かりが点ついていたので、ちょっとお茶を淹れてみました、というわけにはいかない。

　つまり……ミュセルは常に湯を切らさないようにして、お茶の用意をして、何度も僕の部屋の前に通って……そうして待ち続けてくれていたということだ。

　僕がいつ部屋から出てきても良いように。
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　申し訳なさで僕は胸がいっぱいになった。

「──ごめん」

「え？　な……なんでしょう？」

　目をぱちくりと瞬かせてミュセルが驚く。

　いきなり謝られて、何がなんだか分からないといった様子だった。まあ彼女の性格からすればそれが当然の反応だろう。僕は気まずさで少し彼女から目を逸そらしながら、頰ほおを搔かいて言った。

「いや、その、心配……かけちゃったかなって」

「あ……はい」

　素直に頷うなずいてから──ミュセルは何かに気付いた様子で慌てて首を振ってみせた。

「あ、いえ、でも、その、旦だん那な様のお身体やお気持ちを気遣うのは、メイドとしては当たり前の仕事ですから、その、謝っていただくようなことでは……」

　それは確かにミュセルの言う通りなのかもしれない。

　けれど──それでも僕は彼女の気遣いが嬉うれしくて、何か言いたかったのだ。

「じゃあ……」

　僕は数秒考えてから、言った。

　改めて口にするとちょっと気恥ずかしいけど──

「ありがとう。嬉しいよ。これなら、いいかな？」

「！　…………はい」

　ミュセルは頰を紅あかくして……恥ずかしそうに俯うつむいてしまう。

　出会って、それから同じ屋根の下に住んで半年余り。

　なのに全然飽きが来ないというか──この子の仕草がいちいち新鮮で可か愛わいいく見える。

　でも、だからこそ、僕は怖かった。

　彼女の僕に向ける眼まな差ざしに、嫌悪や、失望や、拒絶の色が混じるのが。

　僕の正体が知られてしまうことが。

　けれど──

「ミュセル」

　僕は改めて椅い子すの上で座り直して彼女に問うた。

「僕はどうも侵略者だったらしいんだ」

「……え？」

　きょとんとした表情で目を瞬かせるミュセル。

　まあいきなりこんなことを言われたら、彼女としては驚くほかないのだろうけれど。

「侵略者……ですか？」

「そう。僕はこの神聖エルダント帝国をニッポンの属国にするために派遣されてきた人間で、オタク文化を使って、この国の人達を骨抜きにするための、尖せん兵ぺいだった──らしい。武器が違うだけで、この国と戦争してる敵国の人間と、立場はあんまり変わらない」

　やめろ……と叫ぶ僕が未いまだ頭の片隅にいる。

　よけいなことを喋しやべってミュセルに拒絶されたら……嫌悪され、失望され、軽けい蔑べつされたら、たぶん、僕は立ち直れない。そのときに僕が感じるであろう衝撃は、幼おさな馴な染じみに告白してふられたときどころの話じゃないっていうのは、なんとなく想像がついた。

　けれど……

「僕は──だからこの国にはいない方が良いのかもしれないんだ。君達と一緒にいてはいけないかもしれないんだよ」

「…………」

　驚いた様子で息を呑のむミュセル。

　彼女はしばし絶句していたが──

「よ……よく分かりません」

　ミュセルは途方に暮れたようにそう言った。

　確かに侵略だとかなんとか、国家レベルの話をいきなり振られても、帝族でも貴族でもない彼女としては戸惑うばかりで、どう反応して良いのかもよく分からないだろう。

　けれど……

「申し訳ありません……私……その……馬ば鹿かですし……教養もなくて……」

　いやいや。ミュセルは馬鹿ではないと思う。

　いわゆる『教養』がないのは、その通りなのかもしれないけれど──それはまったく彼女の責任じゃない。身に付ける機会がなかっただけのことだ。

「旦だん那な様は……お優しい……優しい方、です」

　ミュセルはますます俯うつむいて──それだけでは足りないとばかりに、身を縮めるようにぎゅっと両手でエプロンを握り締めながら言った。

「……こんな私に……とても良くしてくださいます……」

「良くって……別に」

　改めて言われるようなほどのことは何もしちゃいない。

　それに──

「でもそれも侵略のための、演技かもしれないじゃないか」

「……私を庇かばって……皇帝陛下にご意見されたのに……ですか？」

　ふと目を上げてミュセルは言った。

　一瞬、僕はなんのことだか分からなかったけれど──それはどうやら僕がこの神聖エルダント帝国に来たばかりの頃ころ、彼女がペトラルカと仲良くなる前、ペトラルカからミュセルを庇ったことを言っているらしかった。

「旦だん那な様が……何をなさろうとしているのであれ……皇帝陛下から、私みたいな下女を庇かばってくださっても……なんの得もない……ですよね……？」

「それは──」

　縋すがり付つくような眼まな差ざしを受けて──僕は言葉に詰まる。

　それはミュセルの言う通りだ。

　僕がミュセルを庇って得することなんて、自己満足以外に何もない。ミュセルが僕に対してどう思おうと──好意を抱こうが嫌悪を覚えようが、僕の仕事にさしたる影響はない。世話をしてもらっているといっても、これもミュセルにとっては仕事──義務だから、僕を嫌おうが手を抜くわけにはいかないわけだし。

　むしろ皇帝陛下に口答えすることの方が〈アミュテック〉総支配人としては、何倍も、何十倍も、何百倍も、まずい。

「…………食事をご一緒させていただくことだって……嬉うれしくて……あんなにご飯を食べるのが楽しいことだって……私は……旦那様に教えていただきました……」

「……ミュセル」

「でも私……旦那様に何も……お礼ができないでいます……」

「お礼って──別に、改めてそんなこと」

「……エルビアさんが、羨うらやましいです」

　ミュセルは言った。

　それは彼女が前にも言った台詞せりふと同じ内容で──

「旦那様のお役に立つことができて……」

「ミュセルはすごく役に立っているよ、っていうかすごく僕が助かってるよ！」

　だから僕もまた繰り返した。

　炊事。掃除。洗濯。それがたとえミュセルは単に仕事でしているだけだとしても、僕にとってはとてもありがたくて。だから僕はミュセルには感謝しているし、そんな相手に嫌われたくはない──

「…………」

　そこまで考えて気付いた。

　ミュセルの立場から僕を見ても、それは同じことだ。

　僕がどんな思惑でしていたかなんて、関係ない。

　事実は──それを見る者の立場によってもろもろに変化する。ならば『真実』はそれを受け止めるものの気持ち次第だ。僕がミュセルに感謝することは僕の真実だし、ミュセルが僕を優しいと言ってくれるのも彼女の真実で──ああ。なんだか混乱してきたけど。でも。

「旦那様──シンイチ様」

　ミュセルは言った。

「一緒にいない方が良いなんて……恐ろしいことを……哀かなしいことを……おっしゃらないでください……」

「…………」

「お願いです……どうか……どうかここにいてください……！」

　ああ本当にこの子は……まるで狙ねらったように僕の心をピンポイントで撃ち抜いてくる。

　僕がこれからやろうと考えていることは、ちょっと際どい綱渡りだ。

　上う手まくいくかどうかも分からない。しかも失敗すれば僕の立場は大きく変わる可能性が高い。場合によってはミュセル達に挨あい拶さつする暇さえ許されずに、この屋敷から出ていかなければならないかもしれない。

　だから僕は『勢い』がほしかった。

　もっと言えば誰だれかに『お前はここにいて良い』と言ってほしかった。賭かけに出る前に、僕の背中を誰かに押してほしかったのだ。

　いや。誰かじゃない。

　ミュセルに──だ。

　僕にとって彼女はこの神聖エルダント帝国に来て初めて出会った『こちら側』の者で、言うなれば僕にとっては誰よりも明確に『異世界』を象徴する相手だ。

　だからこそミュセルに許してほしかった。

　だからこそミュセルに聞いてみたかった。

　こんな僕が──ここにいても良いのか？　と。

「分かった」

　僕は頷うなずいた。

「ありがとう」

「……え？」

　一瞬、ミュセルは困惑したかのように、僕を見つめていたが──

「はいっ……！」

　花咲くように鮮やかな笑みを浮かべて、彼女はそう言ってくれた。
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　陽ひの光が白い。

　時刻はまだ早朝──僕の時計では午前六時前。

　ただし全体的に朝の早いエルダント帝国では、すでに人々が起き出して働き始める時間だった。僕も眠いなんて言ってる場合じゃない。というか実は昨日は寝てなかったりする。

　僕は分厚い扉の前に立っていた。

　この奥は謁えつ見けんの間だ。

　皇帝陛下に公式に会って言葉を賜り、あるいは何かを述べるための場所。エルダント帝国の権威が集約された場所、といっても過言ではない。以前に来たときには、あまり意識しなかったけれど──ここで交わされる言葉一つで、何十何百、いや、場合によっては何万もの人の命運が分かれたりすることも、あるわけで。

　緊張するなと言う方がおかしい。

　近この衛え騎き士し二人が『カノウシンイチ様ご入来！』と告げるや否いなや、その重そうな扉がゆっくりと開かれていく。

「旦だん那な様」

　傍かたわらに寄り添ってくれていたミュセルが、励ますように声を掛けてきてくれる。

「…………」

　同じく傍らに立つ美み埜の里りさんは、ただ無表情に頷うなずく。

　立場上、あまり僕寄りの言動はしにくいのだろう。宮仕えの辛いところか。

「うん。大丈夫」

　僕はそう言って頷くと、謁見の間に足を踏み入れた。

　そこは以前見た通りの場所だった。

　天井は高く、赤い絨じゆう毯たんは細長い道のよう、突き当たりの壁の付近は、階段数段分だけ床が高くなっていて、その先には玉座が設しつらえられている。

　玉座から一段下がった場所には帝国の宰相や大臣といった重鎮が十数名、豪ごう奢しやな衣装をまとって立っており、謁見を賜る僕を見下ろしている。その中には騎士ガリウスやザハール宰相の姿もあった。

　そして玉座の上に座るのは、言うまでもなく少女皇帝ペトラルカ。

「…………」

　重鎮達の視線が僕に突き刺さる。

　ぶっちゃけて言えば『何をしに来たんだこいつ？』てな感じの。

　今回──僕は、公式にペトラルカに対して謁見を求めた理由をまだ開示していない。本来ならば理由も定かでない謁見の要請なんぞ、却下されてもおかしくないだろうけど、そこはペトラルカや騎士ガリウスが便宜を図ってくれたらしかった。

　もっとも武装した美み埜の里りさんや、メイドのミュセルは入室を許されなかったけれど。

　例のテロ以来、この手の立ち入り制限が厳密になったらしい。

　それはさておき──

「よく来たな、シンイチ。待ちかねたぞ！」

　ペトラルカが朗々とした声でそう言った。

　隣でザハール宰相がわざとらしい感じで咳せき払ばらいする。

「今朝がたシンイチ殿から朝の謁えつ見けんに参加したいという申し出がありまして……」

「急きゆう遽きよ、参加を認めた」

　とペトラルカが独裁者っぽい強引な口調でそう言った。

「ニッポンから持ち込まれたオタク文化は、いまや我が帝国に無視できん影響を与えつつある。伝道師たるシンイチの考えは、耳を傾けるに値するものと判断した」

「…………」

　重鎮達の間でざわめきが広がる。

　まあこれは当然。ふらっとやってきた素性の怪しい伝道師が、皇帝のご寵ちよう愛あいを──いや変な意味じゃなくてね？──受けたうえ、政治やら何やらにまで口を出そうというのだから、そりゃ胡う散さん臭くさい目で見られるのも当然。言ってみれば今の僕は、日本史における道鏡、ロシア史におけるラスプーチンのような、『女帝陛下をたぶらかして取り入ろうとする亡国の輩やから』に等しいわけで。

「政治に関してはド素人なんだけどね……」

　僕は苦笑して呟つぶやくと前に進み──貴族に囲まれている彼女の前へ立つ。

　それから首を巡らせて居並ぶ貴族達を見渡すと、僕はこの場にいる全員に届くように大声を張り上げた。

「提案があります」

　警戒半分。興味半分。

　注がれる視線はそんな感じの割合だろうか。

　おそらく重鎮貴族達は、僕の言動にかなりの注意を払っているはずだ。僕が女帝をたぶらかして取り入っているとすると、彼らの権力分布図にも大きな影響を与える可能性がある。利用できそうなものは利用し、邪魔ならなんとしてでも排除する、そんなふうに考えているのだろう。

「オタク文化を発信している我が〈アミュテック〉──そして〈アミュテック〉が運営する学校ができてからそれなりに時間が経たっています」

　震えそうになる声を極力落ち着かせて僕は言った。

　落ち着け加か納のう慎しん一いち。ここが正念場だ。

「今では日常会話なら差し支えない程度に日本語を習得している人もいるし、読み書きできる生徒も増えました。そろそろ次の段階へ移る頃ころ合あいじゃないかと思われます」

「……というと？」

　貴族達を代表してザハール宰相が尋ねてくる。

「いろいろです。たとえば──今のままでも、貴族や豪商を中心に国民の間で、オタク文化と、これを理解するための日本語は広まりつつありますが、結局のところ、直接的にオタク文化に触れているのはごく一部──貴族以外の一般国民の知識と言えば、学校の生徒から伝え聞いたもの、いわゆる『又また聞ぎき』の状態です」

「つまり？」

　明らかに興味をそそられた様子で、騎士ガリウスが先を促す。

　僕は大きく頷うなずいて続きを口にした。

「──学校の庶民を含む一般開放。それに、国外への進出」

「……!?」

　貴族達の間にどよめきが広がる。

　さあ。ここが畳み掛けるポイントだ。

　僕は声を少し大きくして一気にまくしたてる。

「交易地点であるエルダントの国勢に興味を持っている行商人は、すでに貴族層がオタク文化に熱中していることに気付いています。今まではニッポンから持ち込める作品の数も限られていたため、売買を禁止していましたが……これからは、売買を許可し、国外への持ち出しを許可するんです」

　僕は改めて貴族達を見渡して、結論づけるように言った。

「行商人達を通じてオタク文化をエルダント帝国の『外』へ送り出す」

「それはつまり我が帝国に『オタク文化を輸出品として仕入れろ』ということか？」

　ペトラルカの言葉を聞いて、また貴族達がざわめき始める。

　今まで僕達の持ち込んだオタク文化は、あくまでエルダント帝国内における流行に過ぎなかった。それは良くも悪くも〈アミュテック〉の下に一元化されていて、管理・制御され、それ以上でもそれ以下でもなかったのだ。

　しかし……もしこれを『エルダント帝国の商品』として対外輸出するようになればどうなるか？

　もちろん、日本政府に対し、膨大な額の支出をエルダント帝国は強いられるだろう。共通通貨がないというのであれば、それは日本でも価値を持つような鉱物資源や食料といったものとの交換になる。そしてその点に対し帝国側は未いまだ、『正当な交換レート』を日本政府との間に確保していない。ぼったくられる可能性は誰だれでも思いつくだろう。

　しかし──

「しかし、悪い話ではない」

　そう言ったのは騎士ガリウスだった。

「他の輸入品同様、商品の出入りに少量でも通行税をかければ、多大な利益を生む。またオタク作品そのものの売価も我々の側で設定できれば、それ自体が莫ばく大だいな富を生む可能性がある」

　さすがに切れ者。僕の言いたいことを勝手に代弁してくれた。

　しかも──

「学校の一般開放も面白い。資格を問わぬとなれば、国外からも気軽に留学希望者が訪れ……外貨を落とすだろう」

「いやしかし」

　他の貴族が慌てたように言った。

「留学者に偽装して他国の間かん諜ちようや密偵が入り放題に」

「いや。それは現状でも少なからず帝国内には入り込んできている」

　騎士ガリウスは顔をしかめて言った。

「だからむしろそうした者達を一箇所に集めて監視するのだ。密偵や間諜は潰つぶせば潰しただけ次が送られてくるが、先の者が生きている限り、次はない。まして、生かしておいた密偵や間諜に、こちらで都合の良い話を聞かせてやれば、それがそのまま他国に届く」

「…………！」

　貴族達が愕がく然ぜんとした表情で顔を見合わせる。

「さらに──同時に人と金の動きを活発化させれば、逆に、勝手に行商人やその他の者達が、他国の情勢を伝えてくれる」

「そうですね」

　と僕は頷うなずく。

　そう──騎士ガリウスが即座に理解してくれたように、固定観念を排し、長い目で見ればこの話はエルダント帝国にとって悪いものではない。

　むしろ新たな市場の開拓、新たな収入源になる。そしてエルダント帝国で流行している以上、オタク文化が他国でも爆発的に流行する可能性は決して低くない。多少の国民性はあるだろうけど、それも、バリエーションにとんだオタク文化ならば、どうとでも吸収できるはずだ。

「現在、すでにエルダント国民の間にも広まっているわけですから。試しに各地へ弾ひき語りの──吟遊詩人を派遣して、各国の反応を確かめてみるとか」

　僕はさらに言い募る。

　エルフ達が発案したライトノベルの弾き語りは、今や市し井せいでちょっとしたブームになっている。酒場はもちろん、農民も仕事合間に口ずさんでいるぐらいだ。貴族に至っては有名な吟遊詩人を呼んで鑑賞会を開いている。

「……なるほど……」

　身近な例を出されて具体的な可能性に気付いたらしく、貴族は口々に『良いんじゃないか？』と前向きな意見をこぼし始めた。

　よし。上う手まくいきそうだ。

　僕が手て応ごたえを感じたそのとき──

「待て、加か納のう君！」

　謁見の間の入り口近くで悲鳴じみた声が上がった。

　振り返れば──そこには的まと場ばさんが立っていた。

「それはやり過ぎ──」

「何な故ぜですか？」

　最後まで言わさず僕は聞き返す。

　だがもちろん──彼が反対する理由は僕には分かっていた。

　日本政府はエルダントの資源を吸い上げるに当たって、まずエルダント帝国をオタク文化で洗脳──傀かい儡らいも同然の状態にしておきたいはずだ。主導権イニシアチブをとる前からその手段をエルダント帝国側に仕切られたら元も子もないわけで。

「何がやり過ぎなんですか？」

「それは──」

　的場さんは言葉に詰まり──やがて、苦渋の表情を浮かべて言った。

「…………………君の、権限を超える」

　さすがに皇帝含め、貴族が大勢集まっている場所であからさまな脅し文句は口にできないだろう。

　ざまみろ。

　僕はちょっと悪役っぽい気分を味わいながら、黙り込んだ的場さんに向けてにんまりと笑ってみせた。

「僕の、権限じゃありませんよ？　エルダント帝国が、するんです。僕はあくまで提案をしているだけで」

　オタク文化がエルダント帝国へ与える影響は、もう止めようもない。

　そして日本政府がなんらかの理由で超空間通路を封鎖しない限り──やがて世界へ広まっていくだろう。それはもう僕がじたばたしたって、どうにもならない話なのだ。

　オタクのものに限らず、大衆に受け入れられれば、文化は否いや応おうなしに拡散し浸透する。

　そのことには是も非もない。

　あるとすれば──それを一方的に政治的な理由から制御しちゃうことだ。

　ならば、押しつけるのでも取り上げるのでもなく、享受する側に選び取る自由があれば良いじゃないか。そのための環境を整えてやれば、エルダント帝国の、ひいてはこの異世界の人々が自分達の意志で取捨選択できる。そしてそれは結局のところ、こちらの世界の文化になっていくのだ。だって受け入れるも受け入れないも──その判断は、彼らがこれまで築いてきた文化や歴史の上に成り立つ判断なのだから。

「なるほど。面白いな」

　とペトラルカは玉座から身を乗りだして言う。

　彼女は乗り気だし、騎士ガリウスも同じだ。おそらくもともと文化交流について賛成派だったザハール宰相も同じだろう。そして皇帝陛下の脇わきを固める実力者二人が賛同したうえで、他の貴族達にもそれなりに旨うま味みがあるとすれば、当然、この流れはもう止めようがない。

　いまさら──僕をどうこうしても無意味だ。

　むしろ『オタク文化を広める』という役目は、きちんと果たしているわけで。

　的まと場ばさんとしては僕を表立って非難することはできないはずだ。

　しかし──

「…………」

　同時に僕は気付いた。

　的場さんの顔から──いつも微笑が貼はり付ついているようなその平凡な顔から、いっさいの表情が消えたという事実に。そしてそれが何を意味するのかということに。





第五章　暗殺作戦







　現地時刻23：00──

『昼』の始まりと終わりが全体的に早いエルダント帝国では、立派な深夜。

　夜の帳とばりが下りて辺りを闇やみに閉ざす中──灌かん木ぼくの茂みに、体勢を低くして潜んでいる男達がいた。

　無骨な感じのいかついゴーグルは、暗視機能付き。顔の半分を覆い隠す装備に加え、塗りたくられたカモフラージュ用塗料のせいで、顔立ちは判わかり難い。がっしりした顎あごはみるからに頑健そうで、みっちりと筋肉の詰まった肉体を覆うのは、黒塗りの野戦服と、防弾・防刃ベストだった。当然頭には同色のヘルメット。いかにも夜襲を掛けますよと言わんばかりの格好だった。

　陸自──中央即応集団。特殊作戦群。

　アメリカのＳＯＣＯＭと同様、言うなれば中央直属、精鋭揃ぞろいの特殊部隊だ。彼らは自衛隊の中でも対テロ、ゲリラ戦に特化している。それはつまり、暗殺にも通じているということに他ほかならない。

　もちろん、彼らの装備のどこにも、所属を明らかにするものはない。意図的に削り取られている。当然だ。そもそも正規の手続きを踏んだ入国でもない。

　もっともあまり意味のないことではある。

　このエルダント帝国でこんな装備をしているのは、自衛隊員以外にいないのだから。

　特殊作戦群の自衛官達は、ハンドサインで連絡を取り合いながら前に進んでいく。

　向かうは──異世界初の、総合エンタメ商社〈アミュテック〉社員寮。

　すでに目標、すなわち加か納のう慎しん一いちの所在は確認してある。寝室で照明が消えてからおよそ一時間──他の部屋にも明かりは見えない。おそらく屋敷全体がもう寝静まっていることだろう。

「…………」

　隊長が肩の上に手を掲げてハンドサイン。

　自衛官達は次々と問題の屋敷に向けて進んでいく。

　その中で──

「…………」

　自衛官の一人が、ふと何かの気配を感じたように顔を上げる。

　ぎくりと身を強こわ張ばらせる自衛官──彼は自分の頭上、枝葉を伸ばしている樹きの枝に、丸い影を見つけていた。受動性赤外線暗視ゴーグル越しの、色彩を抑え込まれた薄緑色の視界に見えたであろうそれは──体長三十センチに満たない小さな猛もう禽きんだった。

　フクロウだ。

　ただしそれは自衛官の知識の中にある生物と明らかに異なっていた。頭部に目はなく、代わりに腹部にぎょろりとした単眼がへばりついているからだ。自衛官の常識からすれば、それは『化け物』と呼んでも良いような姿である。

「…………気味の悪い生き物だ」

　忌々しさをこめて低く呟つぶやく自衛官。

　作戦行動中の私語は厳禁のはずだけど──おそらく呟つぶやかずにはおれなかったのだろう。いかに生え抜きの精鋭部隊とはいえ、こんな異世界で戦った経験もなければ、異世界を想定した訓練もしていない。おそらく異世界の存在を知ったのすら、せいぜいが数日前といったところだろう。

「…………」

　自衛官達は裏口に回り、隊長が懐から取り出した鍵かぎを使って解錠──屋内へと音もなく滑り込んでいく。

　よく映画やドラマで描かれている特殊部隊の屋内突入シーンは、もっと強引で乱暴だけど──たとえば壁を爆薬で吹っ飛ばして、どやどやと雪な崩だれ込こむとか──あれはあくまで相手が警戒態勢にあるから、まず作戦展開速度を重要視しているだけであって、相手が油断しきっているのならば、その状態を可能な限り維持して、近づくのが基本だ。

　本当のプロは武力の行使を最小限に抑える。

　被害は最小限。効果は最大限。それが特殊部隊の原則であり存在理由だ。

「…………」

　自衛官達は標的の寝室前に到着すると、扉を挟むよう左右へ展開。

　これまた無言で頷うなずきあい、自衛官の一人がドアノブに手をかける。

　直後──

「──ッ!?」

　勢いよく内側に向かって、ひとりでに扉が開く。

　咄とつ嗟さに身構えた自衛官達を出迎えたのは──おそらくは彼らが予想もしなかった光景だったはずだ。

　電気のスイッチを入れたかのように、瞬間的に明るくなった室内。

　いかにも洋館の一室といった雰囲気のその部屋にいたのは──

「おかエりなサイ、ご主人様！」

　三十人あまりのメイドさん達だった。

　もっともメイドさんといっても、ヴィクトリアン系の『本物』ではなくて──アニメ的にデザインし直された、ややフレンチメイドに近い格好だ。フリルとレースをふんだんにあしらってはいるけれど、スカート丈を膝ひざの辺りまで短く詰めたデザインで、胸元も強調されている。純白のニーハイソックスに華きや奢しやな足を包み、頭にはこれまたフリルをあしらったヘッドドレス。年としの頃ころはいちばん下で十歳前後らしき幼い少女から、いちばん上は二十代前半といった感じだ。
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　でもって、三角形の尖とがった耳が髪から突き出ているのは、エルフの証あかしだった。

「おかエりなサイ、ご主人様！」

　しかも彼女らが笑顔で発する声は、少し甘ったるい感じに調整された独特のもの。まあいわゆる『アニメ声』という奴だ。しかも不法入国の自衛官達はエルダント帝国発行の、翻訳機能を備えた魔章指輪を装着していない。耳にした言葉はさぞヘンテコな感じに聞こえたことだろう。

「なんだ……!?」

　自衛官の一人が呟つぶやく。

　もはや私語厳禁とかそーゆー空気ではなかった。

　対して美少女メイド軍団はきょとんとした感じで小首を傾かしげている。突然現れた特殊作戦群の素性を摑つかみかねている、といった感じ。

「…………なるほど、オタクか」

　隊長が嫌悪感もあらわに呟いた。

「政府の金を使って女を囲っていたとはな……今はお楽しみの最中か？」

　面食らったことに違いはないが、相手は重度のオタク、むしろ屋内が軟弱な趣味で侵食されていることくらい想定内──まあそんな判断を下したのだろう。隊長は部下に向かって頷うなずいてから、こう続けた。

「こいつらは無視する。標的がベッドにいるか確認」

「了解」

　短く答えると、黒塗りの自衛官達は美少女メイドを押し分けながら、足音も荒々しく──もはや標的は目の前、気配を殺す必要もないという判断か──どかどかと部屋の奥へ踏み入っていく。

　驚いたようにその様子を見守っていたメイド達は、部隊が部屋の中央へ差し掛かる否いなや何事か話しかけながら近づいてくる。

　もちろん、自衛官達は彼女らの言葉の意味が分からない。ただ『どちら様でしょう？』『困ります』といった内容であることぐらいは、誰だれでも想像がつく。数名のメイドが自衛官達の身体にしがみついてその動きを止めようとした。

　自衛官達の間に困惑の空気が流れる。

　良くも悪くも彼らは平和な国家・日本の自衛隊員だった。

『女子供』はか弱い者、守るべき者、という意識が定着している。ベトナム戦争では幼い子供を助けようとした米兵が、その子供から手しゆ榴りゆう弾だんを投げつけられて死ぬ、なんて話が山ほどあったというけれど──可か愛わいらしい外見をしている相手を見て、『敵』と咄とつ嗟さに認識しにくいのだ。

「──排除しろ」

　隊長が冷たくそう命じる。

　一瞬躊ちゆう躇ちよする素振りを見せたものの、部下達は頷うなずいてベルトのホルスターに入っている拳けん銃じゆうを引き抜く。どこか玩具おもちや然としたその形は、どうやら自衛隊正式の９ミリ拳けん銃じゆうではなくて、電撃銃テイザーみたいだった。

　たぶん、標的以外はなるべく死傷者を出さないよう厳命されているのだろう。エルダント帝国側に何人もの死者を出せば、後々の交渉が面倒になる。

「……？」

　電撃銃の銃口を向けられた幼女のメイドさんは、にっこりと笑って男の手首をそっと両手で包み込んだ。銃そのものを知らないエルダント帝国の人間は、それが武器だと分からないのも当然だ。なんら不自然な行動ではない。

　で──次の瞬間。

「ふんッ!!」

　気合の入った感じの呼気を鋭く放つ幼女メイド。

　次の瞬間、自分の半分程度しかない相手に、自衛隊員は一本背負いのような形で投げ飛ばされていた。

「──っ!?」

　油断していたこともあって、受け身をとる暇もなかったのか……投げられた自衛官は、低い呻うめき声ごえを漏らして悶もん絶ぜつしている。すかさず他のエルフの少女達が駆け寄って、スカートの中から引っ張り出した縄を投げる。

　するとその縄は、まるで蛇のように自ら動いて自衛官に絡み付き、そのまま彼を瞬く間に縛り上げてしまった。

「なっ──」

　何が起こったのか。

　自衛官達が思考停止に陥ったのはおそらく一秒程度だったろう。

　たかが一秒。されど一秒。それは流動する状況に合わせて間断なく判断を求められる戦場において──致命的な空白に他ほかならない。

　メイドさん達は、そのわずかな間に必要な行動に移っていた。

　屈強な、しかも各種装備を身に着けた自衛官達を、摑つかんでは投げ飛ばし、あるいは背後から抱きついて締め上げる。防弾防刃ベストも、身体全体を叩たたき付つけられるような衝撃や、絞め技には意味がない。特に幼女メイドさんに抱きつかれた自衛官は、低い呻うめき声ごえを上げて仰のけ反ぞっていた。外見からはあんまり怖そうに見えないけど、たぶん、自衛官の耳の奥では、自分の身体が絞め潰つぶされる音が──『みしみし』とかそーゆー不穏な音が聞こえているに違いない。

　瞬く間に、半数の自衛官が白目を剝むいて行動不能になった。

「な、なッ!?」

　次々と倒れていく部下を見て、隊長が銃を構える。

　さすがにもう気付いたのだろう──メイドさん軍団は、オタクの軟弱な趣味でもなんでもなく、これは特殊部隊員達を迎え撃つため用意された──罠わななのだと。

「発砲を許可する──撃て、撃て!!」

　悠長に電撃銃で相手を失神させている時間は、ないって判断だろう。

　混乱していた部下達は、先端に銃声抑制器サプレツサーを取り付けた89式自動小銃の安全装置を解除──メイドさん達に銃口を向ける。

　銃声。銃声。銃声。

　くぐもった爆発音が連続し、排出された空薬莢が弧を描きながら、床へ次々と落ちる。

　メイドさん達は、無残にも音速を超える鉛に華きや奢しやな肉体を貫かれ、体内へ突き刺さった弾丸に肉と骨を破壊されて、ばたばたと床へ倒れる──

「…………ば」

　──はずだった。たぶん、自衛官達の予想では。

　しかしそれはまったく、完全に、裏切られていた。

「馬ば鹿かな……？」

　弾倉の弾を半分ばかり消費した後、彼らは発砲を中断。

　自衛官達の顔は、やっぱりゴーグルと塗装で分かりにくいけれど、たぶん、彼らは一様に驚きよう愕がくと困惑の表情を浮かべているのだろう。

　メイド達は、誰だれ一人ひとりも欠けることなく、平然と立っているからだ。

　エルフの少女は盾をかざすように掌てのひらを前へ突き出している。淡く光を放つ障壁のようなものが、メイドと特殊部隊を分断するように横たわっていた。

「これが……魔法か！」

　隊長の声は、再び襲いかかるメイドさん達の嬌きよう声せいに押おし潰つぶされた。
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「ふははははははははははははは！」

　天井を吹き飛ばすような勢いで上がる高笑い。

　水晶球を前にラスボスもかくやという感じで哄こう笑しようしているのは──ペトラルカだった。

　いや君、その笑い方似合いすぎ。しかも片手に羽根扇子って、どんだけ悪の女役っぽいんだよ。

「いや、分かりやすい、実に分かりやすいのう！」

　だんだんと肘ひじ掛かけを叩たたきながらペトラルカは楽しげに言った。

「案の定、シンイチを始末しにきおったわ！　異世界といえど、所しよ詮せんは同じ人間、考えることは同じようじゃな！」

　僕達がいるのは同じ屋敷の中でも、普段、僕がめったに出入りしない一階奥の納戸だった。

　今は即席の司令室として使われていて──室内はちょっとばかり様変わりしていた。もろもろの荷物は運び出されるか、あるいは壁際に押しやられ、部屋の真ん中にはどでんとでっかい平机が置かれている。でもってその上には屋敷の見取り図が広げられ、木製の小さな駒こまが五十個ばかり並べられていた。

　十五個が赤。三十個が青。でもって五個が白。

　それぞれ自衛官、メイドさん部隊、でもって僕達の色分けだ。

　ほとんどノリは大戦略である。たかが屋敷の中での戦いでここまで大おお袈げ裟さな設備が要るのかと疑問には思ったけど、まあ、それは黙っておく。ちなみに壁際には特大の水晶球が三つばかり設置されていて、そこには監視役に放たれた使い魔──一つ目フクロウ達からの映像が、魔法によって中継されて映し出されている。
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　でもってペトラルカは、そのすべてを見渡せる位置に置いた、背もたれ付きの椅い子すにふんぞり返ってご満悦の状態。

　しかもその隣には騎士ガリウス、そして帝城詰めの近この衛え部隊指揮官がいる。

　この指揮官は女性で、実は彼女の部下達である近この衛え兵へい達こそ、現在、自衛官の精鋭をコテンパンにしているメイドさん達の正体だった。

　帝城の中には、女帝であるペトラルカの周りに侍はべって、彼女を護衛する女性兵士がいるのだ。その多くは亜人種で──彼らの多くは、そもそも男女問わず従軍経験がある者が多い──実を言えば、先日、テラスでお茶会をしていた際に、給仕をしていたメイドさん達もその部隊の人間なのだとか。

　常に無骨な武装を帯びた近この衛え騎き士しが側に侍はべっていては興きよう醒ざめだから、ということで、こういった女性兵士の需要があるらしい。確かにエルフは魔法戦に長たけるし、ドワーフは小柄な女性でも人間の成人男子に優まさる膂りよ力りよくがあったりする。武器を持たずにそっと帝族や貴族の側に侍はべるには最適だろう。

　そして……メイドの姿で、相手を油断させるにも。

　もちろん、ああ見えてメイドさん部隊は全員とっくに成人済み。ドワーフ兵の中にはどー見ても幼女にしか見えない姿だけど、二人の子持ちなんて人もいるらしい。

　とはいえ……

「まさかメイドさんにぶちのめされるとか、思ってもみなかっただろうなあ……」

　自衛隊の精鋭部隊が。

　そんなことを呟つぶやく僕の隣で──ミュセルが哀かなしげに目を伏せた。

「まさか、本当にニッポンの方々が暗殺しに来るなんて……しかもあんな大人数、私やブルークさんだけだったら、旦だん那な様を守りきれませんでした」

　……というか何かあったら守ってくれる気だったの？

　嬉うれしいような情けないようなだけど──

「──コルドバル卿きよう」

　僕はペトラルカの隣に立ち、腕を組んで状況を見守っている騎士ガリウスに声を掛けた。一応……今回の作戦、大筋はペトラルカの発案だけど、実際の指揮は実戦経験のある彼が執っている。

「何かな？」

　水晶球を見たまま騎士ガリウスは言った。

「どうして、ここまでしてくれるんですか。軍まで動かして。僕は、その……」

　そこで僕は口ごもる。

　しかし──銀髪の騎士は僕の方を振り返り、何もかも見透かしたように、不敵な笑みを浮かべてきた。

「実を言えばな、シンイチ。私はニッポン政府の狙ねらいにはうすうす感づいていた」

「……あ。やっぱり」

　僕はむしろそう言われて、肩の荷が下りたような気持ちだった。

　騎士ガリウスやザハール宰相は、かなりの切れ者だ。少なくとも旧ふるいやり方に固執して状況を見誤るような人間でないことは、これまでの付き合いで分かっていた。彼らなら文化交流なんて美辞麗句の陰に隠された日本政府の目的にも、気付いていておかしくないのだ。

　しかし──

「でもだったら、なおさら。どうして……」

　僕を助けてくれるような真ま似ねを？

「その質問の答えは、私より陛下から聞いた方が良いだろう」

　そう言われ──僕は視線をペトラルカへ移す。

「ふむ。そうじゃな」

　椅い子すの上で首を捻ひねり、ペトラルカは少し考えこむように眉まゆ根ねを寄せて唸うなった。

「なんと言ったものか。ガリウスはともかく、妾わらわはオタク文化による侵略については正直言ってよく分からん。新たな文化というものは、普及する際に、どうしても既存の文化と軋あつ轢れきを生むのが当然じゃろうし──それを以もつて侵略といわれても、曖あい昧まいすぎて、いまひとつ実感も湧わかん」

「それは……そうかもしれないけど」

　だからこそ文化侵略というものは恐ろしい。

　気が付けばすべて終わっている可能性があるのだから。

「じゃがまあ、我々も与えられたものを何も考えずに享受しておるわけでもない。新しい文化は受け入れたうえで、既存のものと併せ、我らの文化として昇華していけば良いのじゃ。そもそも複数人種が混在するエルダント帝国の懐の深さ、そう簡単に操れるものでもあるまいよ」

　得意げな顔をして語るペトラルカを──僕は微笑して見つめた。

「そうだよね」

　かつての日本と同じだ。

　大昔、文化的に発展の遅かった日本は、遣けん隋ずい使しや遣唐使を派遣して異国の文化を持ち帰らせた。のみならず、なんらかの理由で国を追われた異人──特に技術者を積極的に登用してきた歴史がある。

　では日本は日本でなくなったか？

　日本は中国の一部に成り果てたか？

　答えは否いなだ。

　ならばエルダント帝国も同じだ。捉とらえ方かた一つで、ペトラルカ達にとっても僕の持ち込む文化は侵略にはならない。あくまでエルダント帝国側に自覚があれば、オタク文化は侵略兵器として用を為なさなくなる。

　これは僕の出した結論とほぼ同じだった。

「ただし──」

　表情を厳しい感じに引き締めて、ペトラルカは付け加えた。

「受け入れると言っても、それはシンイチのように、『受け入れてもらおう』という謙虚な姿勢をとる者が持ち込む場合に限る。野心を持つ者が押しつけてくれば、文化は恣し意い的てきにねじ曲げられ……当然に民の考え方を歪ゆがめ、汚す」

　それこそが文化侵略であり文化汚染だ。

　自由なき強制。管理ゆえの歪わい曲きよく。

　文化とは本来自由であるべきで──だから僕はあえて、それが拡散し浸透することについて、よけいな強制力を持たせない方向を選んだ。好きな人は受け入れる。嫌いな人は受け入れない。ただそれだけのこと。だけどそれが──たぶん、何より大事。

「だからな。シンイチ」

　ペトラルカはにこりと笑って言った。

「妾わらわは──エルダント帝国は、シンイチ、汝なんじを選んだ。新たな文化の運び手として」

「…………」

　先日の謁見は、僕自身が試されていたのかもしれない。

　はたして加か納のう慎しん一いちは、エルダント帝国にとって侵略者か否いなか──と。

「……妙だな、使い魔六番、十番の『目』が来ない」

　女性指揮官が呟つぶやくように言った。

「敵兵は十五名のはずだが──拘束できたのは十一名だと？」

「!?　──いかん、使い魔のすべてを確認しろ！」

　騎士ガリウスが鋭い声で命じる。

　映像を『送信』している使い魔達は、屋敷の内外に全部で二十羽あまり配置されている。一羽がなんらかの事情で──たとえば戦闘に巻き込まれ、流れ弾か何かで死んだとしても、自衛官達を完全に見失うとは考えにくい。

　つまり……

「……あれ？」

　かろんころんと軽い音を立てて僕の足元を転がるものがあった。

　大きめの、コーラの五百ミリリットル缶みたいな何か。反射的にそれが転がってきた方向に視線を向けると、この納戸──臨時作戦司令室の扉がわずかに開いているのが見えた。

「まずっ……！」

　僕が身を強こわ張ばらせ、ガリウスが驚きよう愕がくに両目を吊つり上あげる。

　次の瞬間──投げ込まれた催涙ガス手榴弾テイアーガス・グレネードが猛烈な勢いで白煙を噴き出し始めた。
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　僕は……おそらく自衛隊・特殊作戦群の人達の理性に感謝すべきだったんだろう。

　実のところ、投げ込まれたのが催涙ガス手しゆ榴りゆう弾だんではなくて、通常の爆裂型の手榴弾だったり、焼しよう夷い手榴弾だったりしたら、その時点で僕達は全滅していたに違いない。

　だがあくまで自衛官達は、作戦の基本方針を守るつもりでいたらしい。

　つまり抹殺すべき標的は僕・加か納のう慎しん一いちのみで──他には可能な限りに死傷者を出さないと。先にメイドさん部隊にぶちのめされちゃった人達は、結局発砲していたけれども。

「──！」

　たちまち室内の空間が白く濁る。

　目や鼻や──口の中さえ、ありとあらゆる粘膜に、刺すような強い刺激が加えられる。まずいとは分かっていても、生理現象で分泌される涙は意志の力ではどうにもならず、視界は歪ゆがみ、何がなんだか分からなくなって──僕は激しく咳せき込こんだ。

「……ッ！　……ッ！」

　とりあえず耳は大丈夫なようで、誰だれかが咳せき込こんでいる声が聞こえる。

　だけど今の僕には、それがミュセルなのか、ペトラルカなのか、ガリウスなのか、女性指揮官なのか、全然把握できない。まったくそれどころじゃない。催涙ガスというと、非殺傷兵器の代表だけど、実際に食らうと、これは立派な凶器だ。確か呼吸器系が弱い人が食らうと、死んじゃう可能性もあるって話を、どこかで読んだ覚えがある。

　このままガスが室内に充満すれば、打つ手はなくなる。

　しかし……

「窓じゃ、窓を開け!!」

　ペトラルカが叫ぶ声が聞こえた。

　籠ろう城じよう事件で僕が消火器を使ったのを見ていた彼女は、すぐにこの催涙ガスも同種のものだと判断したらしい。

　その直後──

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉……！」

　ミュセルの声と共に衝撃波の魔法が発動。

　がちゃんと音を立てて窓が枠ごと吹っ飛ぶのが、涙に歪ゆがんだ視界の端に見えた。魔法の呪じゆ文もん詠えい唱しようにはそれなりの──一分近い時間がかかることを思えば、ミュセルは、僕が催涙ガス手しゆ榴りゆう弾だんを見つけて声を上げたその瞬間から、呪じゆ文もんを唱えていたのだろう。

　衝撃波がごっそりとガスを抉えぐって外へと押し出す。

　催涙弾の影響か、涙をぼろぼろとこぼしながらもミュセルは片手を前へと突き出していた。

　しかし粘膜への刺激が弱まってほっとする暇もなく──唐突に眼前へ現れた黒い人影にぎょっとして僕は仰のけ反ぞった。

　ガスマスクで顔面を覆った自衛官。

『紅あかい眼鏡』のプロテクト・ギアから、『フォールアウト』の兵士、『スター・ウォーズ』の帝国軍兵士ストームトルーパーまで、この手の装備というのは、やっぱり間近に見ると威圧感が半端ない。なまじ人間の顔に近い構造をしているもんだから、よけいにその非人間性が強調される感じがする。

「……！」

　手を伸ばせば届く距離。

　しかも自衛官の手に握られているのは──９ミリ拳けん銃じゆう。

　この距離ならばいくら拳銃でも外しっこない。しかも相手は訓練を積んでいる。ぽっかりと空いた黒い銃口に、意識が吸い込まれそうな気がして血の気が失せる。情けない話だけれど──それが僕の場合には幸いした。

　思わず足の力が抜けて地面に膝ひざをつく僕。

　轟ごう音おんと共に頭上を──本当に紙一重のところを、銃弾が飛び去る感触に、僕は恐怖した。

「旦だん那な様!!」

　ミュセルの悲鳴じみた声が僕を呼ぶ。

「〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉！」

　再度発動した魔法が──ちなみに同じ魔法を連発する場合は、呪じゆ文もん詠えい唱しようはずいぶん省略できるらしい──自衛官を吹っ飛ばした。自衛官は二発目を暴発させてあらぬ方向に銃弾を放ちながら、壁に激突、くたりと崩れ折れた。

　けれど、ほっと胸を撫なで下おろす暇はない。

　顔を上げるともう三メートルと離れていない距離に別の自衛官がいた。

「シンイチッ！」

　ペトラルカの叫びと同時に何かが飛び出してくる。

　騎士──ガリウス。

　彼は居合抜きのような要領で、剣を抜き放ちざまに自衛官に斬きり付つける。さすがに刃そのものは防ぼう刃じんベストによって止まったが、しかし、短距離とはいえ突進の勢いを加味した一撃は相応の衝撃を相手に加える。体勢が崩れる自衛官──その背後から、棘付き鉄球モーニングスターが頭に叩たたき込こまれたのは、次の瞬間だった。

　女性指揮官だ。

　本来ならば頭ず蓋がい骨こつに孔あなを開けて絶命するはずの凶器を食らった自衛官は──しかしヘルメットに守られたおかげで、どうやら脳のう震しん盪とうだけで済んだらしい。血が出る様子もなく、彼はそのままぶっ倒れて動かなくなった。

　しかし……

「武器を棄すてろ!!」

　残った自衛官は二人。

　だけど彼らは壁際に陣取って、89式小銃を構えていた。

　89式小銃は自衛隊が誇る最新型の突撃銃だ。スイッチ一つで機関銃のように５・５６ミリ弾をばらまける。室内の制圧戦という意味では強力無比な武器だ。

　しかも銃口は二挺ちようとも、僕の方を向いている。

　もちろん、彼らの言葉はペトラルカ達には通じないが──

「…………」

　この状況では、相手の言わんとするところくらいは誰だれでも察しがつく。
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　全員が凍り付いたかのように動きを止めていた。

　しかし騎士ガリウスは剣を持ったまま、女性指揮官も棘とげ付き鉄球を構えたままだ。

「武器を棄すてろと伝えろ！」

　自衛官二人がそう叫ぶ。

　しかし──僕は、彼らの側にある、吹っ飛ばされた窓を見ながら、言った。

「いや。武器を棄てるのはそっちだと思います」

　次の瞬間……自衛官二人のすぐ脇わきの壁から、手が生えた。

　比ひ喩ゆでもなんでもない。

　いきなり暗青色の、鱗うろこに覆われ鋭い爪つめを備えた手が、壁をぶち抜いて生えてきたのだ。

「──!?」

　あまりのことに、彼らは対応が遅れた。

　その間に二本の手は自衛官二人の首筋をがっきと摑つかんでしまう。前述の通り──刃物や銃弾といった局所的な攻撃には、防弾防ぼう刃じんベストは意味があっても、圧迫の類たぐいには効かない場合が多いし……何よりも首筋までは守ってくれない。

「ぐ……が……!?」

　さらに──次の瞬間、三つあった窓から、リザードマン達がぞろぞろと室内に入り込んできた。人数にして十人あまり。彼らは素早く動いて自衛官達を取り囲み、その手から89式小銃を奪い取ってしまった。

「旦だん那な様」

　リザードマン達の中から、歩み出るひときわ大きな一人は──ブルークだった。

「お待たせいたしやした」

　すでにほとんど武装解除された状態の自衛官二人に、さらに駄目押しをするかの如く──ブルークが頷うなずくと、リザードマン達が窓から、何かを運び入れた。

　縄でぐるぐる巻きにされた的まと場ばさんと、美み埜の里りさんを。

「くそっ……」

　自衛官達はとうとう観念したのか、脱力すると両手を挙げた。

　そして──

「……古こ賀が沼ぬま君」

　縛られたまま、しかし何な故ぜかあまり悲壮感も緊張感もない様子で──苦笑めいた表情さえ浮かべて、的場さんは美み埜の里りさんを振り返った。

「この蜥蜴とかげ君達が襲ってきた方向は……君が見張っていたはずだね」

「そうですね」

　しれっとした口調で美み埜の里りさんは言った。

「面目ありません。ちゃんと見張っていたのですが……でもほら、相手は局長のおっしゃる通り、蜥蜴とかげ君ですから。赤外線暗視装置じゃ、発見しにくいんですよね」

　ちなみにこれはたぶん、噓うそ。

　確かにリザードマンは変温動物だから、その体温は周囲の温度に合わせて下がっていくけれど……自衛隊が、しかも特殊作戦群が使うような赤外線暗視装置は、いわゆる第三世代のパッシブ方式だろう。これは黒体放射ですべての物体から出る赤外線を光源にしている。さすがにフルカラーは無理だけど、だいたい白黒テレビ画像みたいな感じで見えるだけで、相手が冷たいからってまったく見えなくなってしまうわけじゃない。

　またリザードマン達は、変温動物だけれど、生物学的には確か『外温動物』とも言えるらしく、彼らはある程度、暖かいところにいたりすることで蓄熱し、僕達が想おもう以上に一定の体温を保つことができるらしい。カメや蜥蜴とかげが日ひ向なたぼっこしているのとかも、この蓄熱作業であるらしいし、実際、僕はブルークが蓄熱のために焚たき火びに当たっているのも知っている。

　それに……万が一、リザードマンが本当に周囲の温度分布に紛れて、赤外線暗視装置で見えにくいのだとしても──このエルダントに来て何ヵ月も経たっている美み埜の里りさんが、その点について気付いていないはずがない。

　どうやら美み埜の里りさんは、わざと近づいてくるリザードマン部隊に捕まってくれたらしい。

「…………」

　的まと場ばさんは苦笑を浮かべたまま溜ため息いきをつく。

「しかしこれはいいもんですな」

　とブルークが言って自分の胸を叩たたく。

「魔力も要らないし、わざわざ火を起こす必要もない、湯たんぽほど、重くもない」

　そう言って彼が差し出したのは、使い捨てカイロだった。

　そう。ブルーク達はこれを使って蓄熱することで、素早く動くことが可能になったというわけ。使い捨てカイロは、もともと僕が自衛官の人達から美み埜の里りさんを介して分けてもらったものだった。

「……加か納のう慎しん一いち君」

　的場さんが言った。

「とりあえずここは我々の負けだ」

「…………」

「で──どうするんだね？」

「貴方あなた達に──頼みがあります」

　と僕は答えた。

　無論、この状況で的場さん達に、拒否権なんてものがあるとは思っちゃいないけれど。
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　深呼吸して顔を上げる。

　僕の背後ではペトラルカにミュセル、ブルーク、騎士ガリウス、その他もろもろ──メイドさん部隊の面々から、捕虜の自衛官達、それに美み埜の里りさんと的まと場ばさんも一緒にいた。

　彼らの視線が一様に僕と、そして僕の前に置かれた通信機に注がれているのが分かる。

　すでに通信機は電源を入れられており──鉄板の上へ砂を流したようなノイズ音が、スピーカーからざりざりと流れ出していた。

　ここはエルダント帝城側の練兵場である。

　つまり自衛隊が間借りしている場所でもあり、僕を暗殺するために送り込まれた特殊作戦群の自衛官達が、一時的に機材を置いていた場所でもあった。

　そう。

　僕の目の前にある通信機は、暗号変換機能を持ったデジタル通信装置だ。特殊作戦群の暗殺部隊が上層部との連絡に使うために持ち込んだものである。

　つまり……

『……繫つながったようだな』

　ノイズは急速に収束して──奇妙な重々しさを備えた男の声が通信機から流れ出てきた。

　いかにも壮年の、それも高い立場にいるおっさんといった感じ。もっと言えば他人を上から目線で怒鳴り慣れているかのような──一言二言にもことさらに威圧を込めることが習慣化しているような男の声だった。

　通信の相手は極東文化交流局を、本当の意味で執とり仕切っている人物だった。

　だけど僕はその相手の名前を知らない。特に聞きたいとも思わなかったし、万が一にも総理大臣だのなんだのの名前が出てきたら、それはそれで僕の方がついつい萎い縮しゆくしてしまって、まともに話もできないかもしれなかったし。

「初めまして」

　僕は慎重に口を開く。

「僕が、総合エンタメ商社〈アミュテック〉を任されている加か納のう慎しん一いちです。まあ『今は、まだ』っていう但ただし書きがつきますけど……」

　そう告げたとたん、通信回線の向こうで罵ば声せいが溢あふれた。

　どうやら向こうの通信機の前には、複数の関係者がいるらしい。

『これは立派な国家反逆罪だ！』

『君は事の重要性が理解できていない』

『今すぐ謝罪して我々に従うならば、許してやらないこともない』

　等々……

　なんというか、あまりにも典型的な悪役台詞せりふの連打に、僕は思わず笑ってしまった。それこそ『世界の半分をやろう』とか言い出すんじゃないかと一瞬、期待しちゃったくらい。

　政治家だかなんだか知らないけど、結局は──ただの人間だということだ。

　彼らが好き勝手に喚わめきたてる様子は、まるで国会答弁の野や次じを思わせた。というかそっくりだった。まあ普段からそういうことをやり慣れている──それを商売にしちゃってる人達なのだろう。

　やがて──

『少し黙ってくれ。話は私が代表として行う』

　最初に発言してきた男の声がそう告げると、外野の声は一気に鎮まった。

『さて。加か納のう慎しん一いち君』

「はい」

『聞いての通り、我々は君の暴走行為を憂慮し──君の帰還を強く願っている』

　相手も慎重に言葉を選んでいるのだろう。ゆっくりとした重々しい喋しやべり方かただ。

　僕はちらりと背後の自衛官達を一いち瞥べつして言った。

「とても穏便にって感じじゃありませんでしたけど」

『何か勘違いがあったようだ。我々はあくまで文化交流最大の功労者たる君を、なるだけ安全に帰国させようと思っただけだ。異世界では何が起こるか判わからないからな』

　要点をぼかした言い回しは、なるほど政治家らしい曖あい昧まいさだった。

『いいかね、我々は君のためを思って言っているのだ。報告によると数日に渡って業務を放棄していたそうじゃないか。慣れない環境に晒さらされたことによる心神喪失の疑いがある。ひとまず帰国して、専門の医師による治療とケアを受けることをお勧めする』

　暗殺作戦はあくまでなかったことにするつもりか、このおっさん。

「その手は食いませんよ。のこのこ戻ったら、どうなることか。それこそ、不慮の事故に遭ったりするんじゃないですか？」

　たとえば自衛官の銃が暴発するとか。

　あるいは暴走車に轢ひかれるとか。

　それとも通り魔に刺殺とか、もっと地味に食中毒とか医療ミスで死亡とか？

『……疑い深いな』

「臆おく病びよう者ものなんで」

『…………』

　沈黙がわだかまる。

　およそ一分あまりの沈黙を置いた後──重い感じのため息を漏らして、男は渋々といった口調で言ってきた。

『君が短期間でやりとげた業績は評価する。しかし、どうしても帰りたくないとゴネるようであれば仕方があるまい……確か、君の生まれと育ちは千葉県だったね？』

　急に話題が変わって、僕は眉まゆをひそめる。

　否いな、嫌な予感がじわじわと込み上げてくるのを感じた。

『家族は両親に妹が一人か』

「……それが？」

　努めて平静を取り繕いながら、僕は応じる。

　だがさすがの僕も、相手が何を言わんとしているかに、気付いていた。

　陳腐な手だ。だけどそれだけに効果的だ。陳腐化するということは、それだけ何度も何度も、その有効性を認めて使ってきた者達がいた、ということなのだから。

『今、帰国すれば──絶対に機密を喋しやべらないと約束するなら、君と、君の家族について、身柄の安全を保障しよう。もちろん監視はつけさせてもらうが……何か名目を付けて補助金も出してやろう。贅ぜい沢たくさえしなければ一生働かずに済む』

「…………」

　それは……ある意味で破格の条件だと言えた。

　これは自宅警備員生活で躓つまずきまくった人生を、やり直す好機チヤンスかもしれない。

　学校へもう一度通うとか。食事は家族ととるとか、ささいなものからでも良い。日本にいたとき、やろうと思えばやれたのに無視してきたことの数々。

　なんでもないように思えて、そういう小さな行動の積み重ねが、やがてなんらかの実を結ぶ。それを僕はここ──異世界の、神聖エルダント帝国で学んだ。

「…………」

　僕がエルダント帝国にきてやったことは、やっぱり全部が全部褒められたことばかりではないかもしれない。侵略行為だった部分もあるし、地位のある貴族の子弟を、度を超したオタクにしたかもしれない。

　そんな侵略者の立場から──逃げ出せるのだ。

『よく考えたまえ、加か納のう慎しん一いち君。迷う余地などないはずだが？』

「そうですね。その通りです」

　僕は頷うなずいた。

「そういうわけで僕は帰りません」

『…………！』

　通信機の向こうでざわめきが広がる。

　そして──叩たたき付つけられたのは、政府の要人として担がれているであろう男達が放つ、怒号の嵐あらしだった。

『引きこもりの駄目人間風情が──選択権なぞ最初からないというのが分からんのか!?』

『その気になれば民間人の一家くらいどうとでもできる。お前は家族を見捨てたんだ!!』

　敵意を剝むき出だしにした罵ば声せい。

「家族を殺すと国民を脅すような政治家や官僚に、駄目人間呼ばわりされる覚えなんてないですよ。今の会話録音して、ネットに流したらどうなるでしょうね？」

『黙れ！　漫画だアニメだと、子供だましの下品な代物にうつつを抜かす人間なんてろくなものじゃない。そんな奴や、そんなクズを育てた家族と、国家の命運、秤はかりにかけるまでもない話だ!!』

「本音が出てきましたね」

　僕はむしろ変に気持ちが冷えていくのを感じていた。

　怖さとか怒りがある程度になると──感覚が麻ま痺ひしちゃうものなのかもしれない。

「どうして貴方あなた達はそう、一方的にオタクを小こ馬ば鹿かにして、排斥しようとするんでしょうね。一方でクールジャパンだなんだと、お金になるときだけ持もて囃はやしておいて──」

『有害に決まっているからだ!!』

　ひときわ声の大きい男が喚わめき散らす。

　ああ。やっぱりそうなのね。

　彼らの批判に根拠はなく、世間で批判されている部分しか見ていない。

　おそらく漫画やアニメをまともに鑑賞したこともないのだろう。だからオタク文化で洗脳なんて馬ば鹿かげたことを考えつく。考えつくだけならまだしもそれを実行してしまう。オタク化した人々をたやすく操れると思い込む。

　ある意味、上辺面だけで語られる世論に洗脳されているのは彼らだ。

　彼らにとってオタク文化は麻薬と同じなのだろう。

　自分達は触れようともしないし、有害だと認識しているくせに、金になるから、支配できるからと他人には押しつける。

『いくら粋いきがってみたところで』

　僕の沈黙を勝機と思ったか、勝ち誇ったように別の声が言う。

『君の立場が苦しいことに変わりはない。いくら絶縁状態であっても、生みの親や……妹さんを見殺しにはできまい。それとも自分の身代わりに家族を差し出すか？』

　僕は……言葉に詰まった。

　人質。使い古された──しかしとてもとても効果的な手段。

「──ちょっと失礼」

　不意にどこかのんびりした口調で、的まと場ばさんが割って入った。

「局長の的場甚じん三ざぶ郎ろうです。よろしいですか」

『なんだね。今は君の意見は──』

「そもそも我々は『いなくなっても影響の小さい人物』というのを、条件の一つとして、彼を選んだのですよ。おっしゃる通りオタクで引きこもりのニートなんて、駄目人間の典型ですからね。親も、彼がいなくなっても騒がないだろう、だから機密保持にはちょうど良い、と判断したわけですが」

　……うわ。遠慮なく言うなこの人。

　ぐさぐさ僕の胸に言葉が突き刺さってくる。

　しかし……

『それがどうしたね』

「家族に見捨てられかねない人間。ならば彼の側からも家族を見捨てる可能性が、それなりにあるのではないですか？」

『……!?』

「自分の趣味のために、家族に掛ける迷惑も、家族の嘆きも顧みず、延々ゲームやアニメや漫画に没頭するような奴ですよ？　この加か納のう慎しん一いちという子は」

　ちょっ……本当に遠慮ないな、この人！

　しかも──

「イヤマッタク、ホントウニ、ヒドイヤツモイタモノヨナ」

　とペトラルカが少し意地悪く笑う。

　ペトラルカにまで言われた!?　しかもわざわざ日本語で!?

　だがその仮か借しやくない言葉は──意外な効果を発揮していた。

『……的まと場ば君、今喋しやべったのは誰だれだ!?』

「エルダント皇帝陛下です」

　的場さんは言った。

　通信機の向こう側で黙り込んでしまう男達。

　やがて──

『…………………』

　永遠に続くかと思われるほどの長い沈黙──実際は五分と経たっていなかったろうが──を挟んで、通信の相手は、脱力気味の声で言ってきた。

『的場君、とりあえず……作戦は中止だ。君に全権を委任するから、もし可能なら、特殊作戦群を撤退させなさい……』
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　──その後。

　特殊作戦群の自衛官達は超空間通路のある洞穴まで連れて行かれて──そこで解放された。もちろん、武装は解除してのことだけど。彼らを護送した帝国軍によると、引き際は心得ているのか、自衛官達は素直に日本に戻っていったそうだ。

　で──

「…………」

　催涙ガスの匂においを少しでも減らそうと、窓という窓を開け放った屋敷の玄関で、僕は虚脱感に苛さいなまれながら、ぼんやりと座っていた。

　いつの間にか空は白み始め、端の方から朝日が夜を散らしつつある。

　実際に喋しやべっているときは興奮してあまり感じなかったけれど、僕は──たかが自宅警備員だった十代の小僧が、日本政府の要人相手に啖たん呵かをきりまくったわけで。改めて考えてみれば、その恐ろしさで疲労感がのしかかってきた。

「旦だん那な様」

　ミュセルが僕の横に膝ひざをつくと、そっと毛布を肩に掛けてくれた。

「せめてお屋敷の中に戻られた方が……お茶をお淹いれします」

「ありがとう」

　僕は微笑して立ち上がる。

　そこへ──

「──加か納のう慎しん一いち君」

　的まと場ばさんがやってきて声を掛けてきた。

　すでに彼の拘束は解かれている。傍かたわらには同じく解放された美み埜の里りさんの姿もあった。

「上の人達と話したんだけどね。とりあえず、君の処分は──保留ということになった」

「そうですか」

「私は今後、政府がエルダント帝国とどう付き合っていくべきか話す会議に参加しなくちゃならない。一度、向こうに戻るよ」

「ご苦労様です」

　皮肉を込めてそう言ってやった。

　後になって気付いたことだけど……

　交渉が平行線を辿たどった辺りから、日本政府側は焦りを感じていたらしい。

　結局のところ、人質は生きていなければ価値がない。僕が頑としてエルダント帝国から出ないと言い張れば、家族を殺しても取引材料がなくなるだけで。

　いや……そもそも特殊作戦群の正体がバレた時点で、作戦は失敗していると言っても過言ではないのだ。まさか僕の屋敷に、エルダント帝国の皇帝やその側近が詰めて待ち構えているだなんて、思ってもみなかったのだろう。

　そしてもう一つの彼らの誤算。

　それは──日本語だ。

　魔章指輪という便利な翻訳道具が存在するからこそ、彼らは日本語の普及についてかなり遅く見積もっていた。そして『どーせ異世界人だし、何を言ってるか判わからないだろう』という思い込みから出た油断が……あそこまで歯に衣きせぬ物言いをさせていたのだ。通信機には魔章指輪は付けられない。だから万が一にあの場にエルダント帝国の人間がいたとしても、自分達の会話の中身は理解されないだろう、と。

　しかし……実のところ、ペトラルカとミュセルはもう簡単な日常会話程度なら、日本語を問題なく操れる。もともと二人とも頭が良かったことに加え、競うように勉強していたせいで、やたら効率が良かったのだろう。

　そしてペトラルカが僕達の会話の最後で、あえて、日本語で口を挟んだのは──『聞こえているぞ』という意思表示でもあったわけだ。

　つまり自分達の下心がこともあろうに、エルダント帝国皇帝の耳に直で入っちゃったという事実に、彼らは気付かざるを得なかったのだ。

「加か納のう慎しん一いち君」

　改めて的まと場ばさんは言った。

　表情はいつもの呑のん気きな風情だが──口調には少しだけ厳しい響きが混じっている。

「君はものすごく険しい道を選択している。判わかっているかい？　君は侵略者になるのは嫌だというが、侵略とそれ以外の区別をどうつける？　もしそれがつけられたとして、君はその境界線をずっと綱渡りしていかなければならない」

「…………」

　僕は的場さんの目を静かに見返した。

　そう──

　いくら『選択の自由があれば大丈夫』なんて言っても、そもそも、自由なんて曖あい昧まいなものを担保するのはとても難しい。たとえ今はエルダント側が……ペトラルカ達が好意的に解釈してくれていても、後世になって見れば『やっぱり侵略していた』なんて事態もありうるわけで。そのことに関しては、僕も、そしてエルダント帝国の人々も、常に気を抜かず自らを律していかなければならないだろう。

　しかし……

「もちろん、判ってますよ」

　僕は挑戦的な笑みを浮かべて頷うなずいてみせる。

　ここで弱よわ味みを見せるわけにはいかないからだ。

「でも僕はオタクですからね、ぬるいゲームは願い下げです」

「…………」

　面食らったように的場さんは目を瞬かせる。

　やがて──

「……………なるほど。実利一点張りの我々とは、そこが違うか」

　朗ほがらかな感じで笑って、親しげに僕の肩を一度だけ軽く叩たたく。

　そして彼は踵きびすを返すとそのまま──待っていた帝国軍と美み埜の里りさんに付き添われて、去っていった。

　なんだか初めて、的まと場ばさんの本音らしいものに触れた気がする。

　気が付けば──空はずいぶんと明るさを増していた。

　白く暖かな陽よう光こうが、この異世界を照らし出していく。

　僕はミュセルと並んでエルダント帝城を見上げながら──大きく伸びを一つ。

「さて。これからまた忙しくなるぞ」

「そうなのですか？」

　ミュセルが、小鳥のように可か愛わいらしい仕草で首を傾かしげる。

　僕は微笑して頷うなずきながら、朝日が昇る方角に向かって指を指し──言った。

「ああ。まずは──そうだな。市場にアキバでも作ろうか」

　僕達の戦いはまだ始まったばかりだ！

　……なんてね。





（つづく）　







あとがき







　どうも、軽小説屋の[image: ]です。

『アウトブレイク・カンパニー』二巻をお届け致します。
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　緻密な描写を重ねれば、情報量は上げられます。でも、瞬間的に「ばぁん！」と見せる絵の迫力には中々追いつけないのが現実。文章はどうしても「言葉」という記号の集積から相手の頭の中にイメージを組み立てていくので、時間と手間を喰うというか。

　見開きの一枚絵とかで異世界の情景を見せられれば、そりゃ、影響力でかいですわな。




　そしてラノベがあちこちで大量刊行されている昨今、読者の人達に「お。異世界モノのラノベか」と手に取って貰えるかどうか、は挿絵が握っていると言っても過言ではなく。

　その意味では、空気感のある絵師さんというのは『異世界もの』のラノベを書く上では必須、更に言えば背景や小物が上手い絵師さんがつくかつかないかで、全然読者の人達に与える印象が変わっちゃうのですな。

　世界の奥行きが変わると言っても過言ではない訳で。




　今、手元に一巻を置きながらこの文章を書いている訳ですが……その意味では、ゆーげん師に絵を付けて貰ったのは非常に有り難い話でした。萌えキャラを描きつつ、それだけに頼らない、むしろ萌えキャラを含めた『風景』、あるいは『空気』そのものを描く様な画風は、意外に少ないんですよね。




　でも『萌え』って実はシチュエーションに負う部分が大きいので、そういう意味では、実に正統な『萌え絵』でもある訳で。




　考え方としては、作中で慎一がエルビアに絵を描かせる云々の部分にも近いですな。




　私は基本的に組ませて貰う絵師さん関係の『運』は強い方ですが、今回も良い方と組ませていただいた様です。出来るだけ多くゆーげん師の描かれる『アウトブレイク・カンパニーの絵』を見たいと多分誰よりも私が考えていたりします。




　そういう訳で、とっとと三巻のプロット組む事にします。

　メインキャラは勿論ですが、エルビアとかブルークもかなりお気に入りなので、連中がもっとドタバタ出来る話にしたいかと。




　三巻刊行の際にはまたお手にとっていただけると幸いです。

　ではでは。

　また──次の本で。




　２０１１年11月25日
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著者：[image: ]　一郎（さかきいちろう）

自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベルを代表する作家。

主な著作に「スクラップド・プリンセス」シリーズ、「ストレイト・ジャケット」シリーズ、「棺姫のチャイカ」シリーズ（富士見ファンタジア文庫）、「神曲奏界ポリフォニカ　クリムゾン」シリーズ（ＧＡ文庫）、「まかでみックス」シリーズ（ファミ通文庫）、「ミカヅチ」シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など多数。

ホームページ「うごうご[image: ]くん」

http://www.ugougo.net/





イラスト：ゆーげん（ゆーげん）

透明感あふれる色彩を得意とするイラストレーター。東京都在住。絵を描くときにコーヒーは欠かせません。

最近バニラエッセンスを１振り入れると格段に味がおいしくなる（なった気がする）事に気づきました。『香り』ってすごい。

ホームページ「キャッスルトン」

http://yuugen.hiyamugi.com/





本作品は、二〇一一年一二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





アウトブレイク・カンパニー　萌もえる侵しん略りやく者しや２




二〇一二年二月一日発行
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